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日常




「はい、じゃあまた２学期に会おう！　みんな怪け我がするなよー」


チャイムと同時に、担任の関せき先生がホームルームの終了を告げた。


いっせいに教室がざわめく。


あ───。


夏休みかぁ!!


夏休みっていう響きにウキウキして、席に座ったままうーんと背伸びをした。


だって、高校入って初めての夏休み！


……と言っても、私はバイト三昧なんだけど。


「ひーなぁー」


パタパタと、早さ織おりが机の横に駆け寄ってきた。


なんだかやけにテンションが高い。


「ひな、帰ろー」


はやっ!!　もう帰る準備バッチリだしっ！


「やけに急いでるねー？」


「今日は駅前のアイス屋さん１時まで半額なんだって！


今なら間に合うしダッシュで行こうよ！」


いつも元気でかわいくて、女の子らしい早織。


「半額なら、２個食べれちゃう。そしたらエイジくんの笑顔も２回！」


……ちょっとミーハーだけど。


小学校から今までずっと一緒で、唯一の幼おさ馴な染なじみ。


少し茶色にカラーリングした綺き麗れいな髪が、いつもより気合入れて巻いてあるのはそのためだったんだね。


ミーハーだけど、こういう早織が大好き。


一緒にいると私まで楽しくなるんだ。


「いいねー。行こっか」


自然と笑顔になった私は、鞄かばんを持って立ちあがって、


「今日こそメアドをゲットする!!」


と、興奮気味な早織のあとを歩きだした。





下げ駄た箱ばこで靴を履き替えてたら……。


「もう帰るのか？」


背後からの声に振り向くと、そこにはクラスメイトの早はや坂さかくんが立っていた。


こんがりと小麦色に日焼けした肌がやけに眩まぶしい。


確かサッカー部だったっけ。


健康そうだなぁー。


ていうか、【健康そう】って……。


私まだ15歳なのにずいぶんと所帯じみてるかも。


少しは早織みたいにキャピキャピしたほうがいいかな。


考えごとモードで意識が飛んでいた私の耳に、早織の元気な声が舞い込んできた。


「ひなとアイス食べにいくんだ～」


「アイス？　あぁ、暑いもんなー。……ところで」


早織と会話していた早坂くんが、ふいに私のほうを向いた。


ん??


「真ま神がみさ、……あの、明日の花火大会……行かない？」


えっ!?　私??


謎すぎて、チラッと早織を見てしまった。


早織は両手を口に当てて顔を真っ赤にしてる。


なんだそれ。


「やー……あのさ、花火大会に一度も行ったことないって、前に話してるの聞いたから。せっかくだし。夏だしさ」


花火大会か～！


そう。


この街の夏の大イベント。


4000発の花火が夜空を埋め尽くす！って、毎年宣伝してる。


そんな一大イベントに、実は私一度も行ったことがないの。


「花火大会行きたいんだけど。明日誕生日で……」


高校生になったことだし、今年こそはみんなで行きたかったんだけどなぁ。


毎年、その日は誕生日とブチ当たるんだよね……。


『誕生日に花火大会なんて素敵じゃん。お祝いも兼ねてみんなで行こうよ！』


って、前に早織も誘ってくれたことがあったんだけど。


私の誕生日には、もれなく……。


「お父さんが帰ってくるんだ……」


自分で言ってげんなりした。


そう、あのクソ親おや父じが帰ってくるせいで!!


そのせいで、毎年花火大会を楽しめない。


「あ、そうか。そうだよな。真神のお父さん、いつも仕事で家にいないんだっけ？　でも、娘の誕生日にお祝いしに帰ってきてくれるなんて、いいお父さんだな。あれだっけ？　確か、陶芸家のお父さん」


うん、そうそうって言いかけたところに、


「え～～～？　大工のお父さんでしょ？」


早織、余計なことを!!


「まぁ、色々やってて、今は海外に出稼ぎ中なの」


うん。噓うそではない。


けど……あはは。


早坂くんは、そっかーと頷うなずいて、


「じゃあ、また新学期に。夏休み中暇だったら、みんなでどっか行こうぜ！」


そう言いながら、爽やかに去っていった。


早坂くんって、いい人だなぁ。


「ひぃーなぁー」


うわっ。やっぱり来たっ!!


なるべく目を合わせないようにしつつ、さっさと外に出ようと思ったのに。


「な……なに？」


案の定、ニヤニヤ顔の早織が視界に割り込んできた。


「早坂くんからのお誘いなんて、すごいじゃん!!」


しかもかなり興奮してるし。


「すごいの？」


なにがすごいんだかわかんなくて、ポカンと早織を見た。


でも、そんな私と相反して、早織は目をキラキラさせながら喋しゃべりまくる。


「早坂くん、多分学年一モテると思うよー。かっこよくて、優しくて、爽やかで、スポーツも勉強もできて。おまけにお父さんが社長で、ちょっとしたお金持ちらしいし～」


「ふーん。それはそうと、花火大会って一人でも多いほうが楽しいだろうから、悪いことしちゃったな」


「……へっ??　やだ、ひな！　明らかに二人で行こうってことでしょ!?　しかも誕生日って知っててデートに誘ったね、あれは」


「ええええ─────!?」


デデデデ……デート!?　そんな話なの!?


「デートのお誘いなんて、初めて……」


なんか不思議な感じ。


思わず呟つぶやいた私に、早織はしかめっ面つらで口をポカンと開けた。


器用だねー。


「はあ??　ひな、鈍いなー。今まで気づかずに断ってたの??」


「へっ？」


なんのこと？


首を傾かしげたら、早織はバシッと私を叩たたいた。


「もぉー！　ひならしい！　で、ひなは早坂くんのことどうなの？」


「どうって……？」


早坂くん……って考えて思い浮かぶのって……。


やっぱり【健康そう】なんだけど。


それを言おうもんなら、ババくさいって爆笑されるのがオチだよね。


うーん。


そうこう考えてたら、早織が呆あきれた顔で頷いた。


「あー。はいはい。わかったよ、もー。脈なしねー。　もったいない。それにしても、ひなはいつになったら【恋】するんだろうね？」


恋？


「恋か……」


呟いてみたら、なんかじんわり……


……こなかった。


ダメだこりゃ。恋なんてわかんない。


でも、いつか私も恋してみたいな。


生徒玄関を抜け、校門まで歩いたとき、


「真神！」


また呼び止められた。


振り向くと、次は担任の関先生。


いつもの体育会系のテンションで、真っ黒に日焼けしたマッチョな腕をぶんぶん振りながら走ってくる。


爽やかというより、暑苦し……ゲフンゲフン。


いやいや、なんかのCMみたい。


「先生、どうしたの？」


「真神、お父さんが帰ってくるんだってな？」


「……はい」


またお父さんの話題になり、ちょっとげんなりしながら返事をした。


「いやー、真神のお父さん、わざわざお土産みやげを送ってくれたんだよー。先生な、本当は仕事柄そういうの貰もらっちゃいけないんだけどな、送り返すにも送り先が不明だしなぁー。お父さんが釣ったマグロだっていうし」


先生テンション高っ！


よく息が続くなーってくらい喋り続けてる。


いやいや、そんなことより。


その辺にしといてくださいよ、先生……。


早織が「？」って顔してるじゃんっ！


「せっかくだからありがたくいただくことにしたんで、よろしく伝えておいてくれな！　本当はお会いしたかったんだけど、ああいうご職業だと、いつ帰ってくるかわからないんだろ？　大変だな～、マグロ釣り漁船！」


…………。


はあああああ────。


激しく脱力。


先生、余計なことを！


「ところで、真神」


急に真剣な顔になる先生。


ドキッ……


とはしないけどね、さすがにね。


「１学期は楽しかったか？」


へっ!?


「……はい」


またしても謎の質問だけど、とりあえず無難に答えといた。


「東ひがし丘おか高校は、楽しいか？」


「はい。普通に」


この答えじゃ物足りないのか、んんん??って顔で私を見る。


熱血だなぁ。


「普通に楽しいです」


この答えが欲しかったのか、満面の笑みになった。


うん。


ややめんどくさい。


「そっかそっかー!!　うんうん。よかったよかった!!　お父さんも電話で心配されていたから。それはよかった！」


なにそれ!?


あの親父、先生に電話までしてたなんてっ！


知らなかった！


もー!!　ほっといてよ！


恥ずかしいなぁ、まったく。


そして関先生がいまだ暑苦しい件。


うんうんと、まだオーバーリアクションで頷いている。


「真神、夏休み楽しめよ！　くじけるなよ！」


「はぁ……」


もうそろそろこのテンションについていけなくて、上の空で返事をしちゃった。


だって、心なしか目が潤んでるし。


『くじけるなよ』って。


ダメダメなお父さんのこと、同情してくれてるのかな。


「せんせー、私にはぁ？」


リアクションに困っていたら、不思議そうにこのやり取りを見ていた早織が、噴き出しながらツッコんだ。


「おお、森もり！　お前も夏休み楽しめよ!!」


「なにそれ～。やっつけじゃん。あはは」


熱血先生をからかう早織。


たまに教室でも見受けられる光景なんだけど、おかしくて二人で爆笑！


なんか引っかかってたはずなんだけど、笑ったら忘れちゃった。


まあいいか。


関先生に「バイバイ、また新学期ね」と手を振り、校門を抜けた。


「いやー熱いね！　金きん八ぱちか関かってくらい熱かったね」


やっぱり早織もそう思ったんだ！


二人でさらに笑いながら、駅前のアイス屋さんを目指して少し早足で歩いた。












ティンカーベル事件




駅前のアイス屋さん【ティンカーベル】は、同じ制服の生徒で激混みだった。


「東丘生がもうこんなに！」


「早織ごめんね、私が引き止められたから」


「いいのいいの！　待ってる間、エイジくんを見つめてるから！　あぁ～。目の保養～～」


エイジくんとは、ここティンカーベルのバイトのお兄さん。


年は19歳、フリーター（早織調べ）。


優しくて、短い茶髪とさりげないピアスがオシャレなお兄さん。


東丘高校にはいないタイプだからか、早織のツボらしい。


早織曰いわく。


『年上の落ち着きと気さくさを兼ね備えたティンカーベルの看板スタッフと、手が届きそうで届かなそうな、絶妙なカウンター越しの恋にドキドキと一喜一憂しちゃーう！』


なんだって。


楽しそうだね～。


でも、そんな早織を見てるとやっぱり私も楽しくなるんだ。


そんな一喜一憂中の早織といざ店内へ入り、レジの列に並ぶ。


10分くらいで順番が来た。


アイスを頼みつつ、早織はこっそり念願のアドレスをゲットしたみたい。


アイスも溶けちゃいそうなくらい真っ赤な顔に満面の笑みを浮かべた早織と、アイス片手にお店を出た。


半額だったから私もかなりの笑顔。


二人して、駆けだしそうなくらいテンションが上がってる。


なんたって夏休みだしね。


抑えきれないくらいわくわくした気持ちで、喋りながら歩きだそうとしたそのときだった。


──────ドン!!!!


「あっ!!」


人がぶつかる鈍い音と同時に、早織の短い悲鳴が聞こえた。


早織も状況が呑のみ込こめていないのか、目をパチクリさせている。


その足元には、早織のアイスが落ちていた。


それはあまりにも一瞬の出来事で、私もキョトンとしちゃったけど。


すれ違いざまに男の人が早織にぶつかってきて、その衝撃でアイスが落ちてしまった一部始終を確かにこの目で見た！


「大丈夫？」


早織に声をかけたら「うん」と笑った。


もう、一気にトーンダウン。


無残な姿になってしまったアイスを茫ぼう然ぜんと見つめていた私たちの上から、男の人の声が降ってきた。


「……だから人混みって嫌なんだよねー」


はあ!?


そっちからぶつかっておいてそれ？


まずは「ごめん」なんじゃないの？


咄とっ嗟さにカチンときた。


「ちょっと！」


抗議の声と共に顔を上げた私の目に飛び込んできたその男の人は……。


明らかに、私たちとは住む世界が違う人だった！


芸能人!?と思う程の整った顔とオーラ。


ここら辺では見かけない制服を着ているんだけど、それがものすごくオシャレで上品な白いブレザーで。


なんていうか、制服からだけじゃなく全身から高級感が漂ってる感じ。


明らかにこの街に合わないというか。


とにかく目立っている。


怒ってるだろう早織を見たら……。


やっぱり。


怒るどころか、目がハートになってる！


ちょっと～。


エイジくんのときよりハート大きくない!?


そんなことより！　せめて謝りなさいよ!!


ムッとしてその人を見た。


だけど、その人は悪びれる様子もなく、むしろ「なに？」って顔でこっちを見てる。


その顔は、ムカツク程綺麗なんだけど小憎たらしくて。


ホント、なんなの～～～～!?


お前はスネ夫おかっ！


「ねぇ、煌こう星せい。早く行こうよー。てか、迎えきてるよ」


え？


目の前にいるこの感じ悪い男の人と同じ声が、もっと後方から聞こえた。


「あー。凰おう星せい、今行くー」


目の前の男の人が答える。


ん!?


やっぱり同じ声が、目の前とその後ろから聞こえた。


どういうこと!?　腹話術!?


混乱しかけたそのとき。


なんということでしょう！


後ろから、もう一人スネ夫が現れた。


顔も、髪形も、制服も同じ。


思わず早織と顔を見合わせた。


「ふ、双子!?」


「そ、僕たち双子。じゃ、そういうことで」


後ろから来たほうの男の人が、目の前のそっくりさんを連れていこうとした。


待て待てぇ～～～～～い!!!!


もう我慢できない！


「ちょっと!!　そっちからぶつかっておいて、それはないんじゃないの!?」


自分でもびっくりするくらい威勢のいい声が出た。


だって、こういう奴やつら許せない！


人としてどうなの!?　失礼すぎるでしょ！


「「……」」


スネ夫ｓは固まって、同じ顔でじっとこっちを見ている。


な、なによ。


「ひな～……。もういいよ～……」


早織の声がうっすら聞こえた。


いやいや、ダメだって！


こういうろくでもない奴らが大人になったら、日本がおかしくなっちゃうんだから!!


……ちょっとオーバーだけど。


でも当たり前の礼儀でしょ!?


一歩も退きたくなくて、というかもう退けなくて、私はスネ夫ｓの目をじっと見据えた。


相手も不機嫌そうに視線を投げかけてくる。


まるでマンガのように、バチバチと火花が散ってるみたい。


実際は５秒くらいなんだろうけど、ものすごく長く感じて。２対１の視線にひるみかけたそのとき……。


「「ぶははははははは!!!!」」


突然、二人が同時に噴き出した。


なっ！　なんなの～～～!?


むかつくドッペルゲンガーズめ!!


「こんなことで怒る人、初めて見た!!」


「ほんとほんと。食べ物の恨みは怖いってかぁ？」


同じ顔で爆笑してる二人を見て、さらにムッとくる。


でも、そんな私には目もくれず、二人は早織のほうへ向き直った。


「ごめんごめん！　アイス弁償するから。許してくれる？」


ぶつかったほうのスネ夫が、早織に向かって微笑ほほえんだ。


ちょっとちょっと──！


早織ったら、こくこくと頷いて顔を真っ赤にしている。


も～～～～～!!


「アイスいくら？　え!?　300円の半額!?」


「０いっこ足りなくない？」


「いち、じゅう、ひゃく……やっぱ300円！」


「まじ～～？　すごい価格破壊～」


なんなの～～!?　ちょーバカにしてない!?


そしてスネ夫Ａは「佐さ伯えき」と、後ろに声をかけた。


「はい、煌星様」


どこからか、ビシッとした黒いスーツの男性が現れた。


街で見かけるサラリーマンのスーツより、ジャケットの丈がちょっと長いみたい。


シャツの襟もネクタイも、普通のスーツとはちょっと違ってなんだかオシャレ。


ドラマで見たSP……というか、執事？　みたいな……？


まさかね～。


「そちらの姫に失礼をした。お詫わびをしたい」


「かしこまりました」


丁寧に一礼したあと、佐伯と呼ばれた男性は胸元から白い封筒を取り出した。


その白い封筒を、スネ夫Ａ──もとい煌星と呼ばれたほうが受け取り、早織に手渡した。


「姫、大変失礼いたしました。ほんの気持ちですがお納めください」


「僕からもお願い。煌星を許してあげて」


スネ夫Ｂまでが早織の足元にうやうやしく跪ひざまずいた。


なにこれっ!?


それは、映画でしか見たことのないような光景だった。


優雅で気品が溢あふれていて、さっきまでの憎たらしいドッペルゲンガーズとはまるで別人みたい！


なんなのこの人たち!?


そして視線を横にずらすと……。


やっぱり！


「はっ……はい」


って、早織はもうメロメロだし。


「ということで。行こうか、凰星」


「うん。佐伯、車回して～」


「はい、かしこまりました」


スーツの男の人が一礼して去ったあと、すぐに黒い車が滑り込んできた。


見たことないくらいピカピカ光っていて、とんでもない高級車だってことだけはわかる。


本当、なんなのこの人たち？


「あ。あんた、面白かったよ」


「もう怒んないでね～？」


啞あ然ぜんとしてる私の横を、二人はニヤニヤしながら通り過ぎ、車に向かった。


一体、なに!?


目の前の光景が非日常すぎて、さっきの勢いはどっかに行っちゃった。


でも。二人が車に乗り込み、佐伯というスーツの人がドアを閉める間際、聞こえてしまった。


「あ～庶民ごっこ、けっこう面白かったね～」


「庶民の街はさぁ～……」


───パタン。


ドアが閉まり、車が発車する。


………………!!!!


ぬおおおおおおお～～～～～～～～!!!!!!


庶民ってバカにするな～～～～～!!!!


やっぱりむかつく～～～～～!!!!!!












金持ちなんて




高級車が走り去ったあと、しばらく茫然としていた私たちだったけど。


ふと我に返ると……。


ティンカーベル前には、ちょっとした人だかりができていた。


ヤバッ！　注目されちゃってる！


同じく引きつり笑いの早織と顔を見合わせて、お互い小さく頷いた。


それを合図に、私たちはいっせいにティンカーベルへ逃げ込んだ。


わ──恥ずかしい！


飛び込んだ店内の適当な席に座って、ようやく一息つく。


私のアイスはもうドロドロだった。


半額タイムが終わったからか、店内はだいぶ空すいていて助かった。


「すごい高級車だったねー」


落ち着いた優しい声に振り向くと、エイジくんだった。


「ほんとに！　はぁー……。すごかったぁ。あの制服もステキだったし。ここら辺の学校じゃないよね？」


……早織さん？


憧れのエイジくんの前なのに、さっきのスネ夫Ａ、Ｂの余韻を楽しんじゃってるみたいだけど。いいの？


さっきまでエイジくんのアドレスをゲットできてあんなに喜んでたのに。


ちょっとヒヤヒヤしちゃう。


「あれは、私立イル・ソール学園の制服だよ」


ぽわんとしてる早織に、優しく笑いかけながらエイジくんが教えてくれた。


エイジくん、大人だなぁ……。


「イル・ソール!?」


横文字の学校名に、早織が身を乗り出した。


「そう。いわゆるお坊ちゃま、お嬢様学校だよ」


「そうなんだ！　だからお付きの者がついてたんだ！」


早織、お付きの者って……。


黄こう門もん様か!!


「それは執事だね。家に帰ればメイドさんもいるんじゃないかな？　そのレベルの人たちが通う学校だよ」


「ろ……ロッテンマイヤーさんみたいな人が家にうじゃうじゃいるのかな？　こわ～い」


こわ～い。


じゃないよ、早織ちゃん……。


しかもロッテンマイヤーさんて誰さ。


あ、ハイジに出てくる厳しい執事のおばさん!?


それ、私たちの年代でわかる人、あまりいないと思うけど。


それにしたって、ロッテンマイヤーさんが家にうじゃうじゃいるなら、あのムカツクお坊ちゃまたちをちゃんと厳しく躾しつけて欲しいわ。


あ～～～！　ムカムカしてきた！


また鼻息が荒くなりかけたとき。


「あ！　そうだ！　アイス買い直そうよ」


早織がさっき受け取った白い封筒を覗のぞいた途端、


「ぎえ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～!!!!!!」


ティンカーベルに早織の絶叫が響いた。


ええっ!?　どうしたっ!?


びっくりして早織の手元の封筒を覗き込んだら。


なんと……封筒からは、諭ゆ吉きちさんが10人も出てきた!!


じゅっ……10万円～～～～～～～～～～～!?


なにこれ～～～!!??


あまりの衝撃で、私たちは顔を見合わせてしばらく動けなかった。





早織はついでに私の分のアイスも買い直してくれた。


気を取り直して、またアイス片手にティンカーベルを出て駅に向かう。


「エイジくんのメアドゲットできてよかったね」


「まあね～」


あら？　テンション低くない？


「はぁ～……」


ちょっとー。なに？


その悩ましげなため息は。


「早織、もしかして」


「そうなの！　あのお二人が目に焼きついて消えないのよぉ─────！」


やっぱり。


「エイジくんは？」


「エイジくん、よく考えたらフリーターだし～」


うっ!!


ダメ親父の顔が脳裏をよぎって、ちょっと心が折れた。


「やっぱり玉たまの輿こしがいいし～」


そ……そっか。


「あ!!　でもでも、ひなのお父さんはとっても立派だと思うよ！　男手一つでひなを育ててさ」


慌ててフォローしてくれる早織。


私を育ててくれた？


いやいや、決してそんなことはないんだよ。


そんなこと、人には言えないけどね。


「そういえば、ひなのお父さん、今年も誕生日に合わせて帰ってきてくれるんだね。愛だね～」


「そんなことないよ。いつも夏は誕生日だけだし。別にいいんだけどね。それよりさ～」


玉の輿はいいけど、あいつらはやめときなよ～って言ったのに、どうしたらお近づきになれるかを考えてる早織。


どうしようもないなー。


そうこうしているうちに、アイスも食べ終わり、駅の改札を抜けた。


ちょうどよくホームに滑り込んできた電車に乗り込む。


いつもと同じく、他愛たわいもない話をしながら３駅先で一緒に降りた。


「じゃあね、ひな。夏休み中バイトない日があったら遊ぼうよ」


「うん。連絡するね」


駅前で早織とバイバイして、暑い日差しを浴びながら家へと歩きだした。





『エイジくん、よく考えたらフリーターだし～』


家へ向かって歩いてる私の頭ン中に、さっきの早織の言葉がリフレインする。


フリーターか……。


そう、私のお父さんはフリーターだ。


フリーターなのが問題なんじゃなくて。


お父さんは一つの職が長続きしないダメダメ社会人なんだ。


私が物心ついた頃には、お母さんは亡くなっていた。


だからお母さんの顔は、家の小さな仏壇に飾ってある写真でしか知らない。


病気だったって聞いたけど、詳しいことはわからない。


聞いちゃいけない気がして。


小さい頃は、おじいちゃんとおばあちゃんに育てられた。


お父さんはずっと仕事で海外に行っていて、会えるのは私の誕生日だけだった。


誕生日に会いにくるのはその頃からの習慣。


海外でどんな仕事をしていたのかは、よくわからない。


小さかったからそんなことはどうでもよくて。


年に一度だけ大きなプレゼントを持ってくるおじさんが、【お父さん】だって認識することさえ時間がかかったから。


でも、小さい頃の記憶をたどるとき、決して悲しかったり寂しかったりはしないんだ。


だって、優しいおじいちゃんとおばあちゃんがいたから。


普通の幸せな子供だった。


それが変化したのは、おじいちゃんとおばあちゃんが亡くなってから。


ある日突然、おじいちゃんが亡くなった。


それからすぐ、あとを追うようにおばあちゃんも亡くなった。


私が小学４年生の頃だった。


それから、年に一度しか日本に帰ってこなかったお父さんが、秋から冬にかけてずっと家にいるようになった。


でも……。


大工の格好で仕事に行ったかと思うと、２、３日後には整体師の格好をしていたり。


その後も、コックさん、バスの運転手さん、美容師の見習いみたいの、漁師、黒服っぽいのとか……。


もー、この数年、ありとあらゆる制服を見てきた！


そして春から夏は、またどっかに出稼ぎに行ってしまう。


どこに行ってるかなんて興味ない。


聞いたらもっと幻滅しそうだもん。


そんな、職業をコロコロと変えるダメ親父と、１年の半分は二人暮らし。


……といっても、出張が多いらしくてあまり家にはいないけど。


ギリギリの生活だから、私もバイト掛け持ちで。


そりゃあお金持ちに憧れるけど。


さっき会ったあのボンボンｓを見たら、お金持ちなんて……！


あの二人みたいに、みんな性格悪そうだし。


やっぱり普通がいいよね！


いや、私は普通よりちょっと貧乏かもしれないけど。


そして普通よりだいぶお父さんが残念な感じだけど……。


でも！　お金持ちなんて！


そんなこんな考えながら歩いていたら、いつの間にか家に着いていた。












真神さん家




私の家は、駅から20分くらい歩いたところにある。


商店街を抜けて、公園を抜けて、団地を横切ると、ここら辺の景観には不釣り合いな高級オシャレマンションが二棟立ってる。


そのオシャレマンションの最上階！


なんていうのは夢のまた夢で。


よりによって二棟立ってるオシャレマンションに、なぜか挟まれる形で申し訳なさそうに立っている、ボロボロの木造平屋の一軒家が私の家……。


マンションがあまりにも素敵で目を引くから、その間にちょこんと佇たたずんでいる私の家は、まるで管理人室。


いやいや、物置小屋!?


いやいやいや、マンションの最上階の住人が飼っているペットの小屋のよう。


……うーん。せつなくなってきた。


でも、そのくらいアンバランスな感じなの。


そもそも、なんでこんなところに立っちゃってるのかわかんないし。


ナニコレ珍百景とかVOWバウに投稿されそうな勢いで、ある意味笑えるんだけどね。


ここに住み始めたのは、おじいちゃんとおばあちゃんが亡くなってお父さんと住むことになったときから。


そのタイミングで、思い出が詰まったおじいちゃんとおばあちゃんの家から引っ越してきたんだ。


引っ越しのとき、ちょうど両隣のオシャレマンションが完成したところで、『新しいお家うちってここ!?　素敵～～～!!』って、お父さんのこと好きになりかけたけど。


『ひなちゃん、ここだよ～ん』と言ったお父さんの指の先を見て、腰を抜かす程驚いたのを覚えてる。


きっと、【がびーん】って昭和な効果音が入ってたに違いない。うん。


そのくらいビビって、ショックで、お父さんアホなの!?って思った。


だって、お父さんたら高級マンションには目もくれず、ボロボロ平屋一軒家に大はしゃぎで喜んでたんだもん。


『これぞジャパニーズハウス!!　ちゃぶ台！　タタミ！


縁側！　こたつ！　たらい！　イエー!!!!』


とか言って……。


海外生活が長いからか、元からか。


かなり残念なお父さんでしょ？


「ただいまー」


誰もいないけど、なんとなくいつも言っちゃう。


だけど、今日は違った。


玄関に立つ人影に、思わず笑みがこぼれる。


「美み里さとさん!!」


「ひなちゃん、おかえりなさい」


美里さんは、親戚のお姉さん。


私が小、中学生のときに、お父さんが出稼ぎに行って留守の期間、さすがに子供の一人暮らしは危ないからって面倒を見てくれた大好きなお姉さん！


優しくて、元気いっぱいで。


勉強を教えてくれたり、宿題を手伝ってくれたり、家事を教えてくれたり。


28歳のまともな大人なんだ。


高校に入ってからも様子を見に来てくれていたけど、回数は減っていた。


だからこうやって来てくれると本当に嬉うれしい！


「明日から夏休み？」


「そうなの！　今日は終業式だったから、午前中で学校終わりだったんだ」


今日はバイトも休みだし、美里さんとお昼ご飯を一緒に作ることになった。


冷蔵庫の中のあり合わせの物で作るから、質素で簡単な昼食なんだけど。


でも、久しぶりに美里さんと料理ができて楽しかった。


「ひなちゃん、もう家事はバッチリだね」


「美里さんが一から教えてくれたからだよ。ありがとう。でも私、不器用だからなぁー。最初は本当にひどかったよね」


「フフフ。そうねぇ。最初はどうなることかと思ったけど。まだ小さかったしね。でも、今じゃ大体のことは一人でできるもんね」


そう言って、にこっと笑ってくれた。


美里さんには感謝でいっぱい。


私が自立できるように、一通りの家事を教えてくれた。


『ひなちゃんのお父さんはとっても立派だと思うよ！　男手一つでひなちゃんを育ててさ』


さっきの早織の言葉がふと脳裏をよぎる。


違うよ。


お父さんじゃない。


私を育ててくれたのは、おじいちゃんとおばあちゃん、そして美里さんだよ。


お父さんとの思い出なんて、大してないもん。





─────……ちゃん……


「…………ひなちゃん？」


美里さんの声にハッとした。


「も～～。違う世界に行ってたわね？」


食べ終えた食器を片付けながら、美里さんがクスクス笑う。


「ごめんなさい。お腹なかいっぱいでボーッとしちゃって」


「疲れてるの？　学校は楽しい？」


「うん。楽しいよ！」


「早織ちゃんは元気？」


「元気元気！　さっきも一緒にアイス食べてきたの」


そうなんだ～。


と、美里さんは目を細めて微笑んだ。


早織はここに住み始めてからの友達。


たまに遊びにきてくれて、美里さんとも何度か会っている。


というか、家に遊びにきてくれるのは早織くらいかな。


早織はこのボロ家に多少ビビってたけど、貧乏なことも、お父さんが変なこともツッコまずに仲良くしてくれてる。


大好きなお姉さんの口から、大切な友達の名前が出るのがなんだか嬉しかった。


「ひなちゃんも、明日でとうとう16歳かぁ～……」


ふいに、美里さんが言った。


あまりにもしみじみ言うもんだから、噴き出してしまう。


しかも『とうとう』って。


「美里さん、変──！」


「そう？　おばさんぽかった？」


ニヤッと笑って続けた。


「ねえ！　ひなちゃん、恋とかしてないのぉー？」


「ぶはっ!!」


急に言われて、飲んでた食後のお茶を噴き出してしまった。


美里さんがあららとちゃぶ台を拭きながら、ニコニコと私の顔を覗き込む。


────恋かぁ……。


一瞬、さっきの早坂くんの顔が浮かんだ。


やだ！　なんで早坂くん？


でもすぐに消えた。


「してないしてない!!」


もちろん全否定！


「じゃあ、イケメンに胸キュンとかは!?」


あ～～。


美里さんが早織みたいなノリになってきたよぅ～。


助けて～。


「イケメン……」


呟いてみたら、ふいにさっき会ったむかつくドッペルゲンガーズが浮かんできた。


やだやだ!!　なんであいつらが!!


またむかついてきた!!


でも……。


あの双子、確かにイケメンだと思う。


けど、断じて胸キュンなんてしない!!


「胸キュンしないなぁ～」


「そっかー。そういえば、ひなちゃんアイドルとかにも興味ないもんね」


いたずらっぽく美里さんは私を覗き込んだ。


「恋……ってわかんないなぁ～」


声に出したら、なんか急に不安になってきた。


「もう16歳になるのに初恋がまだなんて。私、おかしい？」


不安が勝手に口から溢れでた。


こんなこと、恥ずかしくて友達には言えない。


でも心の奥の不安を言えたのは、昔から私のことを大切にしてくれている家族のような美里さんだったから。


ううん。


美里さんは、私にとって大切な家族。


そんな私を見て、美里さんはクスッと優しく笑った。


「おかしくないよ。まだ気づいていないだけか、出会ってないだけなんじゃない？」


「気づいていない？　出会ってない……？」


「そう。きっと、そのうちわかるわよ。【胸キュン】も、【恋】も」


「うーん。……わかるかなぁ？」


「きっとわかるわよ。ひなちゃんのハートが教えてくれるはず！」


美里さんが優しく笑った。


そんな美里さんを見ると、不思議と安心した。


そっか。まだまだこれからだよね！


私、まだ16歳だもん。


美里さんが言うように、きっとそのうち私のハートが教えてくれるよね！


「美里さん、ありがとう！　そう言う美里さんは？」


ニヤニヤする私に、美里さんは、


「私は仕事が恋人～」


そう言って、いたずらっぽく笑いながらはぐらかした。


久しぶりのガールズトークを楽しんだあと、夕方に美里さんは帰っていった。


「１日早いけど」


と、ケーキと誕生日プレゼントを置いて。


プレゼントを開けたら、携帯のストラップだった！


デコったピンクのハートがついていて、キラキラ輝いてる～～!!


とってもかわいい！


今、このシリーズのストラップが学校ですごく流は行やってるの！


あまり物欲がない私も、珍しく欲しくなったんだけどちょっと高くて。


悲しいことに生活費のほうが大事だから我慢してたんだ。


なんたって、食べないことには生きていけないし。


ううっ。せつないっ。


だからすごくすごく嬉しかった！


わ、私だって、携帯くらいは持ってるよ!?


家に電話を引くよりは安いから、受け専門で一応持ってる。


メールはたまにするけど、パケ死したら大変だからデコメとかゲームはしない。


というか、できない。


だから女子高生らしい使い方をされていないけど。


しかも、今どき貴重なくらいとっても分厚い携帯だけど……。


そんな携帯に、美里さんからのプレゼントをつけたらちょっとイケてる携帯に見えた。


あ────!!


今、このストラップに胸キュンしたぁ。


これか！


この胸キュンが、恋の第一歩なのかしら。


美里さん！　私、今胸キュン体験した!!


ストラップに！


なんちゃって。えへへー。


そんなテンションのまま、笑顔全開で夕飯の買い物に出かけた。





近くのスーパーの自動ドアに映る、自分のニヤけた顔にギョッとして思わず赤面。


やだっ。恥ずかしいぃ。


さっさと買い物済ませちゃお。


カゴを片手に、今日の夕食と明日の食材を物色する。


自分の誕生日だけど、なぜか食事は毎年私が作ってる。


いいんだけどね。


お父さんは海外から帰ってくるから、和食が食べたくてしょうがないみたいだし。


疲れてるのに外食っていうのもね。


っていうか、外食に行くお金ないだけなんだけど……。


それにしても、ポケットからはみ出て揺れているストラップを見るたびに、嬉しくて顔がニヤけちゃう。


ヤバイ。このままじゃ、アブナイ人だ。


でも、このテンションを止められないからしょうがない。


なんとか買い物を済ませて家路を急いだ。


辺りが少し暗くなってきて、やや早足になる。


いつも通り、自転車で来ればよかった。


スーパーは近いし、スキップしたいくらいのテンションだったから、つい歩いてきてしまったんだよね。


ここら辺、実は【や●ざ】っぽい人が多い気がするんだ。


昼間はそんなにいないけど、夜になるとサングラスに黒いスーツで高級車に乗った怖い顔の男の人が、マンション周辺をウロウロしてることが多い。


夜なのにサングラスっていうのが怪しくない!?


ここに住み始めてから、ずっとその気配を感じていたんだ。


そのせいか、家には早織以外の人はほとんど遊びにこない。


『真神さん家ちの近くは危ないから』


って、小学生のときにクラスメイトの親たちにウワサされてたみたい。確かに怪しげな人が多いけど。





・深夜は出歩かない。


・バイト帰りは激チャリ（立ちこぎ）。


・目を合わせない。





これで大丈夫！　あはは……。


まだ７時前のこの時間帯にも、そんな怪しいお兄さんやおじさんたちがひっそりと身をひそめてる感じがする。


だからといって、怖い目に遭ったことは一度もない。


謎の怖い黒スーツたち。


一体なにしてるんだか。


でも、関わらないのが一番だよね。


目だけは合わせないようにしよう！


そして無事帰宅した私は、誕生日前夜をいつものように一人で過ごした。





16歳になる前夜。


だからって、特になんの感情もなかった。


20歳だと特別な感じがするけど、16歳って別に。


強しいて言うなら、献血できるようになるくらいだし。


だから特別だなんて思わなかった。


今までと同じ誕生日の前夜。


明日も例年と変わらずお父さんが帰ってきて、残念なプレゼントを貰って、疲れるテンションに呆れて。


早く出ていってくれないかなーと思いながらも、血のつながった唯一の家族だから、内心嬉しかったりウザかったり……。


色んな感情が入り混じった１日になって。


夜にはお父さんを見送って、どっと疲れる。


そしてまた普通の日常が始まる。


そう思って疑わなかった。


明日、私の人生があんなにも変わってしまうなんて！


そんなこと、思うはずがなかった。


だって、私は普通の女子高生。


それでしかなかったんだから。
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衝撃の誕生日の朝




朝、明るい日差しを浴びて目覚めた。


この家、ボロいわりには隣のマンションの陰になることもなく、日当たりはいいんだよね。


もう16歳なんだなー。


相変わらず、大した感動もないまま朝食の準備をする。


今年もお父さんからは「何時に空港に着くから」なんて連絡はない。大体お父さんは携帯持ってないしね。


でも毎年夕方に帰ってくるから、今年もそうなんだろうと思って、午前中はバイトを入れた。


三つバイトを掛け持ちしてるんだけど、今日は近くの喫茶店。


朝ご飯を食べて、夜ご飯の下ごしらえも終えた。


さあ!!　今日もバイト頑張るぞ！


出かけようとしたそのときだった。


──ピンプォォ～～～～ンン。


突然チャイムが鳴った。


あ、今笑った？　昭和の香りがぷんぷんする音でしょ？


はい、残念なお父さんのチョイスです。


「はーい」


家には変な来客なんてほとんどない。


セールスマンも来ないしね。


やっぱりマンションの物置と思われている説が濃厚……。


真神さん家ってわかってて、用事がある人しか寄りつかない。


でもそんな人めったにいないから、もしやお父さん？と思って鍵を開けた。


ドアを開けた先には───……。


男の人が一人立っていた。


一目見て、心臓が止まった……ような感覚に陥った。


でも次の瞬間、ドキドキと高鳴る。


なんじゃこれ──!!


だだだだって、あまりにも、イケメン！


というか、かっこよすぎ！


……というか、美しい……。


「おはようございます」


男の人はうやうやしく頭を垂れた。


その優雅さに、またドキッとする。


「はい!?」


状況が呑み込めなくて、素すっ頓とん狂きょうな声が出てしまう。


なにこれ!?　どっきり!?


テッテレ～！って、【どっきり大成功】の看板を持ったTVスタッフとかが出てくるオチ!?


私、一般人なんですけど!?


「はじめまして。わたくしは、ひなお嬢様の執事でございます」


突然現れたその男の人は、微笑みながらそう言った。


「はぁ!?　い、意味わかんないんですけど……」


あまりにも美しすぎるから、圧倒されてうまく声が出ない。


うわっ！


【美しすぎる】なんて言葉、初めて使ったかも！


あ───!!　私、パニクってる！


そんな私とは相反して、執事と言ったその人は、落ち着きを保ったまま微笑んでいる。


整った顔。


カラーリングではなさそうな、アッシュがかった栗くり色いろのツヤツヤな髪。


綺麗だけど意志が強そうな瞳。


スッと通った高い鼻。


透き通るような白い肌。


長い手足。


高すぎでもなく、低すぎでもない身長。


気品が漂う佇まい。


そして、細身だけどがっしりとした肩。


……とても直視できなかった。


「光こう太た郎ろう様からのご伝言を預かっております。失礼いたします」


恍こう惚こつとしてしまっていた私に、優しく微笑みながらサラリとそう言った。


えぇっ!?


その男の人が、なんの躊躇ためらいもなく家に上がろうとするのを見て我に返った。


「ちょっ……ちょっと待ってください！」


光太郎様って誰!?　あ、お父さんか！


ていうか、これって新手の借金取り!?


なんであっても、女子高生一人の家に知らない男を上げるなんてっ！


慌てて止めたら、


「っ……。失礼いたしました」


男は動きを止めた。


「土足で上がるところでございました。大変失礼いたしました」


えっ!?　そこ!?


そしてあれよあれよと靴を脱ぎ、家に入ってきた。


私はもう、ただただ茫然としてしまって。


気がついたら、ご丁寧にも、めったに使わない来客用スリッパを出し、茶の間に案内していた。


なにこれ！　イケメンマジック!?


「それで、ご用件は……？」


狭い畳の茶の間に、円いちゃぶ台。


そこには執事と名乗る男が座っちゃってる。


高級感が溢れすぎていて、まったくこの部屋と馴染んでいないんですけど……。


お茶を出して、私もおずおずと向かい側に座った。


自分の家なのに、なに!?　この緊張感！


「突然の訪問、大変失礼いたしました。わたくしは、本日よりひなお嬢様にお仕えいたします、藤とう堂どう郁いく夜やと申します」


とうどう……いくや……。


私が口を開きかけたと同時に、藤堂郁夜と名乗ったその男は、黒いスーツの胸元に手を入れた。


あ！　このスーツ、昨日ティンカーベルで会ったむかつく双子の執事らしき人と同じようなデザインだ。


じゃあ、この人はやっぱり……執事？


まさか白い封筒が出てくるんじゃ……。


ついつい凝視してしまう。


でも、スーツの胸元から出てきたのは、最新型のスマートフォンらしき物体だった！


いいなぁー。私も触りたい！


はっ!!!!　そんな場合じゃなかった！


この急な展開よりもそっちに興味が移っちゃって、操作をしている藤堂郁夜の手元をガン見してる自分に気づいてがっくりした。


もーバカバカっ！


藤堂郁夜は何度か画面を触り、私に見せた。


「光太郎様からでございます。ご覧くださいませ」


画面に映っているのは、まぎれもないダメ親父だった！


でも、様子がおかしい。


『ひなちゃん……』


画面のお父さんは、とても弱々しく呟いた。


え!?　監禁されてるの!?


ただならぬ雰囲気のお父さんを見て、心臓がキュッと小さく跳ねた。


画面から目が離せない。


『今日は16歳の誕生日なのに、お父さんはひなちゃんに会えないんだ……』


じわっとお父さんの目に涙が溢れた。


やだ！　どうしたの？


『ひなちゃん。お父さんは、病気なんだ』


───────……。


えっ……？


ガン!!!!と、頭を殴られたような衝撃を受けた。


声が、出ない。


お父さんは無理してベッドから起き上がって、辛つらそうに身体からだを支えながら喋っていることに気づいた。


監禁なんかじゃない。


入院しているんだ……！


サーッと血の気が引いた。


『ううう……。痛たたた……』


画面のお父さんが顔を歪ゆがめた。


「お父さん!?」


私は咄嗟に画面に向かって声をかけていた。


バタバタとお父さんの周囲が慌ただしくなって、お医者さんや看護師さんらしき白衣がチラチラと映った。


『いいかい、ひなちゃん。よく聞くんだよ。お父さんは、今まで隠してきたことがあるんだ。これから真実を知ることになるだろう。だけど、なにがあってもお父さんはひなちゃんのことを愛しているよ。早く治してひなちゃんに会いにいくから。これからは、郁夜くんがついていてくれるからね』


弱々しいけど優しいお父さんの声を聞いて、じわっと涙が浮かんだ。


でもギリギリで、ぐっと堪こらえて涙を引っ込める。


「お父さん……。よくわかんないよ！　どういうことなの？　死なないでよ！　私を一人にしないで！」


今まで、こんなにお父さんに向かって感情を出したことはなかったかもしれない。


でも、お父さんがいなくなったら、私は家族がいなくなっちゃう。


これ以上ひとりぼっちは嫌だよ。


『ひなちゃん！　そんなに悲しんでくれるなんて……！』


……へ!?


意味がわからなくて画面を凝視した。


「リアルタイムの映像でございます」


藤堂郁夜が横から落ち着き払った声で言う。


あ、ああそう。


そっか。テレビ電話みたいなやつね。


録画かと思った……。


なんだか急に拍子抜けしちゃったけど、おかげで少し冷静になれた。


「お父さん、どういうこと？　真実ってなに？」


『詳しいことは郁夜くんから聞きなさい。ちょっとネタバレすると……ひなちゃんは、本当はお嬢様なんだよ』


はぁ!?


『Happy Birthday、ひなちゃん。今年のプレゼントは、イケメン執事だ！　恋しちゃダメだぞ～。お嬢様と執事の恋はご法はっ度とだからな。フフフ』


お父さん……？　ホントに病人??


なんか楽しんでない？


ネタバレって……。


てゆーか。お嬢様ってなに!?


携帯すら持てないビンボー人のダメ親父が、なんでこんな最新テクノロジーを使ってるの!?


疑問すぎて胸が苦しい！


「ぐはっ!!!!」


『理事長!!』


『これ以上はいけません！　お身体が!!　もう回線を切ります！』


『理事長!!　しっかりなさってください！』


バタバタと慌ただしく白衣が映り、画面の向こうが騒然となった。


そして……。


なにも映らなくなってしまった。


お……お父さん!?　大丈夫なの!?


っていうか……。


っていうか…………。


り～じ～ちょぉぅぉぅうぅぅ～～～!!??












イケメン執事の○○な話




し───────────ん……。


沈黙が流れた。


消えてしまった画面を見つめて茫然としている自分に気づき、我に返った。


「あの……父は、父はなんの病気なんですか？」


「わたくしの口からは……」


悲痛な顔をして目を伏せる執事。


そ……そんなに……？


病名も言えないくらい悪いの!?


この雰囲気が、冗談なんかじゃないことを物語っている。


「あの、まったく状況が呑み込めないんですが……」


「ごもっともでございます」


執事はそう言い、沈痛な顔で頷いた。


そして姿勢を正し、じっと私を見る。


日本人には珍しい薄い茶色の瞳をしている。


まつ毛が長い。


あまりにも綺麗で、吸い込まれそうだった。


「ひなお嬢様、本日より【本来の姿の光太郎様のご令嬢】として生きていただきます。貴女あなた様さまのお父上は、大変な資産家であり、財界の重鎮でいらっしゃいます。優雅なご子息やご令嬢が通う学園と、私どものような執事が学ぶ執事養成学校の理事長を務めておられます。その学園は世界中にあり、世界を動かすであろう未来の指導者たちの育成において世界一の実績と信頼を誇っておいででございます」


……ぽかーん。


イケメン執事の○○な話。


【ありえない話】に決定……だね。


だって、到底信じられる話じゃない。


現にこんな生活だし。


「父はフリーターですよ。しょっちゅう仕事を変えてたし。私、ものすごい数の制服を見てきたんです。資産家だなんてありえないです。だって、こんな生活だし」


「旦那様は、制服がお好きらしく、色々な制服を着てみたかった……と伺っております」


なっなにそれ!?　コスプレだったの!?


でも、残念なことに、あの親父ならありえる。


驚きょう愕がくしている私に、藤堂郁夜はさらに続ける。


「そして、このちゃぶ台でございますが。かの有名なマンガ『巨きょ人じんの星ほし』の大ファンである旦那様が、星ほし一いっ徹てつのみごとなちゃぶ台返しを実際に体験したいと一大プロジェクトを立ち上げ、試行錯誤の上に製作した世界にたった一つの【星一徹ちゃぶ台】だとか。こちらに……」


藤堂郁夜が、ちゃぶ台を覗き込んだ。


私もつられて覗き込むと……。


「こちらに、プロジェクトメンバーのサインが」


うえぇぇぇぇ～～～～!!!!


よくよく見たら、そこには私でさえ知っている著名人のサインがずらっと並んでいた！


テレビでおなじみの有名大学教授や、マンガ家さん、なぜか当時の総理大臣の名前まで!?　なんで!?


ずっとただの落書きだと思ってじっくり見ることもなかったのに、そんな著名人のサインだったなんて!!


じゃあこれはホントに、そんなすごいちゃぶ台なの!?


マンガで、ド派手にちゃぶ台返しされて宙を舞っていた、あれを再現したいだけのために製作された……！


そんなレアモノのちゃぶ台だったなんてっ!!


……てゆーか。


なんだそれ!?


無駄にテンション上がっちゃったんだけど。


そんなこと、どーでもいいわ！


てゆーか、お父さんどんだけアホなの!?


有名人のムダづかいでしょーが!!


「じゃ、じゃあ、資産家なら、なんでこんなボロボロの家なんですか？」


私の質問に、藤堂郁夜は相変わらず落ち着き払って口を開いた。


「この平屋でございますが。実は……300年前の江え戸ど時代の貴重な家屋でございまして。旦那様は数億円をかけて買い取られ、ひな様が安全に住まわれるようにと、少々手を加えております。地下には核シェルターも備えてございます」


そう言い、茶の間に置いてある昭和物のアナログテレビの前に座った。


これ、もう映らないのにお父さんが大切にしてるからしょうがなく置いてあったんだよね。


リモコンなんてないし、ボタンもなくて、チャンネルは円い部分を回して変えていたんだそう。


藤堂郁夜は、その円い部分をガチャガチャ回し始めた。


すると……。


ゴゴゴゴオ────────!!!!


寝室から怪しい轟ごう音おんが!!


ビビりながらも寝室に飛び込んだ私の目には、ありえない光景が広がっていた!!


ベッドが勝手に動いて、床から怪しげな扉が出てきた。


なにこれ!?


藤堂郁夜が近寄ってその扉を開けると、さらに怪しげな階段へとつながっている。


「核シェルターへとつながっております」


うそっ!!　うそぉぉぉぉ～～～～～～～～!?


この家が、こんなことになってるなんて！


こんなすごいカラクリを目まの当たりにしたら、この人の話が信しん憑ぴょう性せいを帯びてきてブルッと身体が震えた。


「さらに、ひな様を密ひそかにお守りするために、この家の周りには24時間体制でガードマンが配備されています」


「うそ！　だって、この家の近くはいつも怪しい男の人がうろついて……。ええっ!?　もしかして、あの怪しい……」


「左様でございます。その怪しい黒スーツでサングラスの男たちがガードマンでございます。旦那様のご命令で、密かにいつもひな様をお守りしておりました」


そっそんな……。


でも、まだ腑ふに落ちない！


「でも、生活だってギリギリだしっ……！　私、バイト三つも掛け持ちしてるし！……って、バイト!!!!　私、これからバイトなんですけどっ!!!!」


すっかり忘れてた！


こんなわけわかんない事態に巻き込まれてる場合じゃない！


生活がかかってるんだから！


「バイトは……本日は９時から２時まで喫茶店でございますね」


「なっ、なんで知ってるんですか!?」


「ひなお嬢様のことでしたらなんでも存じ上げております。私は、貴女の執事ですから」


その微笑みに、その言葉に。


ドキッ……としてしまった。


「喫茶店の他に、パン屋に雑貨屋。三つとも、昨日付でバイト契約を解約済みでございます」


「ええええ～～～～!?　そんなっ！　勝手になんてこと!?」


ありえなくて言葉が続かない！


そんな私にお構いなく、藤堂郁夜はサラッと続ける。


「３店とも、旦那様の財閥の傘下でございますから」


「だだだだだって!!　これからの生活、どうすれば……」


「ご心配なく。本日をもちまして、この生活は終わりでございます」


余裕の表情で、にっこり微笑んだ。


ありえない……。


ありえな～～～～～い!!!!












イケメン執事は○○だった




落ち着け、私。


とりあえず整理しよう。


え～～～っと……。





・お父さんが病気で入院中。


・お父さんはフリーターではなく、どっかの学校の理事長だった！


・制服がコロコロ変わってたのはただのコスプレだったらしい……。


・そんで実はお金持ちだった。


・このボロ家は、実は核シェルター付きの数億円の代物だった！


・近所の怖いお兄さんたちは、や●ざではなくて私のガードマンだったらしい。


・掛け持ちしてたバイトは、三つともお父さんの会社関係。


・バイトは昨日で勝手に契約解除されていた。


・今日でこの生活は終わりと告げられた。


・そして、目の前にいる男は、私の執事……らしい……。





…………で？　私はこれからどうなるの？


なんでこんなことになっちゃってるの!?


「今日でこの生活が終わるって、どうしてですか？」


「旦那様の入院により、ひなお嬢様が危険に晒さらされるからでございます」


「危険？」


「左様でございます。旦那様程の大物になりますと、商売敵などに狙われることもあるのです。そのような輩やからは、旦那様のご家族をも狙うことがあります」


『24トゥエンティフォー』の、ジャック・バウアーと娘のキムが一瞬頭をよぎった。あんな感じで狙われちゃうわけ??


それはちょっと怖いかも。


……っておい!!　そんなの現実的にありえないでしょ!!


集中力足りないな、私。


「しかし、ご入院により旦那様はこれまでのようにお嬢様をお守りすることができなくなってしまいました。そこで……旦那様より、ひなお嬢様を常にお守りするよう仰せつかってまいりました」


そう言って、正座を崩し跪ひざまづいた。


そして、うやうやしく礼をする。


ドキン────……。


その言葉に、その仕し草ぐさに、胸の鼓動が速くなった。


「守る……？」


「はい。この命に代えても」


真まっ直すぐ私を見つめるその瞳が、さらに私の鼓動を速くさせる。


この音が聞こえてしまいそうで、沈黙が嫌になるほど。


「これから、どうなっちゃうんですか……？」


「ひなお嬢様をお守りするために、まずはお引っ越し。そして……」


藤堂郁夜の、形のいい綺麗な唇から出た次の言葉に、私は凍りついた。


ジャックもキムも、頭の中からブッ飛んだ。


「転校していただきます」


────テンコウ────


胸のドキドキが、ピタリと止まった。


一気に不満が押し寄せてくる。


「嫌です!!　絶対に嫌!!」


脳裏に早織の顔が浮かんだ。


早織と離れるなんて。


東丘高校から転校なんて……！


お父さんがお金持ちだろうが、コスプレ好きだろうがどうでもいい。


当たり前の日常が突然変わってしまうなんて、絶対に嫌だ！


しかもこんな急に、勝手に。


わけわかんないよ！


貧乏だっていいもん。


早織や東丘高校のみんなとの変わらない生活がなくなるなんて耐えられない。


私を密かに守ってたなんて、そんなの知らない。


今までずっと放置してきたくせに。


色んな感情が交ざって、私のすべてのエネルギーが【拒絶】に向かう。


そんな私を、藤堂郁夜はじっと見つめている。


その視線から逃れたくて、背を向けた。


だって、あの瞳……。


調子狂うから……。


「お嬢様、お気持ちはわかりますが……。すべてはひなお嬢様のためでございます。どうか、ご理解ください」


背中越しに聞こえる藤堂郁夜の声。


でも、ひるまない！


「大人の事情に私を巻き込まないでよ！」


「現在通っていらっしゃる公立高校では、執事の同伴は認められておりません。それではひなお嬢様をお守りすることができないのです」


執事の同伴が認められてる学校なんて、聞いたことないわっ！　もう、こうなったらダンマリだ!!


私はひたすら背を向けてシカトした。


そうでもしないと、また胸がバクバクしちゃいそうだもん。


────チッ……。


!?……はいっ!?


明らかに後方からなにか聞こえたんですけど。


舌打ち……っすか？


まさか……。


まさか……ね。


あの上品な雰囲気の、しかも執事の口から、舌打ちが聞こえるわけないよね。


でも……。


思わず後ろをチラ見してしまった。


そこには、さっきと変わらない藤堂郁夜がいた。


跪いて、こっちを見つめて哀願している。


で……ですよね～。


「お嬢様。どうか、お聞きください。イル・ソール学園でしたら……」


ああん??　今、なんて……？


不吉な横文字が聞こえた気がするんですけど。


早織の口から聞く以外は、もう一生縁がないと思っていた横文字を、恐る恐る口にしてみる。


「イル・ソール……？」


「左様でございます！　ご存ぞん知じでいらっしゃいましたか」


うわァァァァァァ～～～～～!!!!


やっぱり！　不吉すぎる！


そして、そんな綺麗な顔で微笑まないでよ！


キラキラと星が飛び散ってそうな笑顔に、不覚にもズキュン！と食らってしまった。


いやいや、騙だまされないんだから！


もう、すべてがお父さんの策略のような気がして嫌になってきた。


藤堂郁夜の笑顔を避けるように、私はまた背を向けた。


てゆーか。


ご存知もなにも、昨日そこの生徒さんにちょーむかつきましたけど!!


あんな失礼な奴らがいる学校なんて、なおさら嫌だ！





──沈黙が続いている……。


背を向けてから、どのくらい経たったかな。


ほんの数秒なんだと思うけど、やたらと長く感じた。


どうしよ。嫌われちゃったかな……？


って、やだ！　なに考えてんの、私!?


わけわからないこと言ってるのそっちだし、私のは正当な主張だし！


「はぁぁぁぁぁぁぁ～～～～……」


ダンマリ続行中の私の背後から、ふいに不穏な音が聞こえてビクッとした。


ため息のような、相当機嫌が悪そうな重い音……。


そして。


ドサッ!!という音が響いた。


えっ!?


「……めんどくせぇ～……」


……はい!?


思わず後ろを振り向いた私の目に飛び込んできたのは……。


膝を崩し、ダルそうに両手を畳につきながら、長い脚を放り出して座っている、藤堂郁夜だった……。


うそぉぉぉ～～～～～～!!??


「あ～……。めんどくせぇお嬢だな～。やってらんね～」


うそっ……。なにこの豹ひょう変へんぶり!!


「あ……あの、藤堂……さん？」


「あ～、【郁夜】にして？」


はい……？


「じゃあ、郁夜……」


なんだか勝手に口が動いた。


有無を言わせぬ雰囲気に呑まれたのもあるし、この綺麗な人の名前を呼びたかったのかもしれない。


いやいや！


流されるんじゃない、私！


しっかりして～～～!!


「フフッ。変なとこで素直なんだな」


ニヤッと笑ったその顔は、さっきまでの事務的な笑顔とは違って、ちょっと意地悪っぽくて。


さっきより、ドキッとした……。


「しかも、顔に出るからわかりやすいし」


その瞬間、顔が真っ赤になるのが自分でもわかった。


うそっ！　ヤダ!!


この原因不明の胸のドキドキも、全部……。


お見通し……？


次の瞬間、スッ……と、頰に柔らかい感触が伝わった。


「顔、真っ赤」


郁夜の声が、今までより近くに聞こえる。


私を覗き込む郁夜の顔が近くにあって。


その肌があまりにも綺麗で、思わず見とれてしまう。


ん!?


このものすごく近い距離に違和感を覚えて我に返ると、私の頰に触れていたのは郁夜の手だった。


「やっ！　やめて！」


咄嗟に両手で郁夜の身体を押した。


でも、びくともしない。


代わりに、郁夜の執事服の上質さが手に伝わってきた。


そして、服の下の厚い胸板の感覚……。


初めての感覚にびっくりして、思わず手を引っ込める。


男の人の身体に触れるなんて、初めてだった。


ドキドキしている私を見て、郁夜はクスッと笑った。


頰に触れている手を離し、上から私を見下ろした。


「かわいいじゃん。男、知らないんだな。当たり前か……。こんなに大切にされてる箱入り娘だもんな」


郁夜の言葉にムッとした。


「大切になんてされてないです。ずっと一人だったもん。お父さんはわけわかんないし」


「あ～。確かに。あのオヤジ、コスプレ好きだし日本文化マニアだし。おまけにテンションおかしいし」


いやいや。


その通りなんだけど、一応あなたの雇い主なんじゃ……。


ますます藤堂郁夜がわからなくなる。


「でも。あんなオヤジだけど、オマエのこと本気で大切にしてんだよ」


お、オマエ……て。


『ひなお嬢様』とか呼ばれるよりはいいけど……。


もはや執事の態度じゃないよね、コレ。


なんなの、この人!?


それにしても、お父さんに大切になんてされてないし。


そんな私に、郁夜は頰ほお杖づえをつきながら続けた。


「こんなボロ家に住んでるのも、貧乏生活なのも、自分で生活させてるのも。全部オマエのためなんだよ。これもあのオヤジなりの愛なんだよ」


【愛】


その言葉に、胸がピリッと痛くなった。


「わかんないです。そんなの」


俯うつむこうとした私の顔を、郁夜の手が押さえた。


真っ直ぐ郁夜を見る形になって、その視線から逃げられない。


「……まぁ、そのうちわかるんじゃね？」


視線を緩めて、郁夜は軽く笑った。


「とりあえず……行くぞ！」


「うわぁ!!」


郁夜の言葉が終わらないうちに、私の身体がふわっと浮いた。


なっ、なになに!?


「暴れたら落っことすからな。いい子にしてろよ、ひなお嬢様！」


すぐ上から意地悪な郁夜の声が聞こえた。


私、お姫様抱っこ……されてる!!


ジタバタ動いた瞬間、ふわっと郁夜からいい香りがした。


その香りが鼻孔をくすぐるから、ドキドキして動けなくなっちゃう。


学校の男子の香水とは違う、もっと上品な香り……。


そんな間にも郁夜はどんどん歩き、玄関を出た。


「ちょっと待って!!　い……行く!?　行くって、どこに!?」


「あんまイクイク言うなよ。犯すぞ」


「はぁ!?」


あんた、執事でしょ～!?　さっきからありえない!!


「冗談だって。ほんとかわいいな」


その言葉に、からかわれてるってわかってるのにドキドキしてしまう。


もうヤダ！


玄関の前には黒塗りの高級車が停とまっていた。


「これでちょっとドライブ」


「はぁ～～!?」


後部座席に私を押し込み、郁夜は運転席に座る。


「ちょっと！　運転できるの!?」


「モチ」


そう言って、エンジンをかけた。


「少々飛ばしますので、しっかりおつかまりくださいませ、ひなお嬢様」


口調は丁寧だけど、ミラー越しに見えるその顔は意地悪満載！


ブオン!!


勢いよく車が発進し、あっという間に景色が動く。


どこに連れていかれるの～～～!?


ていうか、なにも納得してないんですけど～～～!!


そして、この執事、ありえない！


イケメン執事は……。


ネコ百万匹かぶった、二重人格のありえない男だった……。


ちーん。












ドキドキプレゼント




しばらく車に揺られた。


途中、今日行くはずだったバイト先の横を通ったとき、郁夜が車のスピードを少し落とした。


お店の入り口には、なぜか不自然に店長が立っていて、通り過ぎるときに目が合ったら……。


いつも無口でちょっぴり無愛想な店長が、私に向かって深々と頭を下げた。


それを見て、さっき郁夜が言ったことはやっぱり本当なんだって実感した。


もう本当に、昨日までの生活には戻れないような気がしてきた。


冗談じゃないよ！


でも……そんな気持ちとは裏腹に、なにも言えなくて。


運転している郁夜の後ろ姿を黙って見つめるしかできなかった。


いつもの私なら、文句の一つくらい言うはずなのに。


なんだか調子狂うなぁ～……。


車から見える風景が、どんどんオシャレな街並みに変わっていった。


私でさえ知っている有名ブランドのブティックが立ち並んでいる。


すごい！


きらびやかだなぁ。


オシャレな人たちばかり歩いてる！


車はその一角に停車した。


「お疲れ様でした。到着でございます」


口調は丁寧だけど、振り向いた顔は、やっぱりさっきの意地悪な顔。


この、二重人格!!


郁夜は運転席から降り、私の横のドアを開けてくれた。


そして、まるでドラマのように、私に向かってスッと手を差し出した。


綺麗だけど、男らしい手。


その手に、その仕草に……ドキドキしてしまう自分が嫌だ。


さっきまで、私をお姫様抱っこしていた腕……。


そう思うと、とたんに恥ずかしくなっちゃって、その手を無視して車から降りた。


「ここ、どこ？　なにするんですか？」


郁夜の目も見られない。


あー！　こんな自分にイライラする！


「ショッピングを……。こちらでございます」


郁夜は、私に差し出していた手をお店の入り口へと向け、ゆっくりと歩きだした。


私の態度に、さっきまでの裏の人格で悪態をつくのかと思ったけど、予想に反して執事らしい態度を崩さなかった。


宙に浮いた郁夜の手は、お店のドアを開けて私が中に入るのを待っている。


なぜか胸がチクッとした。


そんな自分に戸惑って、ポケットの中の美里さんから貰ったストラップを握りしめた。





「いらっしゃいませ。お待ちしておりました」


中に入ると、上品なスーツを着た店員さんが深々と頭を下げた。


これって、VIP待遇ってやつ!?


初めての経験に、ちょっと焦っちゃう。


キョロキョロ店内を見回してる私に、郁夜が微笑みながら近づいてきた。


「２時間程貸し切ってございます。お好きなドレスをお好きなだけお選びください」


優しい声。


ちょっと！


さっきの態度はどこに行ったのよっ！


それより、それより！


かっ……貸し切りぃぃぃ～～～!?


しかも、好きなドレスを好きなだけ!?


うそっ！　夢みたい!!


びっくりしすぎてマヌケな顔になってることに気づいて、慌てて顔を直した。


でも……。


値札をチラッと見たら、数字が６桁だったりする！


そんなお金あるわけないじゃん。


「もちろん、なにもご心配はいりません。旦那様からの誕生日プレゼントです」


マジで？


今まで呪われそうな変なお面とか、絶対騙されて買ったような壺つぼとか、がっかりな誕生日プレゼントばかりだったのに！


よくわかんないけど、お父さんグッジョブ！


「じゃあ～……」


お言葉に甘えて！


とっても素敵な洋服たちを前に、完璧にスイッチが入っちゃった！


だって、女の子だも～ん。わぁ～～。





それから小１時間くらい。


素敵な服をたくさん持ち込んで、私は何度も試着室に入ったり出たりを繰り返した。


こういうお店のことを、セレクトショップって言うんだって。


早織やクラスの女子が持ってた雑誌に載ってるような服から、テレビで女優さんやモデルさんが着てるようなブランドがた～～～～～っくさんあって、どれも素敵なの！


夢のような時間をたっぷり楽しんで、手当たりしだい試着しちゃった！


はぁ～……。楽しかったぁ！


「お決まりになりましたか？」


自分の服に着替えて試着室から出ていったら、郁夜の静かな声が聞こえた。


ああっ！　楽しすぎて忘れてた！


「はい！　決めました。これ」


一番気に入ったピンクのワンピースを見せる。


「他には？」


「これだけで十分です」


これだけで十分嬉しくて、満面の笑みになっちゃう！


「……かしこまりました」


郁夜は少し沈黙して、優しい笑顔で軽く頭を下げた。


ふーん。こんな顔もできるんだ……。


「それでは、そのワンピースにお着替えください」


「えっ!?　今？　着て帰るんですか？」


「左様でございます」


「わかりました！」


やった～～！


こんなかわいい服を着て帰れるなんて！


ちょっとしたパーティーにでも行きたい気分になっちゃう。


一番気に入ったピンクのワンピースを持って、もう一度試着室に戻った。


ワンピースに袖を通して、目の前の全身鏡を覗く。


う～ん！


我ながらかわいい～～～～！


幸せ～～～!!


背中のファスナーを店員さんに上げてもらおうと思って、呼び鈴を鳴らした。


ついでに試着室を見回してみる。


普通の箱型の試着室じゃなくて、ここは10畳ぐらいの広い部屋なの。


足元はふかふか絨じゅう毯たんだし、大きな鏡はピカピカで、外国のお伽とぎ話ばなしに出てきそうな豪華な細工で縁取られている。


椅子とメイク用の机まであって、なんだか芸能人の楽屋みたい！


なにからなにまで初めて見るものばかりで、とにかくすごい経験してる……！


────コンコン。


「はーい」


「失礼します」


えっ!?


ノックのあとに入ってきたのは、店員さんじゃなくて……郁夜!!


ちょ……ちょっと！


女性の店員さんを呼んだんですけど!?


「な……なに!?　まだ着替え中なんですけど」


広い部屋とはいえ、密室にふたりきり……。


しかも私は中途半端に背中が開いてるし！


外には店員さんがいるけど、これってヤバイじゃんっ!!


私の言葉を無視してこっちに歩いてくる郁夜に、思わず鏡のほうにあとずさりする。


「お手伝いいたします」


「結構です！　女性の店員さん呼んだんですけど！」


「わたくしはひなお嬢様の執事です。お嬢様のお着替えをお手伝いするのも仕事の一つ。特別なことではありません」


さらりと言った郁夜の言葉に、カァッと顔が熱くなった。


郁夜にとってはこれも仕事なんだ。


別に私をどうにかしようとなんて思ってないのに、私のバカ……。


自意識過剰だよね……。


恥ずかしい……！


「じゃあ……お願いします」


勘違いした自分が思いっきり恥ずかしくて、もう抵抗せずに素直に後ろを向いた。


「失礼いたします」


郁夜の手が、私のセミロングの髪に触れた。


「……!!」


変に緊張しちゃって、思わずピクッて反応しちゃう。


も～～！　なんなの、コレ！


郁夜は髪をよけて、ファスナーを上げてくれた。


なんか恥ずかしいしドキドキする……。


「感じちゃった？」


もじもじと耐えている私の耳元で郁夜が囁ささやく。


「ち……違います！　てゆーか、仕事でしょ!?　ふざけ……」


私の言葉は郁夜の手でふさがれた。


人差し指を私の唇に当てて、ニヤッと笑う。


「あまり大きな声を出すと……、エッチなことをしてると思われますよ？」


こいつ～～～～!!!!　変態ドＳ野郎！


「ひなお嬢様、どうぞこちらへ。おかけください」


さっきの態度はどこへやら。


メイク用の机の前で、椅子を引いて笑顔で私を待っている。


そのコロコロ変わる態度に、完璧振り回されちゃってる。


ムッとしながらもしぶしぶ座った。


「失礼いたします」


スッと郁夜は跪き、座ってる私の片足に触れた。


そのまま、綺麗な指でツーッと足先から膝までなぞる。


「ひゃぁ……！」


わ～～！


なんか勝手に変な声が～～～!!


てゆーか、わざとやってない!?


「ひなお嬢様は敏感でいらっしゃいますね」


アタフタしてしまった私を、下から覗き込むように見つめる。


その目線があまりにも艶っぽくて、ドキッとしてしまった。


こ……これ、ヤバくない……？


そのまま、ゆっくり足を持ち上げられる。


郁夜の指が、さらに奥へ……太ももまで到達した。


「あっ……」


自分の口から勝手に漏れた聞いたことないその声に、驚いて我に返った。


「ちょっ……！　ちょっと!!」


制止するつもりが、ドキドキしすぎてうまく声が出ない。


こんなの仕事じゃない！


でも……そんな気持ちとは裏腹に、身体がジンジンしてる。


ヤダ、なにこれ!?


なんだか、熱い……。


制御が利かない自分の身体とこの感覚に、軽く混乱している私を一いち瞥べつして、郁夜はクスッと妖艶に笑った。


こ、こいつ!!!!　変態め!!


「靴を失礼します」


そう言った郁夜は、さっきまでの妖しい雰囲気は消えていて、仕事の態度に戻っていた。


太ももを刺激していた郁夜の手は、いつの間にか私の靴を脱がしている。


「自分でできます！」


「仕事ですから」


……そう言われてしまうとなにも言えない。


郁夜は近くにある箱の中から、白いリボンのついた靴を取り出した。それは、きっと『SATCセックス・アンド・ザ・シティ』のキャリーも飛び上がって喜びそうな、とっても素敵な靴!!


思わず息を呑んだ。


そんな私の反応を見て、郁夜は優しく笑って。


私の足を少しだけ持ち上げ、スッと優しく履かせてくれた。


あれ……？


さっきのアブナイ雰囲気なんて皆無で、拍子抜けしちゃう。


いやいや、私、なんかおかしい！


完全に郁夜に振り回されちゃってるよ。も～～。


「いかがでしょうか？」


「……素敵です」


悔しいけど……。


そして私を椅子ごと鏡のほうへ向かせ、髪を巻き、素早くセットし始めた。


こんなことまでできるなんて……ちょっとすごいかも。


あっという間に、下ろしただけだった髪がハーフアップの巻き髪になっていた。


「ひなお嬢様にお似合いかと」


そう言って、どこからか花の髪飾りを持ってくる。


髪飾りを耳の少し上辺りに挿して、満足そうに笑った。


「よくお似合いです」


とびきりかわいいワンピースに、素敵な靴。


上品な髪形に、アクセントの花。


それは、見たことのない自分だった。


まるで郁夜の魔法。


チラッと、鏡越しに郁夜を見た。


すぐに目が合う。


ちょっとドヤ顔の郁夜。


はいはい。


貴方あなたのおかげですよ～。


「ありがとう……」


鏡に映る私は、郁夜の魔法でまるでお嬢様のように素敵になっていて。


唇から素直な言葉が自然と溢れ出た。


鏡越しの郁夜は、ニヤッと笑って……


「さすが俺のお嬢……。かわいいじゃん」


私の耳元で囁いた。


ドキン!!


あ～～～～～～!!


胸が爆発しそう!!!!　なにこれ～～～!?





その後、何事もなかったように試着室から出て、車に乗り込んだ。


支払いは!?って慌てたけど、あとでちゃんと請求書がくるんだそうな。


こんな買い物の仕方初めて！


慣れなくてそわそわしちゃった。


郁夜が運転する車は、相変わらず行き先も告げずに街中を走っていく。


「これからどこ行くんですか？」


私としては、断固転校拒否を訴えたい！


買い物ではぐらかされちゃったから……。


「お昼どきなので、お食事を」


車内の時計を見たら、もう12時過ぎだった。


そういえばお腹空いたなぁ……。


いやいや!!


またはぐらかされてたまるかっ！


よーし！


思いきって息を吸い込んだ。


「あのっ！　私、あの家から引っ越したくないし、転校も絶対嫌ですから！　早織やクラスのみんなにさよならも言えずに転校なんて……。とにかく、突然環境が変わるなんて絶対嫌ですから！」


よし！　よく言った、私！


言いたいことをしっかり言ったのに、郁夜はミラー越しに私をチラッと見ただけだった。


そして。


「ふーん……」


それだけ!?


なにそれっ！


「二重人格……」


思わずボソッと呟いたら。


「オンとオフを切り替えられる、デキる男と言って欲しいねぇ……」


うわっ。ちょー小声で言ったのに地獄耳め！


てゆーか、私の前でオフってこと？


この執事、完全ナメてない!?












サプライズ




車からの景色がだんだん知ってる街並みになってきた。


ここ、私の家の近所だ!!


「あ～。家なんだけど、もう手遅れだから。諦めて」


「はい!?」


言ってる意味がわかんないんだけど……


って、ええええ～～～!!!???


車が私の家の前を徐行した。


横切ったときに目に飛び込んできた私の家は……建設会社の幕がかけられて、入れなくなってるんですけど!!


「どういうこと!?」


「この家、重要文化財として国に寄付されることになったから。名誉だろ？」


はぁ!?　なにそれっ！　絶句!!


ふざけるな～～～～!!


家なき子になってしまった……。


「心配するなよ。荷物は全部新居に運んであるから」


「新居ってどこ？」


「ここ」


郁夜が言った直後に車が停まったのは、重要文化財になってしまった私の家の隣に、ものすごい存在感でそびえ立つあの高級マンションだった。


「ここの一番上ね」


後部座席のドアを開けながら郁夜が言った。


うそ～～～～!!　憧れの一番上のお部屋!?


はっ!!　思わずテンション上がっちゃった！


そ～っと横を見ると、郁夜はニヤッと笑った。


うっ……。私、まんまと郁夜ペースにハマってる。


それにしても、我ながらゲンキンだなぁ。あはは……。


そんな自分に呆れつつ、いつも憧れを抱いていた高級マンションを見上げた。





郁夜に連れられて、エレベーターで一気に上がった。


一番上の22階は、そのフロアすべてが一つの住居になってるんだって。


つまり、今日からこのフロア全部を、私が使っていいって……。


まじで……？　ありえなくて怖いんですけど～～！


22階でエレベーターを降りると、エントランスになっていて。


その先に玄関らしき大きなドアがあった。


「今日からこちらがひなお嬢様のご自宅でございます」


郁夜がそう言い、ドアノブに手をかける。


あ～～～！


夢の最上階だー！


景色はどんなんだろう??


騙されてるんじゃないかって不安が頭をよぎるけど、それよりわくわくとドキドキが勝っちゃってる。


大きなドアを開けたら、そこは広い玄関だった。


床も壁もキラキラ輝いている！


「靴は脱がなくて結構です」


ずいぶんとアメリカンじゃないか～！


欧米か!?　ここは、欧米かっ!!??


って、私テンションおかしい～～～!!


そういえば、今朝、郁夜は家の玄関に土足で上がろうとしてたな～。


金持ちはみんな靴を脱がない家に住んでるのかな～？


そんなことを考えながら、郁夜の後ろをついて廊下を歩いた。


突き当たりに、一際豪華なドアが見えた。


郁夜はそのドアに手をかけ、私を見る。


「ひなお嬢様。もう一つ、旦那様からのプレゼントでございます」


優雅に微笑む郁夜は、完全に執事モード【オン】にしてる。


そして、意味がわからなくてキョトンとしてる私の前で、ゆっくりとドアを開けた。


ドアの向こうに待ってたのは……。


「ひな!!　きゃ～！　かわいいっ！」


「お～、みんな～。主役の登場だ～！」


さ……早織!?　関先生～～～～!!??


なんでなんで!?


教室の２倍くらいある広いその部屋には、二人だけじゃなくて……。


なんと、クラスのみんなが集まっていた!!!!


「せ～の……」


「「「「「お誕生日、おめでと～～～～～!!!!」」」」」


突然降り注ぐクラスのみんなからのおめでとうコール！


クラッカーと拍手が部屋中に響いた。


えええ～～～～～!!??


ぶわっと鳥肌が立った。


びっくりしすぎて、嬉しすぎて。


言葉も涙も出ないよ～～～！


「東丘高等学校１年３組の皆様、大変お待たせいたしました。ただ今、真神ひな様がご到着されました」


突然、部屋にマイク越しの声が響いた。


びっくりして周りを見回すと、スーツを着た初老のおじさんがスタンドマイクで喋っていた。


なにが始まるのかと不安になって後ろを振り向いたら、郁夜が優しく微笑んでいて……。


それを見たらすごく安心した。


「本日はお越しいただき誠にありがとうございます」


さっきの初老のおじさんがマイクで話し始めた。


誰だろ？


「本日は、ひな様の16歳のお誕生会。そして……招待状にもあるように、このたび真神ひな様はお父様のご都合で、急ではありますが転校することとなりました」


────えっ……??


ちょ……ちょっと。


おじさん……？　なに言ってくれちゃってるの……？


「本日はひな様のお誕生会と、お別れ会でございます。どうぞごゆっくりご歓談くださいませ」


おじさんが一礼し、マイクの前から下がった。


同時に音楽が流れて、ビュッフェスタイルの料理がどんどん運ばれてくる。


「ど……どういうこと……!?」


みんなを巻き込んでこんなことされたら、転校しないわけにはいかなくなっちゃうじゃない！


「クラスの皆様にお別れを言う機会をと、旦那様からのご配慮でございます。担任の関先生には数日前に、クラスの皆様には昨日の午後に、旦那様のお名前で皆様のご自宅に招待状が届くよう手配いたしました。転校先がイル・ソール学園だということと、旦那様のご入院のことは混乱を防ぐために皆様には伏せてあります。どうぞ、お楽しみくださいませ」


郁夜が近くに来てこそっと耳打ちした。


配慮……？


なにそれ……。


もう、啞然として言葉が出ないよ。


ものすごく反論したいのに、目の前に広がっているありえない光景を見ると、頭の中がぐちゃぐちゃで思考がフリーズしちゃう。


あ～～～～!!


今はもうなにも考えられない!!


混乱している私に、クラスのみんなが集まってきてくれた。


う～～～～。


とりあえず今は、来てくれたみんなへの感謝だけを考えて、楽しむしかない……！





それから３時間程度、みんなと話して笑って食べて、そして別れを惜しんだ。


あっという間に夕方になって、司会のおじさんからお開きの挨拶があった。


別れを惜しみつつ、みんながちらほらと帰っていく。


これからやる花火大会に行くのかな。


「真神、元気でな。落ち着いたら遊びにこいよ！　お父さんによろしくな」


関先生が潤んだ瞳で握手してきた。


昨日、関先生が変だった理由がわかった。


転校すること、知ってたんだね。


「関先生、このたびはパーティー開催にあたりご相談に乗っていただきありがとうございました。新しい学校の転入手続きは、わたくしどもで行いますのでご心配なく。ひな様に関しての書類、確かにお預かりいたしました」


「おぉ!!　藤堂さん、こちらこそ、クラス全員をご招待いただきましてありがとうございました！　みんなも真神にお別れを言えてよかったと言っていますよ」


郁夜と関先生が談笑している。私の知らないところで色々起こりすぎていて、驚きと共に、ジリッとした苛いら立だちが胸に影を落とした。


私だけなにも知らない。


私の気持ちを無視して、勝手にことが進んでいる。


取り残されたような疎外感。


その寂しさと苛立ちは膨れ上がって、目に映るすべてのものに不信感すら覚えてしまいそうで、自分が怖くなる。


ブンブンと頭を振って、考えないように気持ちを切り替えた。


関先生も帰っていき、郁夜は見送りに玄関の外のエントランスに行った。


私もあとを追おうと玄関のドアに手をかけたとき……。


「真神」


後ろから声をかけられた。


振り向いたら……。


「早坂くん」


そこには、早坂くんが一人で立っていた。


「昨日家に帰ったらポストに招待状が入ってて……。びっくりしたよ。急すぎて。本当に転校しちゃうんだな……」


いつになく真剣な顔の早坂くん。


今までの爽やかで優しい雰囲気の早坂くんとはなにか違う。


「私も、急でびっくりしてて……」


「転校先の学校が決まって落ち着いたら、連絡して。これ、俺の携帯番号」


スッと、早坂くんは白いメモ用紙を差し出した。


そして、真剣な瞳に力を込めて私を見つめた。


「俺、真神のこと……」


えっ!?　えっ!!??　なに!?


真剣な早坂くんの視線に、ドキドキと胸が鳴り始めた。


メモを受け取ろうと手を伸ばしたら……。


その瞬間、スッと目の前に黒い影が割り込んできた。


「お話し中失礼いたします。ひな様へお渡しするものでしたら、わたくしがお預かりいたします」


郁夜!!


早坂くんと私の間に、割って入るように立ちふさがっている郁夜。


私のほうに背を向けているから顔は見えないけど、なんだか……郁夜、変……？


「失礼ですけど。あなた、なんですか？」


郁夜の背中で早坂くんの姿が見えなくて、声だけが聞こえる。


聞いたことのない早坂くんの声だった。


なに!?　この状況!!


「わたくしは、ひなお嬢様の執事でございます」


えっ!?


言っちゃっていいの？


「執事……。そう……。じゃあ、これ。ひなお嬢様にお渡しください」


そう言い残し、早坂くんは真っ直ぐ前を向いて、郁夜と私の横を通過した。


そのまま、あっという間に玄関を出ていってしまった。


早坂くん、執事だなんて現実離れしたこと言われて、バカにされたって怒っちゃったかな!?


「は……早坂くん!!」


反射的に早坂くんを追いかけようとしたんだけど、


「ひな！」


郁夜に腕を摑つかまれた。


ひな……って……。


確かに郁夜の声だった。


その言葉に、摑まれた腕に、ドキン！と胸が鳴った。


「行ったら、お仕置きだ……」


あわわわ……。


ヤバそうな黒いオーラが見える。


「わ……わかりました……」


その言葉を聞いて、郁夜は摑んでいた私の腕を放した。


そして無言のまま私に背を向ける。


「会場で早織様がお待ちでございます。先程は、あまりゆっくりお話しできなかったでしょうから……」


突然、落ち着いた口調で、執事モードに戻った。


そのギャップに、ドキドキしちゃう……。












揺れるキモチ




郁夜が開けてくれたドアの向こうには、早織が一人佇んでいた。


早織、残って待っていてくれたんだ。


「ごゆっくり……」


もしかしてまだ機嫌が悪いのか、郁夜は無表情で、でも優しくドアを閉めた。


広い会場内に、早織とふたりきりになれた。


郁夜の配慮で……。


早織を目の前にしているのに、郁夜の機嫌が気になってしょうがない。


あー、もう！　やだやだ！　なんなのこれ!?


脳裏にチラつく郁夜の顔を振り払って、早織に駆け寄った。


「早織!!」


「ひな～～～!!　ちょっと～、びっくりしたよ！　昨日ひなと別れたあと、いきなり藤堂さんが家に招待状を持ってきたの！　すぐひなに電話したかったんだけど、サプライズにしたいからどうか秘密にって藤堂さんに言われちゃって……」


そういうことだったんだ。


早織の目がとろんとしている。


「ねぇねぇ、藤堂さんって何者!?　ひなのお父さんに依頼されて、誕生会とお別れ会の企画をしている者ですって言ってたけど……。パーティー企画会社の人!?　ありえないくらいかっこいい～～!!」


早織、あいつは悪魔だから！


なんて、言ったところで信じてもらえないよね。


あいつ、私の前以外では、完璧な執事だもん。


「う……う～ん……。私も突然のことで、なにがなんだか……。転校だって今朝聞いたんだから！　パーティーも、お父さんが仕掛けたサプライズだってことしかわからないの」


早織、ごめん。今はそれしか言えないよ。


私だって、いまだになにがなんだか。


状況がまるでわかってないんだもん。


郁夜が執事だってことすら、まだ信じられない。


「そうなんだ～！　今朝!?　そりゃびっくりだね!!　それにしても、ひなちょーかわいい!!　お嬢様みたい！　この会場もすごいし!!　お父さん、ひなのためにかなり奮発したんだね～～～!!　愛されてる！」


いつもと変わらないテンションの早織。


キラキラした笑顔ではしゃいでる。


でも。


「お父さんこれから来るんでしょ？　親子水入らずでお誕生会楽しんでね」


そう言って、会場のドアを開け、玄関へ続く廊下へ向かって行ってしまった。


「えっ……？　早織……？」


水入らずで、なんて早織らしくない言葉。


なんとなくよそよそしいし、あっさりと帰っていく早織にせつなくなった。


早織が消えていったドアを見つめて、茫然としてしまう。


なんだか、私だけ【転校】を拒否して取り残されてるみたい。


みんな別れを惜しんでくれたけど、もう私の転校を受け入れていた。


決定事項だって疑いもしていなかった。


早織さえも。


まだ受け入れられていないのは、私だけなんだ……。


寂しい……。


胸がギュッと締めつけられるように痛んだ。


一人になってしまった広い会場で立ち尽くしていたら、一度閉まったドアが少し開いて、早織がひょこっと顔を出した。


「ひな、ホントはすごく寂しいよ……。転校なんて嫌だよ。でも、昨日一晩泣いて気づいたの。転校ってだけで、一生のお別れじゃないって。またいつでも会えるじゃん!!　そうでしょ、ひな？」


「早織……」


涙を堪えながら笑顔で言ってくれた早織の言葉に、じわじわと目頭が熱くなった。


でも、私も笑顔を返したくて、涙をぐっと堪える。


「うん！　早織、いつでも会えるよ！」


ウンウンと頷いて、早織はピースする。


「これからも、ずっと親友だよ！」


「うん、これからも……、ずっと。早織、ありがとう」


ニッと笑って、早織は帰っていった。


ドアが閉まったあと、ぶわっと涙が溢れてきた。


みんなへの感謝。


早織への感謝。


そして、寂しさ。


『一生のお別れじゃない』っていう早織の言葉。


一生のお別れになるかもしれないお父さん。


私の知らないところで、どんどん勝手に話が進んでいることへの苛立ちや、焦り。


もう、色んな気持ちがぐちゃぐちゃ!!


わぁわぁ声を出して泣きたいのに、いつもの癖でぐっと堪えてしまう。


感情の塊が、胸の奥に詰まって余計苦しいよ。


「呼べよ」


「え……？」


突然の声に、振り向いたら郁夜が立っていた。


刺すような視線。


怒ってる……わけじゃないよね……？


「辛いなら、俺を呼べよ」


予想外な郁夜の言葉に、押し込めている心の蓋が開きそうになる。


そんな優しいこと言わないでよ。


涙、我慢できなくなっちゃう。


泣かないって決めたんだから。


いつものように、ぐっと堪えた。


「なんでいつも堪えるんだよ」


その言葉を聞き終わったとき、私は温かい郁夜の腕に包まれていた。


「えっ……？　郁夜……さん……？」


郁夜の香り。


厚い胸板……。


広い肩幅。


女性とは異質で、それは明らかに男性で……。


郁夜は男性なんだって意識させられる。


もう、胸が爆発しそう!!


「オマエ、抱きしめられたことないだろ？」


「……ない……けど……」


こんなことしておいて突然なにを言うのかと、ちょっとムッとした。


「バカにしてるわけじゃねぇよ。オマエ、小さい頃から一人で頑張ってきて、人に甘えたことないだろ？　こういう温ぬくもりとかさ、知らずに育っただろ？……ちゃんと甘えろよ」


えっ……？


耳を疑った。


その言葉が、私にとってあまりにも優しすぎるものだったから。


「これからは俺に、ちゃんと甘えろよな」


その言葉を聞いたとたん……。


自分の中でしっかりと固くかけていた心の鍵が、カチャッと開いたのを感じた。


今まで、小さい頃からずっと……おじいちゃんとおばあちゃんが亡くなってからずっと、私は笑ってなきゃって涙を押し込めていたから。


それが、一気に噴き出たんだ……。


郁夜の腕の中で、私は思いっきり泣いた。


子供のように、声を上げて。


なにも考えられなかったけど。


ただただ溢れてくる涙を、止めることをしないでひたすら流し続けた。


郁夜は、ただ黙って私を抱きしめてくれていた。





どれくらい、そのままだったんだろう。


─────パァン!!


突然の大きな音と光に、我に返った。


「花火だ……」


壁一面が大きなガラス窓になっているから、夜空を彩り始めた花火がよく見えた。


「今日は花火大会か。よく見えるな」


「うん」


「なんで毎年、オマエの誕生日に花火大会やるかわかる？」


郁夜の言葉に、ふと疑問が湧いた。


そういえば、７月の第何日曜日とかじゃなくて、毎年曜日に関係なくこの日だ。


「もしかして……」


「そ。　旦那様からのプレゼントだ。この花火大会は、旦那様が主催してるんだよ」


うそっ！


そうだったんだ……。


去年までは、あのボロ家の縁側でお父さんと見ていた花火。


高いマンションに囲まれているのに、なぜかあの平屋の縁側からでも綺麗に見えていた。


全部、計算し尽くされていたの……？


今まで、ずっと？


お父さんからの密かなプレゼントに、ちょっと複雑ながらもじんわり心が温かくなるのを感じた。


そして、今年は……。


夢だったマンションの最上階。


そこで花火を見ているのが不思議だった。


さらに、突然目の前に現れたとんでもないイケメン執事の腕の中にいる。


これは夢……？


郁夜は、私を抱きしめている腕を少し緩めて、私の身体を窓のほうに向けてくれた。


郁夜が私を後ろから抱きしめる形になってて……。


花火がもっとよく見える。


だけど、ピッタリとくっついている背中から、郁夜の体温が伝わってきて。


どきどきして、あまり集中できなかった。


少しして、花火が止まった。


ふっと現実に戻った瞬間、ものすごい恥ずかしさが込み上げてきた！


どうしよ……。いつまでこうしてるつもりだろ……。


「オマエ……」


ふいに、郁夜が耳元で囁いた。


くすぐったくてピクッと反応しちゃった。


「ホント、感じやすいな」


「や……そんなことないもん！」


「そんでさ、オマエ。ちんちくりんのくせに……けっこう胸でかいじゃん」


ちょ……!!　信じらんない!!


恥ずかしすぎて、バッと郁夜の腕を振りほどいた。


綺麗すぎる顔で、意地悪く笑ってる。


「からかわないでください！」


「ホントかわいいな」


どきどきどきどき。


その言葉も、からかわれてるだけだってわかってるのに、どきどきが止まらない。


「さて……。風呂の準備してくるわ。用意できたら呼ぶから、休んでて。そこのドア出てすぐ右が、ちんちくりんの部屋だから」


そう言って、どきどきしっぱなしの私を放置して、部屋を出ていってしまった。


なにこの仕打ち!!


しかも、ちんちくりん言うな!!!!


でも……。郁夜の姿がなくなって、ちょっと寂しくなってる……かも……。


いやいやいや!!!!　そんなことないない!!


もぉ～～～～!!


あいつのペースに巻き込まれてばかりだし、変にどきどきさせられっぱなしなのが腹立つ!!


あ～～～もう！　しっかりしろ、私！


しばらく立ち尽くしていたけど、こんなだだっ広い部屋にいても仕方ない。


片付けだってあるだろうし。


しょうがなく、言われた通り自分の部屋に行くことにした。





お部屋は、マンガに出てくるようなお嬢様のお部屋だった。


20畳以上ありそうな広いお部屋には、天蓋付きなだけじゃなくピンクのフリフリだらけのベッドとか、センスのいいソファーやテーブル、カーテンが揃そろっていた。


鏡も大きくて、どれもやりすぎでしょ～～ってくらい豪華なんだけど、決して下品じゃない。


お腹がいっぱいなのと、ちょっと疲れちゃって。


ピンクのフリフリベッドに横になった。


ちょっとだけ、いいよね……。


重い瞼まぶたが落ちてきた。





「う……ん」


気持ちよくまどろんでいたら、横に誰かが寝ていることに気づいた。


「お嬢様、お目覚めですか？」


うっすら目を開けたら、目の前に郁夜の顔が飛び込んできた！


執事モードの優しい笑顔だったのが、急に悪魔の笑顔に変わる。


えぇぇぇ～!?


「オマエ、けっこう胸でかいじゃん」


そう言って身体を起こした郁夜は……。


はっ…裸!?


そして、私まで裸だった～～！


なにこれ！　なんで!?


「ちょ……ちょっと！」


「いいじゃん……」


いつもより低くてセクシーな声で囁きながら、胸を隠していた私の腕を開く。


郁夜は私の首に顔を埋うずめて、チュッチュッと音を立てながらキスをしだした。


「やめてよ……あっ……。ちょっ……ちょっと!!」


思いっきり抵抗したいのに、力が入らないうえに、勝手に変な声が出ちゃう……。


キスがどんどん下に向かっていって、鎖骨辺りを通過した。


「やめて！　ファーストキスもまだなのにっ！」


そうだよ！　いきなりこんな、こんな……。


「ふ～ん。キスのおねだり？」


鎖骨の下にキスをしてた郁夜が、ふと顔を上げた。


やだっ……。瞳も、唇も、セクシーすぎる……。


うわ～！　ダメダメ！　流されるな～！


「やっ、そういうわけじゃなくて……」


精一杯の抵抗も虚むなしく、郁夜の顔がだんだん近づいてきた。


わぁ～わぁ～！　キスしちゃうの!!?


「だっダメ……」





「ダメぇぇぇぇ～～～～～～～!!」





「あ[image: ]!?」


叫んだと同時に、目の前にいるはずの郁夜の声が、なぜか頭上から聞こえた。


あ……あれっ!?


郁夜は、上から私の顔を覗き込んでた。


でも、裸なんかじゃなくて、きちんと執事服を着ている。


慌てて自分の服を確認したら……。


ちゃんとピンクのワンピースを着ていた。


ゆ……夢？


「ダメってなにが？」


ニヤッと笑ってる。


うわっ！……しまった。


「いや、わからないです……。なんだろ？　あはは～……」


「すっげーうなされてたけど。しかもイヤラシイ声で……」


うそっ!?


「エッチな夢、見てた？」


その言葉に反応しちゃって、瞬時にかぁぁぁっと顔が熱くなった。


うわぁぁ～！　私のバカ～！


「図星か。やらしいなぁ、ひなお嬢様は……。で、どんなエッチな夢見てたんだ？　教えろよ」


「見てない見てない！　あのっ、お風呂！　お風呂入りたいです！」


絶対目を合わせないようにして、ベッドから立ち上がった。


「はいはい。風呂はそのドアの向こうだから」


郁夜が指を差した先には、部屋の入り口とは別に、もう一つのドアがあった。


うわっ。お風呂付きのお部屋なんだ～！


「後ろ向けよ。ファスナー下ろしてやるから」


うぅぅ～～……。


さっきの夢を思い出してしまって、顔が熱くなる。


でも、背中が大きく開いているデザインだから、自分じゃ下ろせない……。


「……お願いします……」


どきどきどきどきどきどきどき……。


背中のファスナーに、郁夜の手がかかる。


またしても、さっきの夢を思い出してなんだか身体がムズムズしてきた。


やだ、なにこれ!?


「はい、下りたよ。着替えは置いておくから」


何事もなくファスナーが下りた。


……あ……あれ？


いやいやいや、ここはホッとするところでしょ～？


身構えていた自分が恥ずかしい！


私、なんか期待してたの!?


そんなわけないしぃ～……。


「じゃ、じゃあ行ってきます」


「お身体流しましょうか？」


「結構です!!」


さっきの夢のせいで、郁夜の顔を見られない。


逃げるようにバスルームに入った。


ううう～……。


お風呂もまた、やりすぎでしょってくらいマンガの世界だった。


人生初の泡風呂なのに、はしゃぐ気分にもなれなくてじっとしちゃう。


こんな広いバスタブの中で、謎に体育座りしちゃってるし。


今日はもう色んなことがありすぎて、全然整理できない。


明日からどうなるんだろう。


そして、郁夜の顔が頭から離れない。


郁夜の一つ一つの動作に、どきどきして苦しくなるのが嫌になってくる。


ドＳで、俺様で、変態な郁夜。


サイテー!!


でも……。早織とゆっくり話す時間を作ってくれた。


思う存分、泣かせてくれた。


『オマエ、小さい頃から一人で頑張ってきて、人に甘えたことないだろ？　こういう温もりとかさ、知らずに育っただろ？……ちゃんと甘えろよ』


『これからは俺に、ちゃんと甘えろよな』


郁夜の言葉が、まだ心の中で優しく響いている。


その言葉が素直に嬉しかった。


抱きしめられた感触も残ってる。


でも……。


ドキドキしちゃ、ダメだよね。


だって、郁夜は執事。全部仕事だよ。


セレクトショップの試着室で言ってたでしょ。


──ズキン……。


ふいに胸が痛くなった。


そんな自分に戸惑いを覚える。


なんだろう、これ……。


でも頭がうまく働かない。


もう、なにも考えないで、今日は眠りたい……。


眠りたい……。
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嵐の前の……。




う～ん……。眩しい……。


あれ？


首と頭が痛い……。あ、ホントに痛い！


「イタタタタタタ……」


なんとか起き上がってみたものの、なにか違和感を覚える。


あ……あれ!?　ここ、どこ!?


いつもの畳じゃないし、布団じゃなくてピンクのフリフリベッド……？　ここ、私の家じゃなくない？


それより、瞼が重い……。身体もダルいし。


パタンと、またベッドに逆戻りした。


「おはようございます、ひなお嬢様」


少し低めの声。すごく、落ち着く声。


男の人？　誰？


「おい、いい加減起きろよ」


ん？


さっきと同じ声のはずなのに、声色が違う。


乱暴な声のあと、ドカッと振動が伝わった。


薄目を開けてみると……。


「!!!!!!」


反射的に、ガバ！ッと起き上がった。


「いっ、郁夜……さん」


思い出した！


昨日１日の悪夢……！


ここは、憧れていつも見上げていた隣のマンションの最上階。


そして、目の前のありえないくらいのイケメンは……。


サイテー二重人格執事!!!!


「寝ぼけてんじゃねーよ。もう11時だし。まじありえねー。今日も予定いっぱいなんだっつーの。使用人たちも困ってるじゃねーか」


ベッドにドカッと腰を下ろしてる郁夜は、呆れ顔してる…。


「ごめんなさい。イタタタタタ……」


首と頭が痛い。


てゆーか。私、確か昨日お風呂入ってて……。


その後の記憶がないんだけど……。


でも、ピンクのパジャマをちゃんと着てる。


次の瞬間、サ──────ッと血の気が引いた。


もっ、もしや……!!!!


恐る恐る郁夜を見ると。


意地悪な顔でニヤニヤしてる。


「風呂場で寝てれば首が痛くなるの当たり前。まじ勘弁しろよ。オマエに溺死でもされたら俺クビだし」


えっ……？　えぇぇぇ～～～～～!!??


「わ……私、お風呂場で、寝て……ました？」


「爆睡。ついでにのぼせてたし」


「あ、あの……。ということは……」


「すっぽんぽん～」


いやぁぁああああ～～～!!!!　私のバカ!!!!


お嫁に行けないよぅ～～。


「このパジャマ……」


「俺が着せたの。真っ裸はさすがにね～。つーか俺、執事だし」


「見ました……よね？」


「あ～。俺、爆睡して反応しない女に興味ないから大丈夫。そんなの勃たたね～し」


そういう問題じゃない!!!!


見られたんだ……。すべて……。


この、変態ドＳ執事に……。


ぎゃ～!!!!


「ホラ。シャワーでも浴びて、目ぇ覚ましてこい。着替え用意しておくから。そのあと食事な。もう用意してあるから」


「は～い……」


郁夜の勢いに流されるまま、のそのそとベッドから下りて、因縁のバスルームへ向かった。


シャワーを浴びたら、気が重かったのがサッパリ流されたのか元気いっぱいになった！


単純だな～。


ちょっと苦笑しながらバスルームから出たら、クローゼットが全開になっていて、中にはたくさんの服が詰まっていた。


「これ……？」


「オマエが寝てる間に買いにいってきた。昨日一着しか選ばなかっただろ。好きなの着ろよ」


クローゼットを覗いてみたら、私が大好きな感じの服ばかり！


「どうして私の好みがわかったんですか？」


「昨日小１時間もファッションショーされてりゃ、バカでもわかるさ」


相変わらず毒舌だけど、郁夜があまりにもセンスがいいから、ちょっとだけ見直した。


「昨日のワンピースは？」


昨日お風呂に入ったときに、バスルームで脱いだっきり行方不明。


私が爆睡しちゃって記憶がないせいなんだけど……。


「あぁ、今クリーニング。丁重に扱わせてるから心配するな。なんであれ一着しか選ばなかった？」


う～ん……。なんでって言われても。


「お父さんの偏った教育のおかげで、私かなりの貧乏性なんで。タダより怖いものはないって言うし。お父さんだって、入院でこの先治療費とかたくさんお金かかるだろうし……」


ちょっと本音が出た。


バカにされるかな……？


こわごわ郁夜を見たら……。


一瞬、すごく優しい笑顔になった。


一瞬だったけど。


「バーカ。オマエのオヤジはものすごい金持ちだっつーの。ここも、横のマンションも旦那様のモノだし。あの店のモン全部買ったって全然平気だっつーの」


また毒舌を吐きながら意地悪く笑う。


バーカ……って！


でも、ふと、優しい瞳になった。


「でも、まぁ、オマエのそういうとこ、イイトコロだな」


……わぁ……。


郁夜の言葉が、ハンパなく心に響いた。


「あと、下着はこれな」


「ええっ!?」


下着まで選んできたの!?


やだっ！　恥ずかしい！


せっかく心がほんわかしてたのに～。


目の前には、また意地悪でドヤ顔の郁夜。


もう～！


ウォークインクローゼットの中に置いてあるタンスには、ブラジャーやパンティーがたくさん詰まっていた。


大人っぽいのから、かわいらしいのまで、色んなブランドとデザイン。


「ちなみに、俺的にはこれが似合う女になって欲しい」


そう言って広げたのは、黒いレースの透け透け下着……。


前言撤回！　悪趣味極まりない！


「絶対そんなの着けません！」


「まぁ、もうちょっと色っぽくならないとダメだな」


うっ……。


昨日のちんちくりん発言と共に胸に突き刺さった。


「ランチ持ってくるから、さっさと着替えろよ」


郁夜の一挙一動に、悔しくも振り回されてしまっている私をまたもや放置して、部屋を出ていってしまった。


もう……！


あの変態執事なら、着替え中でも構わず入ってきそうだからなー。


下着と服の山をかき分けて、今日の一着を慌てて探した。


それにしても……。


かわいい服ばっかり～！





郁夜が作ったというランチは、すごく美お味いしかった。


このマンションの最上階に住んでるのは私だけなんだけど、使用人さんは数人いるそう。


昨日司会をしてたおじさんも、使用人さんなんだって。


でも私の身の回りのことは、専属執事である郁夜が一人でするらしい。


私の食事も、安全であるように郁夜が責任もって全部一人で作るんだって。


江戸時代じゃないんだから、毒盛られたりなんてないでしょって笑ったら、


「わかってねぇなぁ……」


って呆れられた。


私、そんなに狙われてるの？


むしろ一番危ないのは、この変態執事な気がしてならないんだけど～！


しかも、これからお世話になるんだから、使用人さんたち（っていう言い方もなんか嫌なんだけど）にご挨拶しないとって思ったけど、郁夜は首を横に振った。


「お嬢の世話は専属執事の仕事だから、基本的に俺さえいればいーの。だからわざわざ会う必要ナシ。まぁ、その都度紹介するから」


だって。変なの。


このマンションの最上階で働いている数人の使用人さんは、私に関することはすべて郁夜を通して動くから、私が直接関わることはそんなにないんだって。


それだけ、執事とお嬢様の信頼関係は強いってことなんだね。


『命に代えても』守ると言った郁夜の顔が浮かんだ。


とたんに、胸がドキドキ鳴りだす。


昨日から、本当になにこれ。


郁夜は、確かにカッコイイ……（ただし執事モードに限る）。





「おい！」


急にドアが開き、不機嫌な郁夜が立っていた。


「いつまでかかるんだよ。もう夕方だし。ありえねー」


「ごごごごめんなさい！」


そうだった！


ボロ家から運んできた荷物の中から、必要なものだけを選べって言われて、倉庫に来てたんだった。


倉庫っていっても、絨毯も敷いてあるし窓もついてるし、普通に部屋として使えそうなくらい素敵なんだけど。


でも、ついつい妄想の世界にトリップしてしまっていた！


ヤバイ……。


「オマエ、テスト勉強してる途中にマンガ読みだして、全巻読破しちゃうタイプだろ……」


……アタリです。


「だからオール５なんだって。どうしようもねぇな～」


「オール５じゃないですぅ～！　美術と数学は３ですぅ～!!」


……はぅ!!!!


ヤバイ！　郁夜から黒いオーラがほとばしってる。


「すすすすすみません……。……って、なんで私の成績知ってるんですか!?」


「熱血担任教師からオマエの資料全部貰ったんだよ。転入手続きあるからな。オマエが美術で描かいたわけわからん鳥の絵もあるし。大体鳥なのに、足４本っておかしいだろ」


はぁぁぁぁ～～～!?


「数学で０点取ったのもありえねぇ」


関先生、恨みます……。


「びっちり俺が勉強教えてやるよ。イロイロな……。覚悟しとけよ」


ひぃぃぃ～～～～。


しかもイロイロって……。


「勉強、教えられるんですか？」


わずかな抵抗。というか反抗。


言われっぱなしの私じゃないってーの！


「バーカ。俺、執事養成学校首席で卒業だっつーの。高校の勉強なんて中学で終わらせたし」


まじで……？　ウソでしょ？


どういう世界なんだ、執事の世界って。


──ピコーン！


ふいに、ポケットの中の携帯が鳴った。


メールだ！


もちろん、貧乏な私には着うたなんてダウンロードできませんでしたから。


思いっきり「ピコーン！」って鳴りますよ、この携帯。


『ひな、昨日はありがとう！　新しいお家と学校がわかったら教えてね！　遠くないといいなぁ～。遠くても遊びにいくケドね！』


う～～。早織ありがとう！


「早織からでした。新しい家と学校がわかったら教えてって。昨日早織の家に直接行ったんですね」


「あぁ、【森早織】ね」


フルネームも知ってるの？


どんだけ私の周辺を調べてるんだろ。あわわ。


「あいつすぐオマエに言いそうだったから、あいつだけは直接行って口止めしといたんだよ。俺の特別営業スマイル、効いたみたいだな」


こいつ……。自覚してるのね……。タチ悪い～。


「早織になんて言おう……」


「そいつが本当に信用できるなら、落ち着いたら全部言っていい。親友だろ？　大切にしとけよ」


「……うん」


郁夜のその優しい言葉が意外で、案外イイ奴かもって思ったら胸がジンとした。


──ピコーン！


早織に、とりあえず今は当たり障りのない返事をしたら、すぐに返事がきた。


『早坂くんが落ち込んでたよ～。いやん！』


いやん！じゃないし。


そういえば、昨日の早坂くん……。


どうしちゃったんだろう。


あんな真剣な顔の早坂くんは、初めて見た。


そして、なにか言いかけてたけど。


なんだったんだろ。


郁夜とのやりとりも、妙に大人びていてしっかりしてた。


あっ！


「そういえば、昨日早坂くんが白い紙渡してましたよね？


携帯番号？」


言った瞬間、郁夜からまたしても黒いオーラがほとばしった。


「[image: ]……？」


ご……ご機嫌ナナメ～～!!


「あいつ、隙を狙いやがって。ああいう、ムッツリスケベに気をつけろよ。ほら、もう行くぞ」


そして、有無を言わせぬまま部屋に連行された。


ちょっとー！　結局なんだったのよ！


またはぐらかされたんですけど!!












決心！




部屋に戻ったら、制服がかけてあった。


「これ……？」


ちょっと見覚えのある制服に、嫌な予感なんですけど。


「イル・ソール学園の制服」


やっぱり！


一昨日おとといのムカツク双子が着ていた制服の女の子版だ。


相変わらず高級感と洗練されたデザインが……、かっかわいい……!!


でも!!　やっぱりまだ、この勝手な転校に抵抗がある。


「鞄はこれ。靴はこれ。IDカードは明日直接学園で貰うから。あ、身分証明書な。東丘高校でいう生徒手帳だ。セキュリティー万全だからな。カード失なくすなよ？　」


IDカードってなんかすごい！


そんなことより……。


そんなことより!!


「明日……って……？」


「あぁ。明日、早速学園に行くから」


「はい!?　先生に挨拶しに？」


「いや、普通に授業」


は～～～い～～～～～!!??


「公立高校は昨日から夏休みだけど、イル・ソールはあと１週間は授業があるから。まぁ、１週間行けば夏休みだし」


「私、てっきりお父さんの病院に連れていってくれるもんだと思ってたんですけど」


流れ的にはそれが普通でしょ～が！


そんな私の疑問を、郁夜は一蹴した。


「残念ながら旦那様はイギリスの病院だ。夏休みに入ったら連れていってやるよ。今は危険だ。旦那様も、明日から学園に行けって言ってるし。学園は安全だからな」


「イギリス～～!?」


お父さん、イギリスで入院してるの!?


あまりの遠さに愕然とした。


だって、あんなに具合悪そうだったからもしものときに間に合わなかったら……。


なおさら、悠長に学校なんて行ってる場合じゃないよ！


そんな私の心を読んだかのように、郁夜は優しく笑った。


「そんなにすぐ悪化しないとのことだ。万が一のときには、俺が責任持って連れていってやるよ。どんな状況であっても」


ドキン……。


その言葉に、また心が跳ねた。


こんな状況なのに、じんわりと心がムズ痒がゆくなってくる。


お父さんの命に危険が迫ってるわけじゃないなら……。


郁夜もそこまで言うなら……。


一応納得はしたけど。


でも、やっぱり現実的に転校となると、急すぎて心の準備ができないよ……。


でも、もう行くしかない。


あんなに盛大なお別れ会もしてもらったんだから……。


でも、こんなふうに選択肢もないまま都合よく流されてる感じがすごく嫌！


私の意思とは関係なく進んでいて。


どうしても、あと一歩が踏み出せない。


というか、踏み出したくない。


「口とんがってる」


「えっ!?」


「旦那様が言った通りだ。悩んでるときとか、内心怒ってるときは口がとんがるって」


郁夜は少し意地悪っぽく、衝撃的な言葉を放った。


そんな癖が自分にあったなんて知らなかった……。


お父さんは、知ってたんだ。


お父さんにずっと放置されてると思っていたけど、ちゃんと私のこと見てくれてたの……？


その真実を素直に受け入れられなくて、複雑な気持ち。


「そんな顔するなよ。眉毛が森もり本もとレオになってる」


そして、私を諭すように優しく微笑んだ。


「わかってるよ、オマエの気持ち。オマエの意思とは関係なしに、こっちの都合で外堀埋めるようなことして悪いと思ってるよ」


郁夜の優しい声が伝えるその言葉が、心の奥に沁しみ入いる。


どうして、私の気持ちがわかるんだろう。


不思議な人。


スルリと私の心の奥に、優しく入ってくる。


私は、じっと郁夜の言葉に聞き入った。


「でもな、旦那様がオマエの身を案じてのことなんだ」


そう言いながら、ティーセットを持ってきて綺麗な手でお茶を淹いれだした。


ピリピリしていた私の気持ちを、そっと解きほぐすような優しい香りが部屋中に漂う。


「選べよ」


私の前に、ハーブティーを優しく置いて言った。


「え……？」


「旦那様の考えはこれまでの通りだ。でも、最終的にどうするかはオマエが選べ」


ここに来て、私に選択肢を与えてくれるの？


でも。


「そんなこと、できるの……？」


郁夜の立場が危うくなったりするんじゃ……。


「強硬手段だけどな。学園に行かず、ここを出ていって、親の保護なく一人で生活する選択をするなら。本気でそれを選ぶなら、叶かなえてやるよ。どんな手を使ってでもな。俺はひなの執事だから」


郁夜……。


いくら専属執事ってやつでも、そんなことしたらクビになったりするんじゃないの？


でも、そのくらい郁夜は真剣なんだ。


きっとこれが、執事とお嬢様の信頼関係。


私が気づいていなかっただけなんだ。


郁夜の忠誠心に……。


「そうなるなら、執事としての最後の仕事だ」


え……??


「最後の仕事ってどういうこと？」


「仕えるお嬢がいなくなったら、執事は無用だ」


──ズキン……。


そうなることは容易に想像がつく。


でも、郁夜の口から直接聞いたら……。


ズキズキと胸が痛んだ。


昨日会ったばかりの人なのに。


サイテー執事だと思ってたのに、こんなに胸が痛むなんて。


わかってる。


私がこんなに抵抗してるのは、お父さんに対する反抗なんだ。


お父さんに対して、素直になれないだけなんだ……。


沈黙が続いた。


ハーブティーから湯気が消えている。


郁夜は黙ってずっと立っている。


お父さんに対するこの気持ちは、あまりにも幼稚だってわかってる。


ここは素直になるところだってことも。


そして、郁夜の今後も、私次第……。


それを背負うつもりじゃないけど、もう会えなくなるのは、ちょっと……、やだ。


「……わかった。行く。イル・ソール学園に行く。決めたから」


スカートをギュッと握りしめながら言った私の言葉に、郁夜は少し微笑んだ。


「承知いたしました。ひなお嬢様」


深々とお辞儀する。


その所作があまりにも美しくて、ドキンと胸が跳ねた。


……もう、あとには引けない。


この先なにが起こるかわからないけど、郁夜がいれば乗り越えられる気がした。


ドＳで変態で俺様で意地悪で。でも、頼もしい。


そんな執事がついている……。
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初登校！




「おはようございます。ひなお嬢様、お支度は整いましたでしょうか」


一夜明けて、優しい笑顔の郁夜が部屋に入ってきた。


今日は朝から執事モードか～。


ちょうど、制服に着替えたところだった。


イル・ソール学園の制服は、胸元のロイヤルブルーの大きなリボンがとっても上品でかわいい白のブレザー。


リボンの中央には、学園の校章らしきバッジがついているんだけど、まさか純金なんて言わないよね……？


でも、生地からも高級な感じがプンプンする。


「このスカート、短めな気がするけど大丈夫？」


プリーツがたくさん入った青いバーバリー柄のかわいいスカート。


膝上10センチのこのスカート丈が好きで、東丘高校の制服もこのくらいにしてたんだけど。


普通は大体膝下って校則があるよね。


東丘なら誰も守ってないけど、お嬢様学校なら校則厳しくて、足は隠したりしそう。


「校則はあってないようなものなので。丈もちょうどよくてお似合いですよ」


あ、そうなんだ。


スカートが長くておしとやかなお嬢様ばかりだと思ってたけど、この長さもアリなんだ。


よかった！　まさかギャルもいたりする？


「失礼いたします」


私を鏡台の前に座らせて、髪をセットしてくれた。


今日は毛先をゆるく巻いて、サイドを編み込み。


朝からテンション上がっちゃう！


郁夜が作ってくれた朝食を食べて、いざ出発！


イル・ソール学園へ！


うわぁ～。ドキドキする～～！





登校は、ほとんどの生徒が車なんだって。


今日も郁夜の運転する黒塗りの高級車に揺られている。


ところで郁夜って何歳なんだろ？


あまり離れてない気がするけど、落ち着きと貫かん禄ろくがある。


免許持ってるってことは、18歳以上だよね？


私、郁夜のことなにも知らないなぁ……。


「30分程で到着いたします。教科書は教室に届けてございますのでご心配なく」


「は、はい。ありがとうございます」


運転してる郁夜の後ろ姿を見つめていたから、いきなり話しかけられてびっくりしちゃった。


教科書とかいらないんだけど。


いきなり授業ってありえないよ～。


でも、お坊ちゃまとかお嬢様って意外と勉強しなさそう！


だって、あの双子たち頭悪そうだったし～。ああいうのがいる学校なら、意外と勉強についていけるかも～！


「お嬢様、ニヤニヤして気持ち悪うございます」


うっ!!


我に返ると、バックミラー越しに郁夜の意地悪な笑顔が見えた。


わ～～～～！　私のバカ～～～～!!


すぐトリップしちゃうこの癖、なんとかしなきゃなぁ……。


「お嬢様、今後はわたくしに対して敬語はおやめくださいませ」


「えっ!?　でも……」


勝手に敬語になっちゃうんだもん。


なんだかドキドキするし、年上っぽいし、完璧すぎて……。


「でも、じゃございません。執事は使用人でございます。他の使用人にも示しがつきません。あと、わたくしの名前にさん付けもいけません」


「でも……」


「ひな様……？　お仕置きされたいのですか……？」


うわっ！　黒い魔王オーラが出てる！


今は、執事モード時でもブラックな郁夜になるからさらに逆らえない。


「頑張ります……。あっ、が……頑張る……」


そんな私を見て、楽しそうにクスッと笑う。


ちょっと～。頑張ってるんだから笑わないでよ。


恥ずかしい。


「では……わたくしの名をお呼びください」


おっと～！　出た！


このドＳめ～！


「い、郁夜……」


「結構でございます」


う～～～～。余裕のニンマリ顔してる！


悔しい～～～!!


「ひなお嬢様はドＭでいらっしゃいますねぇ……」


「ちっ違うもん!!」


しばらく綺麗な田園風景の中を走っていたら、なにやら遠くに門が見えてきた。


遠くからでもばっちりわかる大きな門。


あれか～。


毎日何台の車が出入りするんだろう。


「それと……。理事長のご病気の件は、側近の者以外には秘密になっております。くれぐれもご入院されていることを漏らさぬようお願いいたします。財閥の今後にも関わってまいりますので」


「……はい。……えっ？　お父さんって、ここの理事長なの？」


「左様でございます。この私立イル・ソール学園の理事長でございます」


そうなんだ！


お金持ちの学校の理事長とは聞いたけど、まさかここだとは……。なんだか複雑。


「ひな様が理事長のご令嬢だとわかれば、面倒なことに巻き込まれるかもしれませんので、こちらも伏せてあります。様々な事情がある方も多いので、よほど興味を持たれなければ財閥のことまで聞かれることはないでしょう」


「でも、名乗ったらすぐばれるんじゃない？」


「ご心配なく。【真神】は、ひな様のお母様の姓です。旦那様は婚姻の際に婿養子に入られておりますので。旦那様は、今は婚姻前の姓を名乗っておられますので、【真神】で気づく方はいないでしょう」


ふ～ん……。


めんどくさいけど、とにかくお父さんは今は違う姓を名乗ってるってことで、私は普通にしててもなにも心配ないってことか。


でも、お父さんが婿養子だったなんて知らなかった。


真神はお母さんの姓だったのか。


じゃあ、同じ真神だったおじいちゃんとおばあちゃんは、お母さんのお父さんとお母さんだったんだ。


なにも知らなかった。


じゃあ……。


私の中に、疑問が浮かんできた。


「お父さんが今名乗ってる、結婚前の苗みょう字じって？」


郁夜は、ちょっと躊ちゅう躇ちょしたように見えた。


「……【久く條じょう】でございます」


ふーん。くじょうこうたろう……かぁ。


んっ!?　久條光太郎……？


久條財閥……。


ウソ!?


私の身が危険って言った郁夜の言葉が、大おお袈げ裟さじゃないような気がしてきた。


だって、久條財閥っていったら……。


世界長者番付を賑にぎわせたり、CMでよく見る会社はけっこう久條財閥関係らしいし……。


私でも知ってるくらいの日本の大財閥！


お父さん、元は久條財閥の人間だったんだ……。


そんでお母さんと結婚して、なぜか婿養子に入って【真神】になった……。


でも、今はまた久條に戻った。


なんで？　よくわからないけど、なんだかロマンチックなラブストーリーのような感じがする～！


駆け落ちとか？　やだぁ～！　素敵！


お父さんとお母さんの馴なれ初そめなんて興味なかったけど、今度聞いてみたいな。


「到着いたしました」


あぶないあぶない！


また妄想の世界にトリップしちゃうとこだった！


「久條財閥のグループ会社ということで、【真神コーポレーション】というカムフラージュの会社を立ち上げております。ひな様は、そこのご令嬢ということになっておりますので、ご心配なく」


カムフラージュのために会社を立ち上げちゃうなんてっ！


そんなことまでできちゃうんだ！


郁夜は運転席から降りて後部座席のドアを開け、この前と同じく手を差し出した。


ドキッとしたけど、今回は自然に手が伸びた。


そっと郁夜の綺麗な手を取る。


かすかに郁夜が微笑んだ。


「まいりましょう」


郁夜は、私の鞄を持って入り口らしき大きな扉に向かって歩きだした。


私に歩幅を合わせてくれている。


「車は？」


乗り捨て状態だけどいいの？


「係の者がおりますので」


そうなんだ!!　ホテルみたい！


下駄箱なんてなけりゃ、靴も脱がない。


一流ホテルのような豪華な建物。


とても学校に見えない!!


床も大理石ってやつかなぁ？


ピカピカ輝いている。


「まず学園長室へ」


理事長とは別に、学園長がいるのね。ふーん。


郁夜に連れられて、広い学園内を歩く。


登校時間は過ぎているのか、生徒とすれ違うことはなかった。


学園長は、40代後半の男の人だった。


そしてその後ろには、秘書兼執事と名乗る若い男の人がいる。


やっぱりみんな執事付きなんだ。


とんでもないところに来てしまったと、今さらながら少し後悔しつつ。


簡単に挨拶を済ませ、IDカードを受け取った。


「それでは教室にまいりましょう」


「はい」


いよいよクラスメイトとご対面かぁ……。


仲良くなれるといいけど……。


ドキドキするなぁ。












Ａクラス




教室とは思えない、立派な白い扉の前に着いた。


しかも両開きで重そう。


学校の教室の扉って、引き戸で中が見えるようになってるのしか知らないんだけど……。


「１年Ａクラスがひな様の教室でございます」


見渡す限り、扉は一つしかない。


「１年生って１クラスしかないの？」


「いいえ。ＡからＣまでございます。ＢとＣは別の場所に」


公立とか普通の私立高校とはわけが違うのね。


「もうすぐ授業が始まります。この先でクラス委員長が待っているそうです。まいりましょう」


うう～。ちょー緊張なんだけど！


「緊張する……」


思わず不安が口から漏れてしまった私に、郁夜は優しく微笑みかけた。


「わたくしがついております」


うっ。　またしても胸を撃ち抜かれる。


今日はずっと執事モード全開だ。


執事モードのときの郁夜は、クールなんだけど完璧な優しい笑顔。


美しくて、何度見ても慣れない。


郁夜がついてるから大丈夫だよね！


よし、頑張ろう！


郁夜が重い扉をゆっくりと開けた。


この先に、どんな世界が広がっているのやら。


怖くなって、思わず郁夜の後ろに隠れた。


「お待ちしていました」


室内から聞こえた男の人の声に、郁夜の背中の後ろからそっと中を覗いたら……。


そこは教室ではなくて、高級な喫きっ茶さ店のような部屋だった。


明るい陽ひが入る大きな窓に、素敵なレースのカーテン。


ヨーロッパのお城みたいなソファーとテーブルが数ヶ所にある。


そこにはたった一人、メガネ男子がいた。


黒髪で、切れ長の瞳。


背が高くて、メガネが秀才っぽい。


クールだけど機械的な笑顔。


同い年とは思えないくらい、落ち着きと貫禄がある。


「おはようございます。本日より転入いたします真神ひな様でございます」


郁夜が深々と礼をする。


なんとなく、私も深々と頭を下げた。


「はじめまして。Ａクラスの委員長をしている結ゆう城き蓮れんです。よろしく」


わぁ。クール……。


早織がいなくてよかった。絶対ひっくり返ってる！


そのくらい、知的でかっこいい……。


最近私の周り、イケメン祭りだわっ！


「ひな様、ご挨拶を」


郁夜の耳打ちが聞こえた。


「あっ……。はじめまして。真神ひなと申します。よろしくお願いいたします」


こんなんで大丈夫……？


バイトで鍛えた丁寧語なんだけど。


チラッと見たら、郁夜は小さく頷いてくれた。


結城くんは、表情を変えずに無言で郁夜を見る。


なんなの、この間は？


あ、もしかして私が自分の執事の紹介をするべき!?


「あ……、えっと。こちらは執事の、藤堂郁夜です」


その瞬間、結城くんの眉毛がピクッと動いた。


え!?　なにっ!?


「藤堂……。へぇ……優秀な執事をお持ちで……」


はい？　どういう意味？


結城くんはあごに手を置いて、少し驚いた顔してる。


でも、すぐ元のクールな顔に戻った。


「じゃあ早速だけど、案内するから。ここがサロン。休憩時間に自由に使ってる。右の扉は、執事用の部屋。左は教室」


執事用の部屋なんてあるんだ。


教室の扉は、やっぱり引き戸じゃないっ。


豪華な扉になってる。


「じゃあ、クラスのみんなに紹介するから」


「はい」


結城くんは、スタスタと教室の扉に向かった。


あっさりした人だな～。


めんどくさくなくていいかも！


あっけなく、結城くんが教室の扉を開けた。


わ～～！　心の準備が～！


うう～～～～～。緊張するよ～～～～！


そっと目を開くと……。


扉の向こうは、想像を絶する世界だった。


小学校から馴染んだ普通の机と椅子じゃない！


サロンにあったような豪華なテーブルと椅子。


そして、きらびやかな男子と女子。


ううん、男子と女子なんて感じじゃない。


まさに、お金持ちオーラ満載の御曹司とお嬢様たちが座って、こっちを見ている。


そして、その傍らには一人につき執事が一人立っている。


なんだこれ！　ここはレストランですか……？


ここでホントに勉強するの～～？


「転入生を紹介します。真神ひなさんです」


「よろしくお願いいたします」


結城くんに紹介されて、入り口で挨拶をした。


温かい拍手が起こって、ホッと胸を撫なで下おろす。


よかった～。


「まぁ。珍しい！　転入生ですわ」


「この時期に珍しいな」


でも、すごい好奇の視線が降り注いでる。


まるで動物園のおサルさんになった気分！


でも、セレブたちの興味は私じゃなくて……。


「まぁ!!　ご覧になって！　あの執事、Ａ級執事のバッジがついていますわ！」


「おぉ！　すげ～！」


「あの方、もしかして郁夜様かしら!?」


「まぁ、本当！　あの郁夜様ですわ！　郁夜様がどうして!?」


えっ？　なになに？


急に教室中が騒がしくなった。


Ａ級執事……？　みんな郁夜のこと知ってるの……？


どゆこと……？


よくわからないけど、教室中が郁夜フィーバーになってる!!


後ろで佇む郁夜を見たら、伏目がちに無表情。


自分はあくまで執事ですからって、私の後ろにいるつもりみたいだけど、誰よりも目立ってますけど！


「そして……」


結城くんが、郁夜を見る。


「執事の藤堂郁夜でございます」


郁夜が軽く会釈をした。


「きゃ～～～～～!!!!」


「やっぱり郁夜様よ～～～!!」


「なんて麗しい……」


お嬢様たちはみんな早織みたいになってる。


お坊ちゃまたちはなんだか面白くなさそう。


他の執事さんたちは……驚きと好奇の目をしてざわついている。


なんなのなんなの～～？


郁夜って、有名人!?


その後、先生が教室に入ってきて騒動が収まった。


結城くんに教えてもらった自分の席に座ると、また緊張してきちゃった。





授業が始まると、執事たちは教科書とか授業道具を用意して、教室を出ていった。


「執事室におりますので。授業が終わりましたらまたまいります」


そう言って郁夜も教室を出ていってしまった。


最初の授業は、英語！


嫌な予感が的中！


もうすでに心が折れそう。だって、先生は外国人。


授業はすべて英語だしっ！


教科書も、東丘高校とは全然レベルが違う！


発音も速すぎるし、流りゅう暢ちょうすぎてなに言ってんだかわかんないよ～。


セレブたちだって、わかってないんじゃないのぉ～～～？って、周りを見たら……。


斜め前の結城くんが、iPadをいじってるのが見えた。


おやおや～？　遊んじゃってるの～～？


ゲームかな？　メールかなっ？


同志を見つけた気分になって、ウキウキしながらちょっと覗いてみたら……。


株価をチェックしてた。


…………。


同志なんかじゃなかった。脳ミソのレベルが違いすぎる。


そんなとき！


先生（名前すら聞き取れない！）が、結城くんを当てた。


「Mr. Yuki, please answer.」


きゃ～～～～！


答えられなくて怒られちゃう!?


怒られちゃう～～～～～!!??


「Amid growing insecurity around the back of credit and support for Greece, the Board opened the European Central Bank determines the monetary policy of the euro, immediate interest rate policy, decided to defer.」


……え？


「Amazing！　Perfect.」


わっと拍手が起こる。


パーフェクト……は、聞きとれた。


「He is nice.」


「Cool…….」


女子がぽわんとした顔でコソコソ話しているんだけど。


コソコソ話も英語って……。


結城くんって、秀才っぽいけど（メガネが）本当に秀才なのかも。


授業の40分間は、私にとってまさに地獄だった。












まさかのあいつら




英語の授業が終わったあと、私の机の周りにはクラスのお嬢様たちが集まってきた。


「真神さん、サロンでお茶しません？」


「いいですけど……次の授業は……？」


「次の授業まで40分間休憩ですの」


なんだそれ！　なんかわかんないけどラッキー！


「じゃあ、お茶ご一緒します」


色々バイトしててよかった。


お嬢様語（？）はよくわからないけど、最低限の丁寧語は話せてそう。


お嬢様たちは嬉しそうにしてくれてる。


よかった。仲良くしてもらえそうだなぁ。


「では、わたくしたち……」


「「郁夜様のお茶をいただきたいですわぁ～～～～」」


私の机に集まった五人のお嬢様たちは、一斉に黄色い声の大合唱。


……。


そういうことか。


どこの世界にも早織みたいな子がいるんだね。


早織が大量発生!!


五人のお嬢様たちのあとについていって、サロンに移動した。


休み時間はこうやってお茶したりお喋りしたり、自由に過ごしてるんだって。


五人のお嬢様たちはそれぞれ自己紹介してくれたけど、皆様難しいお名前で……。


いや、失礼。


由緒正しそうなお名前ばかりでなかなか覚えられない……。


少しずつ覚えていかなくちゃ。


お嬢様たちは郁夜の登場を待ちわびてる。


なんで郁夜のことを知ってるのかを聞きたいけど、まずはお茶会の用意をしてもらわなきゃ！


授業が終わったあと、すぐに教室に来た郁夜は、お茶の用意をしてくるって言っていなくなったから、執事室にいるよね。


授業が終わって出入りが激しくなってる執事室を覗いてみた。


「郁夜……？」


あれっ？


郁夜がいない。


20畳くらいの執事部屋は、お茶の用意をする執事さんでいっぱいだったけど、その中に郁夜の姿はなかった。


「藤堂くんは奥のＡ級執事室におります、お嬢様」


中から執事さんが出てきて教えてくれた。


黒髪で30代前半っぽい落ち着いた執事さん。


「ありがとうございます」


「わたくしは、結城蓮様の執事の桜さくら庭ばと申します」


あ～！


結城くんの。


なんとなく雰囲気が似てる！　頭よさそう！


「藤堂くんをお呼びいたしましょう。……Ａ級執事の部屋を使用できる執事にお会いできて光栄でございます」


そう言い、一礼して部屋の奥に消えた。


?????


さっきから言ってるＡ級執事ってなに？


郁夜ってすごいの？


「お待たせして申し訳ございません」


間もなくして、郁夜が来た。


「ねぇ～、Ａ級執事ってなに？　郁夜ってすごいの？」


単刀直入な私の質問に、郁夜は少し沈黙した。


「────…………。ご用件はそれだけではございませんよね？」


「あ、うん。お嬢様たちが郁夜のお茶を飲みたいって。40分も休憩あるなんてすごいね！　ちょーゆとり教育！」


クスッと、後ろからかすかな笑い声が聞こえた。


振り向いたら、結城くんが近くのソファーに座ってiPadをいじっていた。


「いや、失礼。キミ面白いね」


さっきまでの機械的な笑顔と違って、セクシーな笑顔……。


こんな顔もするんだ～ってキョトンとしちゃった。


「あー……。いや～、だって、授業進まなくないですか……？」


「このクラスの人たちは、高校で習う勉強はほとんど中学までに終わらせてるからね。ここに来てる目的は人それぞれだけど、教科書上の勉強が必要な人はあまりいないんだよ。キミは、どこの学校に行っていたんだ？」


「ひが……」


えーと……東丘高校って言っていいのかな。


躊躇してる私の横で郁夜が口を開いた。


「ひな様、お話し中失礼いたします。お嬢様方がお待ちのようです。お茶のご用意をいたしますので、どうぞお席でお待ちください」


「あ！　そうだ。待たせちゃってる！　結城くん、ごめんなさい。じゃあ、また」


「いや、こちらこそ失礼」


結城くんはクールな笑顔に戻って、またiPadに視線を落とした。


よくわかんないけど助かったみたい。


それにしても、高校で習う勉強を中学で終わらせてるって。


ありえな～い！


結城くん、私のことからかってる？


郁夜は結城くんに頭を下げ、執事室に戻っていった。


あっ！　結局、Ａ級執事のこと教えてもらってない！


とりあえず、私もお嬢様たちが待つ席へ戻った。


「今、郁夜がお茶の準備をしていますから」


「まぁ！　とっても楽しみですわ」


「ところで、みなさんは、どうして郁夜のことを知ってるんですか？」


郁夜が教えてくれないんなら、こっちに聞けばいいや。


私の質問に、お嬢様五人組は目を輝かせた。


キラリン。


「郁夜様は大変優秀な執事ですし、あのご容姿ですもの……。わたくし、中等部の頃からファンなんですの」


「わたくしも！　執事養成学校を首席で卒業されて、Ａ級執事でいらっしゃって。こんな間近でお会いできるなんて夢みたいですわ」


「本当！　お写真よりずっと美しいですわ。実物の郁夜様にお会いできるなんて！」


そう言って、胸ポケットから取り出した鏡をこっそり見せてくれた。


そこには、郁夜の写真が貼ってある！


なんかの切り抜きみたい。


【注目の執事ランキング！】って書いてある。


……明らかに盗撮っぽいんですけど。


「わたくしもその本持っていますわ。わたくしの一番のお気に入りは、これ」


【ステータスＵＰ!　高ランク執事！】って書いてある切り抜き。


「この切り抜きのこと、わたくしの執事には秘密にしてくださいね？　ヤキモチを焼いちゃいますから」


「わたくしの執事にも！　郁夜様には敵かなわないのに～」


「そうですわ。悔しかったらＡ級執事を取ってごらんなさいって思いますわ～」


お嬢様たちは、少し後ろで控えている自分たちの執事に聞こえないように、小さい声でクスクス笑ってる。


「それ、なんですか？　雑誌の切り抜き？」


「まぁ、ご存知ありませんの？　執事Bookですの」


鞄から、写真集的な本を出して見せてくれた。


なにこれ!?　まるでアイドル雑誌！


「私はこれですわ」


そっちは、執事の写真集。


「選ばれた執事だけが載る執事本ですの」


「目の保養ですわ～」


なんだか、このノリ……庶民もお嬢様も同じなんだな～。


お上品で堅苦しいお嬢様たちばかりかと思ったけど、意外と早織みたいな子がたくさんいて嬉しくなっちゃう。


「でも、あの郁夜様がついにお嬢様に仕えるなんて……。驚きですわ！」


──え……？


「お待たせいたしました、お嬢様方」


話の途中だったけど、郁夜の登場にお嬢様五人組は目を輝かせた。


それから、今の話題がブッ飛んで優雅なお茶会が始まったんだけど……。


Ａ級執事……？


郁夜がついにお嬢様に仕えた？


疑問が満載で、お茶の味がしなかった。


「よかったらご覧になって」


ぼーっとしてしまっていたからか、お嬢様の一人がさっきの本を貸してくれた。


そんなに興味は湧かなかったけど、せっかくだからパラパラと見ていたら……。


ぶほっ!!


こっ……これはっ!!!!


見開きいっぱいを使って、郁夜の写真が載っていた。


執事養成学校時代の盗撮なのか、中庭らしき場所でベンチに座って友達とくつろいでる感じの写真なんだけど。


郁夜、せ……制服着てる～～～～!!!!


ヤバイ。鼻血出そうなくらいヤバイ。


少しだけ幼く見える郁夜は、それでもセクシーにシンプルかつ上品なブレザーの制服を着こなして、相変わらずのちょっと危険な微笑みを浮かべている。


ネクタイを緩めて、シャツのボタンもけっこう開いていて、さっ鎖骨がぁぁぁ！


セクシーな鎖骨がチラリと……。


ああ、ヤバス。


私、もしかして制服フェチ!?


いや～～～！


あの親父と同じなんて、いや～～～～!!


でも、まさに垂すい涎ぜんモノのお宝写真！


ハァハァ……。


……って、バカ!!


私のバカ!!


なに食いついちゃってんのよ！


我に返ったところで恐る恐る郁夜を見ると……。


──ニヤリ……。


郁夜のお茶とお菓子に盛り上がっているお嬢様に気づかれないように、確かに笑った……。


ヤバイ。　見られた。


郁夜の制服写真をガン見して、しかも萌もえてしまってたのをバッチリ見られた！


ひぃぃぃぃぃ～～～～～～!!!!


慌てて郁夜から視線を外して、手元の執事本をパラパラめくった。


落ち着け、私。


別に郁夜の写真だけ見てたわけじゃないしぃ～。


ほら、他のページだって、みごとにイケメンばっかり！


あら？


お嬢様五人組の執事さんや、さっきの桜庭さんの写真もあった。


そして……どっかで見たことある執事さんの写真。


佐伯……って……。


あ！


ティンカーベルで会った、あのむかつく双子の執事！


もしや!?


嫌な予感がして、ざっと周りを見回してみたけど、あの双子の姿は見当たらない。


よかった～！


同じクラスじゃなくて安心した。


そもそも、同じ学年かどうかもわかんないしね。


そうそう。クラスを見回したとき、ふと気づいたんだけど。


このクラス、やけに生徒が少ない。


そして男子ばっかり。


女子は、この五人とあと二人くらいしかいなかった。


「Ａクラスの生徒はこれだけですか？　20人くらいしかいないけど……」


「そうですわ。Ａクラスですから。あと……、今日は神じん宮ぐう寺じさんたちはお休みかしら？」


「今日はいらっしゃらないですわね。最近、庶民文化をお勉強されてるみたいですわよ」


Ａクラスですからって、その意味がわかんない。


それより。神宮寺さん……たち……？


庶民文化……？


嫌な予感がするんですけど……。


「「おはよ～～～！」」


まさにそのとき、サロンの扉が開く音がして、男子の声が響いた。


しかも、二人分の声……。


やっぱり不吉な予感が再来。


「まぁ。噂うわさをすれば、神宮寺さんたち」


「今日もステキ」


このお嬢様たち、ミーハーだな～……っていうか、そんなことより、怖いんですけど。


その、神宮寺さんたちを見るのがとっても怖いんですけど～～～～～!!!!


不吉すぎる……。


まさか、まさかだよね……？


「今日も遅刻か？　庶民ごっこは自由だが、せめて連絡をしろ」


「はいはい、結城委員長。以後気をつけま～す」


「ついつい面白くってさ～。今日なんて庶民バスに乗ろうと思ったんだけど、佐伯に止められてさ～」


その瞬間、バン!!と扉が開いて、ゼイゼイと息を切らした執事が、よろけながら入ってきた。


「こ……煌星様、凰星さ……ま、……ハァハァ……ご無事でしたか……」


「あ～佐伯、ご苦労様～」


「庶民タクシーのほうが早く着くとかってどうなの～？」


「も……申し訳、ございません。しかしっ、もう、無茶はおやめください……」


「「はいは～い。もういいから、執事室で休んでなよ」」


ひ……ひどい。やっぱり、あいつら……！


それは、まぎれもなくティンカーベルで会った、あのむかつく双子だった！


ま───じ────で───────!!!??


「相変わらずだな。今日は庶民タクシーでご登校か」


結城くんのテーブルに、双子たちも座って話し始めてる。


どうか、どうか私に気づきませんように！


「そうなんだよね～。庶民タクシーってさ、メーターがついてんの！　走るごとに金額が上がってくんだけど、最初710円スタートでさ～」


「そうそう！　710円って！　爆笑でしょ？　庶民の世界は、とりあえず０が一つ少ないよね～」


「まぁ、消費者の生活を知るのはいいことだが……。あと少しで夏休みだからな。それまで少しくらい辛抱したらどうだ？」


「わかったよ、蓮」


「その代わり蓮も今度一緒に行こうよ。庶民の街、まじで面白いから！　一番の傑作は……」


「「ティンカーベル!!」」


二人声を揃えて盛り上がってる。


盛り上がりすぎてて、こっちにまで会話が聞こえてくるんですけど～～。


「それはそうと、転校生がいるんだ。紹介す……」


「「あ～～～～～～～～!!!!!!」」


結城くんの声を遮って、双子の叫び声が聞こえた。


「「ティンカーベル～～～～～～～!!!!」」


明らかにこっちを向いて、指まで差してる！


あ────。


……オワタ…………。


「ティンカーベル？　知り合いか？」


結城くんから、私と双子を交互に見てるんだろう視線を感じる。


「真神さん、妖精なんですの？」


お嬢様五人組も、目をキラキラさせて私を見てる。


んなわけないでしょ！


「ひな様、神宮寺様をご存知で？」


郁夜が耳元で囁く。


「い……いや。ご存知っていうか……。この前、偶然会ったっていうか……」


思いっきり物申したというか、睨にらみ合あってケンカっぽくなったなんてとても言えない！


うわ、ほんと最悪！


まさか同じクラスなんて！


前途多難すぎるでしょ、これ。


「あんた、なんでここにいるの!?」


「そうそう！　イル・ソールの制服なんか着ちゃってさぁ～～」


「「コスプレ!?」」


うわっ！　このテンション、ウザイ！


こっち来ないでよ！


しかも、コスプレだとぉ～？


お父さんと一緒にするな～～！


「神宮寺様、本日よりこのクラスに転入されました、真神ひな様です」


近づいてきた双子に立ちはだかるように、郁夜がスッと間に入って礼をした。


「転入!?　このクラスに？」


「噓でしょ？」


「本当だ。失礼だぞ、凰星、煌星」


結城くんが静かに制してくれたけど……。


「しかも、なんでＡ級執事なんかがついちゃってるわけ!?」


「ほんと～！　Ａ級執事とかすごいじゃん！」


「「なんであんたに!?」」


「どういうことだ？　煌星、凰星」


あああ～～～！


結城くん、聞かないで～！


なんかクラスのみんなが集まってきちゃってるし。


「「だって、ついこないだまで、庶民の制服着て庶民の街にいたのに～」」


二人は顔を見合わせて、そして私をじっと見た。


「「「「え～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～!?」」」」


クラス中、大騒動!!


あ～～～～～～～～～～～～～～～!!!!


ほんと、最悪すぎる！












もうやだ！




はぁ……。


何度目のため息だろう。


「よりによって神宮寺のバカ双子とねぇ……」


郁夜がお昼ご飯を給仕しながら呟いた。


あのあと、すぐ授業が始まったんだけど、みんなの視線が痛くて。


教室中から聞こえる『庶民』っていうヒソヒソ声に耐えきれなくなって、授業終了と同時に教室を飛び出しちゃったんだ。


ニヤニヤしたあの双子が近づいてきたから、なおさら。


咄嗟に逃げてきちゃった。


郁夜に怒られるかと思ったけど……。


なにも言わずに車を回してくれて、家に帰ってこられた。


ちょうどお昼の時間だったから、郁夜が食事を用意してくれたんだけど、喉を通らない。


「ティンカーベルね～……」


怒ってるかと思ったけど、郁夜は意外にも無表情で食事を取り分けてくれてる。


あの双子とティンカーベルでなにがあったかとか、なにも聞いてこないし……。


それが逆に怖かったりするんだけど。


「……怒ってる？」


「怒られるようなこと、したわけ？」


「してない！　ティンカーベルであの人たち、ありえないくらい失礼だったもん」


「じゃぁ、いいじゃん。なんも気にしなくても」


「でも……」


あのクラスには、もう戻りたくない……。


『庶民』ってコソコソ言われて、ちらちら見られて。


もう仲良くできる気がしないよ。


やっぱり住む世界が違うんだ。


どうしてお父さんは、私に庶民の生活をさせたんだろう。


本当はお金持ちなのに、それを隠して私にだけ庶民の生活をさせていた。今までずっと。


なんで？　庶民をバカにしてるとしか思えない。


そして、私を庶民の生活に押し込めたかっただけなんだ。


隔離したかったんだ……。


自分だけいい生活して、庶民をバカにして、私に苦労させて……。


ずっと放置して……。


それなのに、突然こんな新しい世界に押し込んで、恥をかかせて。


もう、全部やだ!!!!


「早織に会いたい……。美里さんに会いたい……」


自分の呟きに、ハッと気づいた！


美里さん!!!!


親戚なんだから、なにか知ってるはず。


むしろ……。前日に会ったのに、お父さんのことなにも言ってなかったのはおかしい。どうなってるの？


「郁夜」


「なんだ？」


「美里さんに会いたい。知ってるでしょ？」


「……ああ」


郁夜は食後のハーブティーを淹れながら返事をしたけど、こっちを見ない。


「美里さんに会わせて。親戚なんだから、美里さんも久條の関係なんでしょ？」


「……ああ」


郁夜、なんか隠してる……？


郁夜だけは信用できると思いかけていたのに……。


「会わせてよ」


自分でも驚くくらい低い声だった。


でも、郁夜は相変わらずの無表情でハーブティーを用意している。


ハーブティーを私の前に置いて、初めて私の目を見た。


────ドキッ…………。


その瞳に、一瞬吸い込まれそうになる。


あまりにも綺麗で……でも……。


「なにか、隠してる？」


郁夜だって、信用できるかわからなくなってきてる。


ぐっと力を込めて、惑わされないように郁夜を見た。


「……会わせてやるよ。それが望みなら」


そして、綺麗な手を伸ばしてきた。


ふと、温かい感触が頰に伝わる。


郁夜の手が、私の頰に触れていた。


ドキドキドキドキ……。


一度は静まった胸の鼓動が、また速くなる。


なんで……？　もう、やだよ。


郁夜は私をおかしくさせる。


「でも……」


郁夜は私の瞳を真っ直ぐ見ながら呟いた。


私はこの胸の鼓動を悟られないように、キッと踏ん張る。


郁夜の覗き込むような視線を、シャットアウトするように。


これ以上私の心の奥を見られないように、心をブロックした。


「…………」


郁夜は、でも……と呟いたあと、沈黙している。


次の瞬間……。


郁夜は私の頰から手を離した。瞬時に温もりが消える。


「……お連れいたします」


一礼して、郁夜は背を向けた。


ズキンと胸の奥が痛くなる。


いいの。郁夜には甘えられない。


だって、あの温もりも全部【仕事】だから……。


郁夜が部屋から姿を消したあとも、優しいハーブティーの香りが漂っていて泣きたくなった。





────トントン。


「ひなお嬢様、失礼いたします」


郁夜が戻ってきたのは、30分後だった。


「失礼いたします」


美里さんの声!!!!


「美里さん!!!!」


郁夜の後ろから部屋に入ってきた美里さんは──。


今まで見たことのない美里さんだった。


白いシャツに、黒いベスト。そして黒いパンツ。


まるで、高級ホテルのスタッフのような格好だった。


「美里……さん……？」


「ひなお嬢様、今までのご無礼をお許しください」


えっ……？


深々と頭を下げる美里さん。


今までの美里さんとはまるで別人だった。


「今まで、親戚と名乗っていたことをお許しください。私は久條家の使用人でございます。ひな様の身を守るため、そして教育係として、旦那様からの命を受け、今まで親戚としてひなお嬢様と過ごしてまいりました」


そんなっ……。


美里さんまで、私を騙していたの……？


今まで優しくしてくれたのも、家事を教えてくれたのも、全部仕事だったからなんだ……。


お父さんからの命令だったんだ……。


目の前にいるのは、今までの美里さんじゃない。


もう、「ひなちゃん」って呼んでくれないんだ……。


美里さんも、そして郁夜も。


仕事だから私と一緒にいるんだね。


もう、誰も信じられない……！


気がついたら、私は部屋を飛び出していた。


「ひなお嬢様!!」


後ろから美里さんの声が聞こえた。


悲しそうな声。でも、振り向かない。


それも、仕事だからでしょ？


エレベーターに飛び乗って、私はマンションの外へ駆け出した。





「ひな……？　やだっ！　どうしたの!?」


夢中で走って走って。気がついたら早織の家のインターホンを鳴らしていた。


早織を見た瞬間、涙が出そうになったけどぐっと堪える。


早織に心配かけちゃう。


突然駆け込んじゃって……。


「とりあえず、上がって！」


早織がいつものように優しく笑ってくれた。


「ありがとう」


それから、早織にすべてを話した。


お父さんが病気らしいこと。


本当はお金持ちだったらしいこと。


突然現れた郁夜は執事ってこと。


今日からイル・ソール学園に転入したこと。


あの双子がクラスメイトだったこと。


クラスのみんなから庶民ってコソコソ言われて、思わず教室から逃げてきてしまったこと。


そして、ずっと親戚だと思って慕っていた美里さんが、実は使用人で、しかもお父さんの命令で私の教育をしていたこと……。でもそれはお嬢様教育じゃなくて、庶民の普通の教育だったこと。


お父さんがイル・ソール学園の理事長で久條財閥の人間だということは、あまりにもオオゴトすぎるから言えなかった。


それ以外の、ここ数日で突然起こった様々なありえない変化を、早織は聞いてくれた。


「うそ～～!?」


「まじぃ～～～!!??」


「ありえな～～～い!!!!」


って、いつもみたいに目を丸くして絶叫しながら。


おかげで、だいぶすっきりした。


「すごい環境の変化だね！」


「うん。私の知らないところでどんどん話が進んでて、私はただ流されるままで……。ホントありえない！」


「東丘高校には戻ってこられないの？」


「戻りたいけど……」


そりゃ戻りたい！


でも、郁夜の顔が頭をよぎった。


私がイル・ソールに行かなければ、郁夜とはもう会えなくなるんだ……。


そんなの、どうでもいいはずなのに。……やだ……。


そうだ。郁夜は選ばせてくれたんだ。


イル・ソールに行くか、行かないか。


私は行くって決めたんだった。


それなのに……。


「イル・ソールに行くって、自分で決めたの。なのに飛び出してきちゃった。でも……明日からも行きたくないよ」


「ひなが登校拒否かぁ～。信じられないけど、そんだけ辛いんだね……。庶民ってヒソヒソされるのは確かに嫌だし辛いよね」


「うん」


「でもさ、そんなスーパーお金持ち学校だから、庶民が珍しいだけなんじゃない？　だって、逆にさ～、東丘高校にスーパーお金持ちの人が転校してきたら、絶対チラチラ見ちゃうし。【お金持ちなんだって～】てコソコソ言っちゃいそうじゃない？」


「……確かに」


「でもさ～、うちらからしたら、その【お金持ちなんだって～】ってコソコソ言っちゃうのって、悪口じゃなくて、ただの好奇心っていうか。珍しさっていうか、その人に興味津しん々しんだからじゃない？」


「……そうかも」


早織の言葉が、私の心をどんどん溶かしていく。


「庶民ってことで直接悪口言われたり、シカトされたり、いじめられたり……ってことはないんでしょ？」


「うん。まだない」


「じゃあさ～、ただ珍しいだけなんじゃない？」


そっか……。確かに、今日は授業が終わったと同時に、誰とも目を合わせないように猛ダッシュで飛び出してきた。


私の被害妄想……かな？


「そりゃあさ～、ひながまた東丘高校に戻ってきてくれたらちょー嬉しいよ～！　でも、なんかこれで戻ってくるなんて、ひならしくないんだもん。あのイケメン双子に物申してくれたひなはどこに行ったの??　あれだって、ひなが悪いわけじゃないしね。元庶民だっていいじゃん！　逆にさ、スーパーお金持ちが知らないこと教えてあげなよ！100均とかさ～、Suicaとかさ～、スーパーの火曜市とか！」


「ゴミの分別とか、ベルマークとか？」


「ベルマークって、懐かしすぎる～！」


早織が大爆笑した。つられて、私も。


大口開けて、二人で大爆笑！


あ～～～～～～！　元気出てきた!!


心の中のごちゃごちゃが、吹っ飛んでいったみたいにスッキリしている。


「早織、ありがとう！　元気出てきた！」


「よかった～。ひな、【雑草根性】だよ！　負けんな！」


「うん!!」


「ところで……。あのイケメン双子に郁夜さん！　ひな、イケメンパラダイスじゃん!!」


やっぱりキタ～～!!


早織のいつもの調子に、嬉しくなっちゃう。


「郁夜さんが執事なんてステキすぎ！　いつも側そばにいてくれるんでしょ？」


早織、あいつは二重人格なんだよ～～！


あ～～～～～～、言ってしまいたい！


「でも執事だから。仕事だろうしね」


「でもさ、あんな綺麗な顔で微笑まれたら……。あ～！　胸キュンしちゃうよ～～～！　絶対恋しちゃう！　あんなに側にいて、ドキドキしないの!?」


へっ……？　ドキドキ……？


「し、しないよ～！」


早織、ごめん。


ウソつきました。


めっちゃドキドキ、する……。


でも、あの原因不明のドキドキが、まさか。


まさかね。胸キュンってやつなわけないよね！


「ふたりっきりの部屋で、抱きしめられちゃったりしたらどうする～～～??　禁断の恋ってやつ!?　いや～～～～ん!!!　私だったら死んでもいい～～～～！」


早織……。


口が裂けても言えないけど、抱きしめ……られ……ちゃった……。死んでもいいとは思わなかったけど。


禁断の恋？　恋!?


「早織～、ひなちゃん。お夕飯なにがいい～？」


部屋の外から聞こえた早織のお母さんの声に、思わず時計を見た。


うわっ！　もう６時！


ガールズトークは時間が経つのが早いなぁ。


郁夜、夕飯の準備してるかな……？


「早織、ごめん！　帰らなきゃ！」


「うん。またいつでも来てね！　次は郁夜さんも」


「はいは～い。早織、私頑張ってみる。本当にありがとう」


「うん！　頑張ってみて、それでも無理だったらいつでも東丘高校に戻っておいでよ。あとさ、美里さんの話も聞いてみたら？　私がひなの家に遊びに行ったときに会った美里さんは、本気でひなのこと大切に思ってるのが伝わってきたよ。ひなを騙していたわけじゃないんじゃないかなぁ？」


「……うん」


そうだよね。


もし仕事だけだったとしても、美里さんには感謝することがたくさんある。


騙されてたって、勝手に思い込んで逃げ出しちゃった。


イル・ソールから逃げ出したのと同じ……。


もう、逃げるのはやめよう！　ちゃんと向き合おう！


よ～し！　元気出てきた！


「早織、ありがとう！　また来るね」


玄関で、バイバイと手を振ったら……。


「恋も頑張ってね！」


そう言って手を振って家に入っていった。


ちょっ、ちょっと～～！


恋って……。恋かぁ～………。


これって、【恋】なのかな？


わわっ！　郁夜を思い出したら、またドキドキしてきた！












助けて！




早織の家からの帰り道。


美里さんのことを考えた。


おじいちゃんとおばあちゃんが亡くなってから、お父さんが海外に行ってる間、いつも一緒だった。


家事を教えてくれたり、宿題を見てくれたり。学校のことを話したり。


仕事だったとしても、私には必要な存在だった。


『私は仕事が恋人～』


そう言ってたなぁ……。


私のこと、仕事だとしても大切にして守ってくれていたんだ。


美里さんの話も聞かずに部屋を飛び出しちゃって、悪いことしたな。


美里さんに会いたい！


会って、ちゃんと話を聞こう。


ついでに、あえての庶民生活だったのはどうしてなのかも聞いてみたいな。


歩きながら、ポケットから携帯を取り出した。


美里さんから誕生日プレゼントに貰った、キラキラハートのストラップ。


辺りが暗くなってきて、車とすれ違うたびにライトに反射してキラキラしている。


綺麗……。


見ていると、なんだか心までキラキラしてくる。


大切すぎて胸がキュンッてなる。


でも、それが、郁夜と一緒にいるときの私の心と、少し……似てる……!?


いやいや!!　そんなことない!!


でも、郁夜って……何者？


Ａ級執事ってなに？


私、郁夜のことをなにも知らない。


仕事なのに、どうして優しいの？


仕事だから？


どうして抱きしめたの？


どうして、時々あんな優しい瞳で私を見るの？


信頼、していいの……？


美里さんに、郁夜のことも聞いてみよう。


そう思いながらトボトボ歩いていた。


そのときだった！


キ─────ッツ!!!!


急ブレーキの音が聞こえたと思ったら、私の横に黒塗りの車が急停車した。


バタバタと慌ただしく、その車から数人の男性が降りてきて、こっちに走ってきた。


夜なのにサングラス。黒いスーツに、マッチョな身体。


ボロ家に住んでたときに周りにいたこんな格好の怪しいお兄さんたちは、実は私を24時間ガードしてくれていたガードマンだったって郁夜が言ってたよね。


いきなりマンションを飛び出した私を、捜しにきてくれたのかなぁ～とキョトンとしていたら。


「真神ひな様でいらっしゃいますね？」


威圧感のある低い声。


「はい」


「お迎えに上がりました。夜は危ないので、さぁ、お車へどうぞ」


「はぁ……」


やっぱりガードマンなんだろうけど……。


なんだか異様な光景だった。


三人が私の周りにびっちり張りついて、車に誘導している。


でも、要人の警護もこんな感じだったのをテレビで見たことあるな。


なんの疑いもなく、誘導されるがまま車に乗ろうとした。


「ひなお嬢様!!」


えっ!?　郁夜!?


その声は、あのいつも完璧で冷静な郁夜とは思えないくらい緊迫した声だった。


異変を感じて、郁夜の姿を捜そうとキョロキョロした私を、黒服のお兄さんたちがぐっと押さえた。


「えっ!?」


「早くお乗りください」


「いや、でも郁夜が……」


「早く乗れ!!!!」


急に豹変した態度と怒鳴り声に、ビクッと身体が硬直した。


どういうこと……!?


そういえば、私に関することはすべて郁夜を通すって言ってたのに。


じゃあ、これは……。


私の両脇と後ろには、がっちり黒服の人がついている。


そして、私を無理やり車に押し込めようとしていた。


これは、お迎えなんかじゃない！


状況を把握して、血の気が引いた。


「放して!!　あんたたち、なに!?」


「いいから早く乗れ!!」


怖い。でも、力いっぱい抵抗した。


「ぐぁ!!」


急に男の人の叫び声が聞こえて、後ろを見たら……。


「郁夜!!!!」


郁夜が黒服の一人を殴り飛ばしていた。


「チッ……」


左脇の黒服が舌打ちをする。


「汚い手でひなお嬢様に触れるな」


聞いたことのない郁夜の、低い声。


その威圧感に、お腹の奥がビリビリした。


男と郁夜が睨み合っているとき、右側にいた黒服が急に視界から消えた。


「ハァ!!」


女の人の気合の声!?


そっちを見ると、美里さんが黒服にみごとな一本背負いを食らわせていた！


すごい……！


見とれていたら、運転席から同じような黒服の男の人が降りてきて、あっという間に私の腕を摑んで引っ張る。


「痛いっ！」


「お嬢様！」


車に押し込もうとする黒服に、必死に抵抗する。


「だから触んなって!!」


鈍い音が響いて、気がついたら私を押し込もうとしていた黒服が倒れていた。


衝撃でよろけた私の身体を、郁夜が優しく受け止めてお姫様抱っこをする。


あっ！　もう一人黒服がいるはず！


咄嗟に後ろを見たら、男はみごとにのびていて、美里さんがパンパンと手を叩いているところだった。


二人とも、強い！


まるで、アクション映画のようだった。


郁夜の腕の中でホッと安あん堵どしたものの、まだ怖くて身体が強こわ張ばっている。


「怖い思いをさせてしまって申し訳ございません」


「ううん……。郁夜、ごめんね。ありがとう」


郁夜の香りと声にホッとして、郁夜の温もりが恋しくなって……。お姫様抱っこされたまま、ぎゅっと、郁夜の首に回した腕に力を込めた。


「怖かった……」


ポロッと本音が出た。


「ごめん、ひな」


郁夜が耳元で囁いた。


その瞳は、いつものように自信に満ち溢れた瞳じゃなくて……。少しの怒りと悲しみが混じったものだった。


長いまつ毛が少し震えている。


それを見たら、怖くてバクバクいってた心臓が、キュンと疼うずいた。


そして、ドキドキに変わる。


でも、もう一つ。


さっきからドキドキが伝わってきてる。


ぎゅって郁夜にしがみついたら、伝わってくるドキドキ。


これって……、まさか郁夜のドキドキ!?


そこに、黒塗りの車が一台滑り込んできた。


またあいつらの仲間!?って身体が強張ったけど、開いた運転席の窓から顔を覗かせたのは、美里さんだった。


「郁夜様！」


「ああ」


もう、いつもの郁夜に戻っていた。


郁夜は車の後部座席に私を優しく降ろして、自分も隣に乗り込んだ。


「まいります」


美里さんが運転する車が、ゆっくり動き出した。


後ろを見たら、さっきまでのびていた黒服たちがふらつきながら起き上がるところだった。


怖かった。私、本当に狙われてるんだ……。


身をもって実感した。


「さっきの人たち、ガードマンだと思ったの。ごめんなさい」


「いいえ。お嬢様を危険な目に遭わせてしまったのはすべてわたくしの責任でございます。申し訳ございませんでした。あの男たちは、お嬢様のガードマンのふりをした偽者でございます」


「偽者!?　本物と見分ける方法はないの？　バッジとかなにか……」


「本物のガードマンは、久條のバッジはあえて外しております。つけていると、わざわざ誰を警備しているのかを示すようなものですから……」


「そっか。そうだよね」


「今後は、わたくしと美里のみを信用してください」


ミラー越しに、美里さんも頷いた。


「……わかった」


「今後、特に学園外では、わたくしは常にお嬢様のお側を離れません。命に代えてもお守りいたします」


「ありがとう、郁夜、美里さん」


その郁夜の真剣な瞳に、安堵を覚えた。


さっきの郁夜、まるで王子様みたいだったな……。


美里さんもいる車内では、まるでナイトのようで。


郁夜の腕の中は、頼もしくて安心した。


怖かったのに、なんともいえない甘い感情が抑えられない。


どうしよう、この気持ち。わけわかんないよ。


いつの間にか、郁夜への不信感は消えていた。












動き出した心




マンションに帰ってきて部屋で少し休んでいたら、郁夜が夕飯を持ってきてくれた。


美味しそうな匂いに、一気にお腹が空いてくる。


さっきあんなことがあったのに、私って案外図太いかも。


えへへ。それとも……。


さっき助けてくれた郁夜があまりにも頼もしかったから、郁夜が側にいるだけで安心しているのかもしれないなぁ。


「郁夜、強いんだね」


「まぁな」


「美里さんも強くてびっくりした」


「あいつは柔道有段者だからな」


知らなかった！


今までずっと、私を守ってくれてたのかな。


「郁夜」


「ん？」


給仕の手を止め、私を見る。


「美里さんともう一度話がしたいの」


「ああ。連れてきてやるよ。食っとけよ」


郁夜は優しい笑顔でドアのほうへ向かった。


「郁夜！」


「ん？」


「……ありがとう。今日も美味しいよ！」


「当たり前だろ」


ニヤッと笑って、部屋から出ていった。


憎たらしいけどなぜか安心する笑顔。


いつの間にか、この部屋が落ち着く空間になりつつあるのが不思議。





────トントン。


食事を食べ終えてソファーでくつろいでいたら、ノックの音が響いた。


「はい」


「失礼いたします」


美里さんが、ティーセットを持って入ってきた。


「郁夜様から、食後のハーブティーです」


ソファーの前のテーブルにそっと置いてくれた。


「美里さん、さっきは急に飛び出したりしてごめんなさい。あまりに驚いて……」


なにから話そうか、話したいことがたくさんあって胸に詰まってしまう。


でも、美里さんは優しい笑顔で黙って聞いてくれている。


ボロ家に住んでたときと同じ優しい瞳。


あー、きっとなにも変わってないんだ。


親戚じゃないってだけ。


ただ、それだけなんだ。


「今まで、ずっと私を守ってくれてたんだね。美里さん、本当にありがとう。親戚じゃなくても、美里さんが大好きなことは変わらないから。だから、これからも美里さんは私の大好きなお姉さんだよ」


「ひなお嬢様……」


美里さんの瞳が潤んでいる。


「お仕事だからあまり無理は言えないけど……。できれば、ふたりきりのときだけでいいから前みたいにひなちゃんって呼んで？　今までと同じがいいな……」


美里さんは、大きく頷いた。


「わかったわ、ひなちゃん」


それを聞いたら、本当に嬉しくて！


心がじんわり温かくなった。


それから、今までのように美里さんとたくさん話した。


実は美里さんは、私がボロ家に引っ越してきたときからこのマンションに住んでいて、ずっと私を見守ってくれていたんだって。


隣街からお世話しにきてくれてると思ってたけど、実はこんな近くに住んでたなんて！


そしてそんな昔から、私と一緒のときもそうじゃないときもずっと見守ってくれていたんだね。


私はずっとひとりぼっちなんかじゃなかったんだ。


「美里さん、強くてびっくりしちゃった！　柔道の有段者だったなんて、全然知らなかったよ」


「フフフ。でも郁夜様には敵わないのよ」


「郁夜って、そんなに強いんだ……」


「あらゆる護身術や格闘技をマスターしてらっしゃるのよ」


あれ？　美里さんって28歳だよね。


明らかに郁夜のほうが年下な感じなんだけど、なんかおかしい。


「美里さん、どうして郁夜に敬語なの？　きっと郁夜のほうが年下だよね？」


「郁夜様は、ひなちゃんの専属執事だからよ。あらゆる使用人の上に執事がいて、その中でもお嬢様専属の執事が頂点に立っているの」


「そうなんだ！」


「それに、郁夜様は数少ないＡ級執事だしね」


わ！　出た!!　【Ａ級執事】!!


ついつい前のめりになっちゃう。


「Ａ級執事って、なんなの？」


ついに核心に迫るときがきた！


「Ａ級執事はね、執事の中でも特に優秀な執事に与えられる称号なのよ。執事としての適性・教養・能力・容姿……すべてが秀でている執事の証あかしなの」


あのドＳで変態執事の郁夜が!?って言いそうになったけど、頑張って呑み込んだ。


「郁夜って、そんなに優秀なんだ」


「執事養成学校は日本にもあるけど、本校はイギリスにあって、郁夜様はその本校を首席で卒業されてるのよ」


「イギリス!?」


これまたスケールが大きい！


でもあまりにも現実離れした話で、そのすごさがいまいちピンとこないんだけど。


「Ａ級執事って、そんなにすごいの？」


美里さんは尊敬の眼まな差ざしで大きく頷いた。


「執事養成学校に入学するのもとっても難しいのよ。そして卒業したら、まず執事採用試験があって。それに合格したらＣ級執事になれるの。そこで晴れて執事として働くことができるんだけど、さらにグレードアップの試験があって、Ｂ級執事、そしてＡ級執事って上がっていくのよ」


「執事になるのって、そんなに大変なんだ！」


「そうね。御曹司やお嬢様の一番近くにいて、一番信頼される存在だから」


そうなんだ。確かに、郁夜が近くにいると安心する。


「一般的にはＣ級執事になって、仕えるお嬢様を探して、まずはたくさんの執事の中の一人として仕えるの。それからお嬢様の専属執事になるためにＢ級執事の資格を取るのよ。Ａ級執事ってイギリスでしか取れないし、相当難しいから数少ないのよ」


イギリスでしか取れないそんな難しい資格を郁夜が持ってるんだ！


みんなが騒いでいた理由が少しわかった気がする。


「執事の級も、英検１級持ってたら就職に有利みたいな感じなの？」


それを聞いて、美里さんは爆笑した。


「ふふふ。そうよ～。Ａ級執事になったら、世界的な大財閥のお嬢様や御曹司たちから引く手数あま多たね。その財閥の見み栄えの張り合いもあるしね」


執事は一つのステータスになってるんだ。


ブランド品と一緒？


セレブたちの持ち物と一緒の扱いみたい……。


「Ａ級執事が一番上なの？」


「う～ん……。実はもう一つ、Ｓ級って最高ランクの執事がいるんだけど。それはもう本当に伝説の執事というか、王族に仕えるような執事だから。執事のお家柄も関係してくるし、今はイギリスにたった一人しかいないのよ」


へぇええ～～～！


王族に仕えるような執事までいるんだ!!


しかもこの世にたった一人!!　どんなすごい人なんだろう。


きっと、ものすごいお爺じいちゃん執事なんだろうな。


「普通はＣ級執事からスタートして、実務経験を積みながらＢ級とかＡ級執事を受けるんだけど、郁夜様は卒業してすぐに、実務経験なしでＡ級執事に一発合格したのよ～！　それはもうすごいんだから～！」


おおっと～。珍しく美里さんのテンションが高いんですけど。


美里さんがこんなテンションになっちゃうくらい、郁夜って本当に本当にすごいんだ。


「でも、どうしてそんなすごい郁夜が私なんかの執事をしてるの？」


郁夜のすごさがわかったところで、一番の疑問。


美里さんは私のティーカップにハーブティーを注つぎ足しながら、うーんと軽く唸うなった。


「それは執事養成学校の理事長である旦那様と郁夜様との契約だから……。私はその契約内容まで詳しく知る立場にないからわからないけど……。旦那様の財閥は、Ａ級執事がつくだけの財閥ってことよ」


そうなんだ……。


お父さんの、久條財閥……。


お父さんと郁夜の契約。


なぜかちょっと胸がチクッとした。


「そんな素晴らしい財閥で、こうやって働かせていただいていることは私の誇りなの。そして、ひなちゃんにこんなに仲良くしてもらえて私はとっても幸せなのよ」


「美里さん……」


美里さんの優しい笑顔に、さっきまでの胸の痛みがどっかに飛んでいった。


こんなに私を大切に思って守ってくれてる。


「美里さん、ありがとう。でも、お父さんはどうして私に貧乏させてたんだろう……」


私と一緒に住むのが嫌だったの？っていう本音は、声に出せなかった。


「旦那様は、誰よりもひなちゃんを愛しているのよ。ひなちゃんを守るため、ひなちゃんの幸せのためにそうしたのよ。今のひなちゃんの感性は、財産だと思うわ」


「感性？　この庶民の感性……？」


郁夜と同じようなことを言ってるけど、正直ピンとこなかった。


「そうよ。今のひなちゃんすべてが、旦那様が守ってきたものなのよ」


うーん……。よくわからないけど……。


つまり、このまま、ありのままの自分でいいってこと？


「きっと、わかる日がくるわ」


私ったらポカンとした顔をしてたのか、美里さんはクスクス笑いながらティーセットを片付け始めた。


「それじゃ、私はそろそろ失礼するわね。郁夜様が待ってるわ」


【郁夜】と聞いて、ちょっとドキッとした。


「ひなちゃん、顔赤いわよ～」


「そ……そんなことないよ！」


クスクス笑いながら、「失礼しました」と美里さんは出ていってしまった。


もう～～～～。


美里さんが出ていってから少しして、郁夜が戻ってきた。


お風呂の準備をしてくれて、ゆっくり今日の疲れを流した。


あー。さっぱり。


広いバスタブは癒やされる～～～～。


お風呂から出たら、郁夜は鏡の前に私を座らせて、髪を乾かしてくれた。


優しくブラッシングしてくれる。


郁夜の大きな手が、心地いい……。


「郁夜ありがとう」


「……なにが？」


うわ～～！　かわいくないなぁ！


素直になったのにさ。


「黙って学校から連れ出してくれたり、怖いおじさんたちから助けてくれたり、美里さんと話をさせてくれたり」


「ああ……」


鏡越しに目が合う。


わわっ！　ドキッとして見られない！


反射的に目をそらしちゃった。


「さっ、早織のところに行ってたの。雑草根性で頑張れ！って言ってくれて、元気出たんだ」


目をそらした自分が、かえって意識しちゃってるみたいで恥ずかしくて焦っちゃう。


「駆け込めてよかったじゃん」


「駆け込んだこと、知ってたの？」


「オマエの行動は俺の想定内なの。でも……」


梳といていた髪から手を離して、私の頭にポンポンと手を乗せた。


「本心をさらけ出せる友達がいることは、オマエの財産だな」


子供扱いにムッとしながらもその仕草が嬉しくて。


私の財産……。


郁夜の優しい言葉に、胸がじんわり温かくなった。


「ねぇ、私がイル・ソールに通う理由は、危険から身を守るためだよね？」


「そうだけど」


「お嬢様らしさを学ぶためじゃないよね？」


「まぁな」


鏡に映る郁夜の、自信が滲にじみ出でてるその笑顔と、髪を梳かす頼もしい手の温かさを感じて、私は大きく息を吸った。


よし、決めた！


「郁夜、私明日からもう一度頑張る！　雑草根性で！　人に迷惑かけなきゃ、ありのままでいいんだよね？」


鏡越しに、郁夜を見た。


目が合う。ドキッとしたけど、そらさない。


郁夜の返事をじっと待つ。


……チュッ…………。


鏡越しに。


郁夜の唇が、私のほっぺに軽く触れたのが見えた。


へっ……？　ほっぺにキス……された……？


「オマエはありのままでいいよ」


郁夜の優しくてセクシーな囁きが、息と共に耳をくすぐった。


「ちょっ、ちょっと……！」


心臓がバクバクいって、声がうわずっちゃう。


「でも……俺にも頼れよ」


小さな声で呟いた郁夜は、拗すねたような顔をしてる。


「だって、私、郁夜のことなんも知らな……」


!!!!!!


私の言葉は遮られた。


一瞬、なにが起こったのかわからなかった。


鏡越しに郁夜の顔を見てたはずが、郁夜の手で顔を横に向けられて……。


次の瞬間……。


チュッ…………。


さっきのほっぺたとは違う感触。


ほっぺじゃなくて。


唇に……温かい感触が……!?


目の前には、郁夜の綺麗な顔……！


長いまつ毛が見えて、反射的にすぐ目を閉じちゃった。


私の言葉は、郁夜の唇で遮られていた。


郁夜の、キスで……。


「俺のこと、わかった？」


耳元で囁く郁夜は、ものすごいドヤ顔！


「わっ、わかんない！　わかるわけないでしょ！　てゆーか、てゆーか……」


「なに？　もしかして、ファーストキスだった？」


うっ……。なに、その意地悪な、俺様な笑顔は!?


図星な自分が恨めしい。


「わ……私の、ファーストキス……」


「フフン。ごちそうさまでした。　オマエ、なかなかかわいいな。明日も寝坊するなよ。おやすみなさいませ、ひなお嬢様」


それだけ言い残し、意地悪な笑顔でわざとらしく一礼して、部屋を出ていってしまった。


ちょ……ちょっとちょっと～～～～～～!!!!


てゆうか……。郁夜と……


キス…………!?


バクバクバクバク──。


思い出しただけで心臓が爆発しそう!!


そして、胸の奥から湧き上がってくる、この痛くてウズウズする感情はなに!?


これって。これって……。


恋……???


あ～～～眠れない!!
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雑草ですがなにか？




──朝──。


郁夜は何事もなかったかのように、完璧な執事モード。


うーん。昨日のはなんだったんだろう。


ドキドキして寝られなかった自分が恥ずかしいよ。


まぁ、知らないうちに爆睡してたけど。





学園まで車に乗っている間も、ドキドキしちゃう……。


「今日の授業は、ひな様が大好きな数学と、昨日まったく聞き取れなかった英語でございます」


うわ～～～～～。ちょーイヤミ。


毒舌執事め！


「数学は努力してもわかんないんだもん。英語はレベルが高すぎ！」


英語はまぁまぁできるはずなんだけどなぁ。


あんな流暢な発音聞き取れないって！


「あとでじっくり教えてやるよ」


ミラー越しに、完全上から目線の郁夜。


ちゃんと運転してよね！


そうこうしているうちに、学園に到着した。


郁夜が時間を調整してくれたのか、もうみんな教室にいる時間らしく、サロンには誰もいなかった。


教室の扉の前に立つ。


私は私でいいんだ！


今までなんの疑いもなく暮らしていた生活が、ここの学園の人たちにとっては【庶民】ってだけで。


なにも恥ずかしいことじゃない。


むしろ今までの自分を恥じるってことは、早織とか東丘高校のみんなとの楽しかった日々を否定することになるんだし。


そうまでして無理してお嬢様ぶるほうが、ずっと恥ずかしいこと！


庶民でいいじゃん。だってついこの前まで、庶民だったんだから。


よ～～～～し！　大きく深呼吸。


「郁夜、行くよ！」


後ろで待機していた郁夜が、私の顔を覗き込んで優しく微笑んだ。


うっ………。ありえないくらい綺麗な笑顔。


その笑顔に、背中を押される。


大丈夫。大丈夫。


「ひなお嬢様、欲しい物はまず与えることが大切ですよ」


そう言って、白く大きい、重たい扉に手をかけた。


「欲しい物は、まず与えること……」


郁夜の言葉を呟いてみた。


私が欲しいものは……。


一瞬、この扉の向こうを想像した。


みんなの白い目、ヒソヒソコソコソ話す声。


そんなのが頭に浮かんで怖くなったけど、頭を振って吹き飛ばす。


郁夜が私にくれたように、そしてそれを見て一気に心が明るくなったように……。


私が欲しい物は、みんなの笑顔!!


この扉の向こうに、笑顔が一つもなかったとしても、まずは私から先に笑顔を贈ってみよう。


みんなからの笑顔が返ってくるまで、何度でも何度でも贈ってみよう。


「ありがとう、郁夜。私、大丈夫だよ！」


郁夜は頷いて、扉を勢いよく開けた。


──ザワッ!!


目の前が開けた。


そこは、昨日飛び出した教室。


教室がざわついて、一気に視線が集まる。


そして、シーンと静まり返った。


負けるな、私！


後ろには郁夜の優しい気配を感じる。


大丈夫！　すうっと息を吸った。


「おはようございます!!」


とびっきりの笑顔で言い放った！


20人足らずのお嬢様や御曹司たち。そして執事さんたち。


みんな、ポカーンッて音が聞こえそうなくらい呆あっ気けに取られたような顔をしている。


でも。次の瞬間──……。


「「「「ごきげんよう!!」」」」


クラスのみんなから、笑顔いっぱいのごきげんようの大合唱が返ってきた!!!!


うわぁ……。胸がいっぱいだよ。


みんなの笑顔が嬉しくて腰が抜けそう！


後ろを振り返ったら、郁夜が笑顔で小さく頷いてくれた。


思わず抱きつきたくなっちゃった。


郁夜、ありがとう。


どんなときでも、私の味方でいてくれるんだね。












友達できた！




その後すぐに先生が来て、余韻に浸る間もなく数学の授業が始まった。


もうね、先生の言葉が日本語に聞こえない。


グラフのこの面積を求めなさいとか因数分解の段階で、すでに躓つまずいていたから、目の前でなにをやってるのかすら理解できませーん。


あははははは……。


当てられないことだけを祈ってる自分が情けない。


「では、次。神宮寺……煌星さん」


うわっ！　忘れてた！


元凶の双子がこのクラスにいるんだった！


「はーい」


後ろから脳天気な返事が聞こえたかと思ったら、前方の黒板の半分に、パッと数式が浮かび上がった。


えええ～～!?　これ、チョークで書く黒板じゃないの??


そっと後ろをチラ見したら……。


机の上にiPadを広げて、ペンでタッチしてる。


黒板だと思ってたのは、黒板サイズの大きなiPadのような物体だった。


その物体に赤外線送信かなんかで、煌星って呼ばれた双子の片割れが送った答えが映ってる……ってこと？


なにこのハイテク授業！


郁夜が机の上に置いていった教科書の山をあさってみたら……。


ああああ～～～!!　私にもiPadがあった!!


やったぁ！　わーい！


それにしても、すごい授業。


「煌星さん、正解です。素晴らしい！」


そして沸き上がる拍手。なんて平和な授業なんだ。


わかる人にとってはね……。


それにしても。あの双子、相当バカだと思ってたけど、もしかしてこやつらも頭いいわけ？


うーん。認めたくないけど。


なんか悔しい！


「せんせ～」


後ろから同じ声が聞こえて反射的に見ちゃった。


声の主は、煌星の横で同じ顔して座ってる双子の片割れ。


「なんでしょう？　神宮寺凰星さん」


「僕が煌星なんですけどぉ～」


「ひどいなぁ～せんせ～。僕たちを見分けてないなんて」


「「僕たち双子だけど、それぞれ人権があるのにぃ～」」


んん？


「あっ、いや……。これは失礼。え～と……」


困って頭を搔かいている先生を見て、双子がケタケタと笑いだす。周りも、クスクスと笑っていて……。


でも、私は笑えなかった。


だって、これって先生イジメじゃん！


思わずムッとした顔で双子を睨んじゃった。


すぐに双子と目が合ったことに違和感。


なにこれ!?


もしかして、私へのあてつけ!?　最低！


「先生」


結城くんの声が教室に響いた瞬間、クスクス笑いがピタッと止まった。


「ご無礼をお許しください。神宮寺くんたちは、少々気持ちが高ぶっているようです。かわいい転校生が気になるようで……」


へっ!?


先生とみんなの視線が私に集中する。


ちょっと結城くん、変なところで私を使わないでよ！


「ちょっと蓮～」


「わかったって。僕たちが悪かったよ」


めんどくさそうな双子の声も聞こえてきて。


チラッと見たら、二人ともそっぽ向いて拗ねてた。


少しは恥じらいがあるのねー。


それにしても、さすが結城くん！　クラス委員長！


そんなハプニングもあり、ようやく地獄の数学の授業が終わった！


あ～～～！　当てられなくてよかった！


「ひなさん、昨日はどうなさったの？」


「急にお帰りになるから、ご気分でも優れないのかと心配しましたのよ」


昨日一緒にお茶したお嬢様五人組が私の机に集まってきてくれた。心配してくれてたなんて……。


「ごめんなさい。私、実はついこの前まで庶民だったっていうか……」


「まぁ。色々とご都合がございますのね」


「でも心配なさらないで。わからないことがあったらなんでもお聞きになってね」


やっぱり私の被害妄想だったんだ。


「ありがとう。友ゆ紀きさん、幸さち代よさん、茜あかねさん、愛あいさん、慶けい子こさん」


「ひなさんは、郁夜様が選んだお嬢様ですもの」


お嬢様五人組は、ぽわんと顔を赤らめた。


郁夜が選んだお嬢様？


そういえば昨日お茶してるときにも、『あの郁夜様がついにお嬢様に仕えるなんて……』みたいなこと言ってたっけ。


でも昨日美里さんから、お父さんとの契約って聞いたけど。


選んだって、どういうこと？


「ところで、ひなさん」


「は、はい!?」


ヤバっ！　考え事モードに入っちゃってた！


「神宮寺さんたちがおっしゃってたの。庶民……あっ、失礼。ひなさんの前の日常は、とっても興味深いって」


「あはは。気を使わないでください。庶民でいいです。だって、庶民だったから」


「まぁ、ひなさん……」


それはそうと、あの双子なにを言ってくれちゃったんだろ!?


変なコト言ったら承知しないから！


「ティンカーベルでのコトとか～」


「食べ物の恨みは怖いってコトとか～～」


出た!!


後ろから聞こえた声に、辟へき易えきしながら振り向く。


そこにはニヤニヤ顔の双子が立っていた。


最悪！


「まぁ、神宮寺さん」


お嬢様たちの声が弾んだ。こんな奴らも人気あるの？


「真神さん、だっけ？　盛り上がってるとこ悪いケド、あっちで一緒にお茶しない？」


「そうそう。　再会を祝ってさ～」


……私だけご指名？　冗談じゃない！


こんな性悪双子たちと茶、しばいてられるかってーの！


「ひなさん、わたくしたちは失礼するわ。ごゆっくり」


「再会って、なんだかステキね」


ちょっとちょっと～～！


お嬢様五人組は、キャピキャピ言いながらどっかに行ってしまった。


も～～～～～!!


「佐伯にお茶用意させてるからさ」


「サロン行こうよ」


仕方ない。いつまでも避けてるわけにいかないし、本当はいい奴らかもしれないし。


私は重い腰を上げてサロンに向かった。





双子に囲まれる形で、サロンのテーブルについた。


すっごいイヤだけど、私の少し後ろには郁夜が立ってるし、大丈夫だよね。


「失礼いたします」


佐伯さんが、ニコニコしながら紅茶を注いでくれた。


バニラフレーバーのかわいらしい紅茶。


ティンカーベルで会ったときは一瞬だったからわからなかったけど、こうして見ると佐伯さんってとってもいい人そう！


こんな性悪双子の執事さんだなんて、かわいそすぎる。


「ありがとうございます」


佐伯さんには自然と笑顔になれた。


せっかくだから、一口いただく。


「美味しい……」


「恐れいります」


佐伯さんはちょっと照れながらペコペコと頭を下げた。


20代前半かなぁ？　郁夜よりはちょっと年上？


柔らかそうなくりくりの茶色の髪で、子犬のようなかわいい顔。


執事歴は浅いのかな？


郁夜と比べると、どこか所作がぎこちない。


でもこの居心地の悪いテーブルで、唯一佐伯さんに癒やされてる。


「佐伯は紅茶を淹れるのだけはうまいんだよね～」


「そうそう。ほかは全然ダメだけどね～」


ムカッ！


でも、佐伯さんは照れ笑い。


おいっ！


そっか。これも仕事だもんね、ホントかわいそう。


「またムッとしてる～」


「短気なの～？」


ああん？　あんたらのせいだよっ！


「別に……」


愛想笑いとかできない私。


だってこいつら、いちいち癪しゃくに障る！


「ホント面白いよね～！」


「僕たちにそんな顔する人、そうそういないもんね」


あっそ！　だから性格悪いのねっ！


口には出せないから、心の中で悪態つきまくる。


「ねぇ、なんでいきなり庶民じゃなくなったの？」


「あのときは庶民のふりしてただけ？　それとも一夜にして大金持ちになっちゃったとか!?」


あーウザいんだけど！


同じ顔して身を乗り出さないでよっ！


答えに困って、後ろにいる郁夜をチラッと見たら……。


目を伏せて黙って立ってる。


あーそう。自分で乗りきれってことね。


はぁ～……。


「父から突然転校するように言われたからです。あとは知りません」


「「ふーん。あっそ」」


ムカ!!


「あ～なんかつまんな～い」


「前の勢いはどうしちゃったわけ～？」


なにそれ!?　私を怒らせたいわけ？


あ～！　我慢できない！


「ごちそうさまでした。これで失礼します」


堪えきれなくて、勢いよく立ち上がった。


十分よく頑張ったよ、私。


「「あ～!!」」


今度はなにっ!?


二人して私の制服のポケットを指差してる。


ポケットからは、美里さんから誕生日に貰ったハートのストラップが飛び出していた。


「そのストラップ！」


「庶民の間で流行ってるみたいだね～」


「なっ、なによ……」


「それさぁ～、僕らがデザインして作ったストラップのパクリなんだよね～」


「そうそう。AYAKAに作ってあげたんだけど、あいつ雑誌で我が物顔で自慢しててさ～」


顔を見合わせて、二人は意地悪く笑った。


「あやか？」


「モデルのAYAKAだよ。知らない？　今一番売れてるって自慢してたけど」


えぇぇ～～!!　まさか、あのAYAKA!?


早織が毎月買ってるファッション誌の表紙を飾ってる、ちょー売れっ子モデル!!


「まぁ、僕たちがプレゼントしたのは、ダイヤを使ったんだけどね」


「庶民のパクリはさすがにイミテーションだよね～」


そしてケタケタ笑いだした。


──ぶちん!!!!


私の中で、なにかがキレる音がした。


美里さんがくれた誕生日のプレゼント……。


その気持ちまでバカにされたようで。


もう、耐えきれない!!


「最っ低!!!!」


二人を思いっきり睨んだ。


ワナワナと身体が震える。


「いい加減にしなさい、二人とも」


突然、横から凜りんとした女の子の声が響いた。


そこには、日本人形のような美女が立っていた。


白い肌に黒くて長いストレートの髪。


切れ長で意志が強そうな瞳。


クラスメイト……だよね？


そういえば教室の隅の机に、黒髪の人がひっそりといたような。


「「──飛鳥あすか──……」」


二人はそう呟いて、固まった。


あららら？


「昨日から、目に余るわ。真神さんに興味があるのはわかるけど、あまりにも幼稚よ」


「ちがっ……！　あ～！　もういいよ！」


「飛鳥こそ、珍しいじゃん！　いつもはなんにも関心ないくせに！」


そしておろおろしている佐伯さんに、声を揃えて言い放った。


「「佐伯!!　帰る!!」」


「こっ、煌星様！　凰星様……！」


あわてて追いかけようとしたけど、テーブルの上のティーセットに気づいてさらにオロオロしている。


「佐伯、ここは私が。どうぞお二人を……」


スッと、郁夜が前に出て静かに言った。


「郁夜様！　申し訳ございません！　ありがとうございます!!」


深々と頭を下げ、佐伯さんは二人を追いかけてサロンを出ていった。


うわぁー。佐伯さん、大変そう。


「真神さん」


「はい」


ふいに声をかけられて、改めて『飛鳥』と呼ばれた子を見た。


とても綺麗。


静寂が似合いそうな雰囲気の美女。


でも、押し殺してるようなオーラがある。


なんだか不思議な子。


「申し訳ない。二人を許してやって」


そう言い、私に深々と頭を下げた！


「あ、あのっ……。頭を上げてください。あなたが悪いわけじゃないし……」


「あの二人は、私の従い兄と弟こだから……」


えええ～～～!?　そうなの!?


こんな厳粛な雰囲気のステキな人と、あいつらが親戚なんて！　ありえない！


「あの二人、かなりひねくれているけど、あなたの気を引きたいだけなのよ」


うえっ!?


「まさか……」


ただの嫌がらせとしか思えないって。


「あの二人は、ずっと二人だけの世界で生きてきたの。損得勘定抜きで他人にこんなに興味を持つことはめったにないから」


「そうなんだ……」


色々と事情があるのかな？


むしろ色々とないと、あんなにひねくれようがないか。


「私は、榊さかき飛鳥。飛鳥でいいわ。よろしくね」


静かに微笑む飛鳥にちょっとドキッとした。


女の私から見ても、凜としていてかっこいい。


憧れちゃうなぁ。


今まで出会ったことのないタイプ。


なぜか、自然と心を開けそうな気がした。


「ありがとう。こちらこそよろしくね。ひなでいいよ」


飛鳥は、静かに頷いて微笑んだ。


わぁ……。


友達できた～～～！












姫巫女




案の定、今日もまったく聞き取れなかった英語の授業が終わって、ランチの時間になった。


飛鳥が食堂に連れてきてくれたんだけど……。


なんと！　学食があるって言うから、お金持ち学校にもあるんだ～～！って嬉しくなったのも束つかの間ま。


「学食って……ここ……？」


「そうだけど、どうして？」


涼しい顔で首を傾げる飛鳥。


いやいやいやいや!!


だって、ここ、もはや高級レストラン!!


学食のおばちゃんとか、券売機とかどこにも見当たらないし！


五つ星レストランで見かけるような、長い帽子のシェフがちらちら見える。


生花が飾られているテーブルにつくと、ウェイトレスがオーダーを取りにきた。


「羽は藤とう、Ａコースにして」


「かしこまりました」


飛鳥の執事さんは20代後半くらいの温和な男性。


ウェイトレスにオーダーしてるその姿もスマート。


「ひな様、メニューでございます」


郁夜が見せてくれたメニュー表には、ＡコースとＢコースがあるんだけど……。


Ａコース


　●特製前菜盛り合わせ


　●上海シャンハイ点心手作り小しょう籠ろん包ぽう


　●極上ふかひれの姿　醬しょう油ゆ煮込み


　●北京ペキンダック


　●厳選牛ロース肉のシェフ特製ソースがけ


　●蜂蜜入り特製焼き菓子


はぁう!!　なんて贅ぜい沢たくなっ！


これ、ランチにしてはかなりのボリューム！


ちょー美味しそう!!


Ｂコースはわけわからんフランス料理。


でもこっちも美味しそう！


どっちも、ちょー高そうだけど。


どどどどどうしよう!!


こんな贅沢しちゃっていいの～～～!?


チラッと郁夜を見たら、にこりと微笑んだ。


よ～し！


「じゃあ私もＡコース！」


こんなの初めて食べるんですけどっ！


贅沢すぎてお腹壊しそう！


正せい露ろ丸がん必須～～～！って、テンションがヤバイ！


運ばれてきた豪華な料理は、羽藤さんと郁夜がそれぞれ取り分けてお皿の上に置いてくれた。


すみませんねぇ。


ここの人たちは毎日こんな贅沢をしてるのかねぇ。


これが当たり前な生活って、ちょっと怖い。


自分でなにもできなくなりそうで。


それにしても美味しい！


「クスッ……」


あまり表情に変化がない飛鳥が、かすかに笑った。


「???」


「申し訳ない。ひながあまりにも幸せそうに食べるものだから」


「あ～いや～。とっても美味しくて……。えへへ……」


「ひなを見ているといつもより美味しく感じるわ」


「あはは。なんか恥ずかしい」


うん。イル・ソール学園も、悪くないかも！





それから午後の授業が始まるまで、サロンでお茶をしながら飛鳥と少し話をした。


飛鳥はあまり口数が多くないし、表情の変化も少ない。


ほかのお嬢様たちと一緒に行動しないし、執事の羽藤さんにもべったりじゃない。


同い年とは思えないくらい自立してる。


かっこいいなー。


飛鳥のお家は、歴史ある由緒正しい神社なんだって。


私は歴史もあまり得意じゃないけど、飛鳥のお家の神社が教科書に載ってた気がする！


飛鳥は榊家の次期当主であり、その神社の跡取りなんだって。


姫ひめ巫み女こ様と呼ばれていて、目下修行中って羽藤さんが教えてくれた。


巫女さんかぁ～！


飛鳥の美しい黒髪と、この不思議な雰囲気に納得。


神様に仕えている由ゆ縁えんなのかな。


かっこいいし、なんだかすごいな～。


16歳でもう次期当主としての修行をしてるなんて。


そして、もう自分の将来が決まっているって。


私なんて、将来なにになりたいか考えたこともないや。


まだまだ先の話だと思っていた。


「飛鳥、かっこいいな」


そう呟いたら、


「かっこよくなんかないわ。それしか道がないのよ」


さらっとそう言った。


う～～ん……。そうか。


将来なにになりたいかまだわかんな～い！


って言えるってことは、選択肢があるってことで。


それって、幸せなことなのかな？


それにしても、神に仕える姫巫女の飛鳥と、あの性悪双子が従兄弟だなんて！　本当に驚き！


なにを間違えたらあんな性悪になるんだろーねぇ～～～、まったく！


「私、明日は神事があって遅刻するの。あの二人がまた調子に乗ったら止めるよう蓮にお願いしておくわ」


「ありがとう。でも、今日は私もついムキになっちゃったから……」


あの二人、ちょームカツクけど、従兄弟ってだけで飛鳥が肩身の狭い思いするなんてかわいそすぎるもん。


私も相手にしなけりゃいいんだし。


「あの二人が他人にこんなに興味を示すのは本当に稀まれなの。ひなに申し訳ない反面、二人だけの世界から外へ目を向けようとしていることに少し喜びもあって。正直複雑なの」


「飛鳥……」


なんていい子なんだろう。


「でも、ひなに嫌な思いをさせることは絶対許さないから」


飛鳥は少し険しい表情になった。


あんな奴らといえど、飛鳥にとっては親戚だから大切なんだね。


血のつながりって、尊いんだな。


私にはお父さんしかいないし、そのお父さんともほとんど会えてないからわかんないけど、なんか羨ましい。


「飛鳥、大丈夫！　心配しないで！　飛鳥の従兄弟なら、きっと本当はいい人たちなんだと思う！　だから、仲良くなれるように頑張ってみるから！」


口に出してみたら、本当にそうなれるような気がした。


よし！　歩み寄ってみようじゃないか！


「ありがとう」


飛鳥はにっこり微笑んだ。


それはもう、美しい姫巫女の微笑み。


綺麗すぎる～～～！





ランチのあと、午後の授業は体育だった。


飛鳥と一緒に郁夜と羽藤さんに連れてこられたのは、体育館のような部屋だった。


体育館と言っても、天井にはシャンデリアが輝いているけど……。


体育なのに、郁夜から体操着なんて貰ってない。


体育ってなにやるんだろ？


自慢じゃないけど体育５だったから、できれば体操着にすら着替えたくないんですけど。


「ひな様、大好きな体育はダンスのレッスンでございます」


郁夜がにっこり微笑む。


くそ～～～！　ここにも性悪がいた!!


「ダンス!?」


「はい。社交ダンスでございます」


ええええ～～～～～……。


めんどくさい。


っていうか、社交ダンスって年配の方が踊るものじゃないの？


「お嬢様たるもの、社交ダンスくらい踊れなくては。これから先、社交界デビューの折に困りますよ」


「ええええ～～～……」


社交界デビューなんてしたくないし。


「社交界デビューの前に、イル・ソール学園のダンスパーティーがございますので」


「はぁぁ～～～～!?」


思わず大きな声を上げてしまって、周りのクラスメイトが一瞬動きを止めた。


「あ、失礼」


にっこり笑ってその場をしのぐ。


「ダンスパーティーって、いつ!?」


「終業式の日でございます。あと、５日ですね」


なにそれ～～～～!!??　聞いてないですけど！


５日後って……日曜日？


「ダンスパーティーで、１学期を締めくくるのですよ。中等部から全学年共通なんです」


羽藤さんが優しく教えてくれた。


そうなのか……。なんて迷惑な行事なんだ！


周りを見たら、お嬢様と執事が練習をしている。


お坊ちゃまたちは、……あれ？　いない。


「男性は別の部屋でレッスンです。当日まで別々に練習をして、本番でペアを組みたい方に申し込むのですよ。みごと優勝した男女ペアには、ベストペア賞と２学期の学園祭で発表の場が与えられます」


羽藤さんが言うと、なんだかとっても魅力的なイベントに聞こえるけど……。


よくよく考えたら非常にめんどくさい。


「私は毎年パスしているけれど」


飛鳥が申し訳なさそうに呟いた。


うそ！　私もパスしたい！


「飛鳥様は事情がおありですから。ひな様はパスできませんよ？」


郁夜……。なんで私の考えてることわかるの？


先手を打たれてしまってがっくり。


「飛鳥様は巫女の身。巫女は清らかでなくてはいけません」


羽藤さんがそっと囁く。


「清らか……ってことは……？」


「ダンスといえど、男性にお身体を触れられることは許されません」


そうなんだ……！


厳しいんだね。じゃあ、フォークダンスもダメだ。


キ……キスなんてされちゃった日には……。


きゃ～～～～～!!　なぜだか、昨晩の郁夜の突然のキスを思い出しちゃった!!　やだ!!


「ゴホン」


はぅ！　郁夜の咳せき払ばらいで我に返った。


や……ヤバイ。　またトリップしてたっ！


「そういうわけなの。今日はこの授業で終わりだから、私はこれで早退するわね」


「あっ、うん」


そっか。飛鳥、帰る前に私をここに連れてきてくれたんだね。


「ありがとう。また明日ね」


「ええ。２時限目には間に合うと思うわ」


「うん」


「ダンス、頑張って。郁夜さんがついているからきっと大丈夫ね」


飛鳥の言葉に、横で郁夜が軽く頭を下げた。


「う～ん……。頑張ってみる」


「じゃあ」


飛鳥は少し微笑んで部屋を出ていった。


「飛鳥様がこんなに楽しそうなのは久しぶりでございます。なかなか俗世と交われない身でございまして……。真神様、ありがとうございます」


「そんな……。私はなにも……」


羽藤さんの言葉がもったいなくて、慌てて頭を振る。


「それでは失礼いたします」


にっこり微笑んで、羽藤さんも扉の向こうへ消えていった。












ドキドキレッスン




飛鳥が帰ったあと、早速郁夜のダンスレッスンが始まったんだけど。


社交ダンスって、けっこう密着系なんだね……。


郁夜とぴったりくっついて、さらに腰に手を回されちゃってる。


手もつないじゃってるし……。


とっ、とんでもない～～～～!!


「ひな様、もっと優雅に」


「優雅にって言われても……」


う～ん……。難しい。


というか、ドキドキしてそれどころじゃない!!


しかもとてつもなく視線を感じるし。


お嬢様五人組を筆頭に、みんなぽわんとした顔でこっちを凝視してるんですけど。


「郁夜様、素敵ですわぁ」


「本当……。羨ましいですわ、真神さん……」


代われるもんなら代わってあげたいわよ！


こっちはバクバクいってる心臓の音が、郁夜に聞こえてしまわないか気が気でないんだから！


あ～！　なんでこんなにドキドキするんだろ……。


でも……。口が裂けても言えないけど……。


こんなに密着してたら、もう一度、抱きしめて欲しくなっちゃう……。


うわぁぁぁぁぁぁ!!!!　邪念よ～～～～！


消えろ～～～～～～!!


あ～……。苦しい。





「あああああ～～～!!　これ絶対明日筋肉痛!!」


ようやく帰宅して、ベッドにごろんと寝ころんだ。


「オマエ、ほんとセンスなさすぎ」


郁夜が鼻で笑う。


あ～～～いいさ。笑えばいいさ!!


「まぁ、小６のときの創作ダンスよかマシになってるけど」


「はぁぁ!!??」


なっ……なぜそれを!?


「あれはマジないわ～」


驚愕する私にお構いなく、郁夜は爆笑してる。


そう。あれは小６の頃。


体育の授業で創作ダンスを発表したんだけど……。


みんなかっこいいダンスを踊ってる中、私が考えたダンスは、怪しい宗教のようなダンスだったみたいで。


もう、クラス中が大爆笑!!


真剣に考えて、ちょっとノッてたからイケてると思ってたんだけど……。


そんな抹消したい思い出をなぜ郁夜がっ!?


「だから、オマエの情報は旦那様から貰ってるんだって」


「お父さんから？　だってお父さん、参観日も運動会も学芸会も、一切来なかったよ？」


「そりゃあ、行ったら【久條光太郎】ってバレる恐れがあるから、泣く泣く自粛したんだろうさ。でも、イベントには必ず撮影スタッフを紛れ込ませて、バッチリ映像撮ってたんだよ。旦那様はそれを毎回見てたんだってよ」


「撮影スタッフぅ～!?」


「そ。ハリウッドから呼んでたって」


はぁぁあぁ～～～～～!?　なにそれっ!?


ハリウッドぉ～？


し……信じられない。お父さん、アホ!?


呆れて言葉が出ない私に、悪魔が追い打ちをかける。


「夕食の時間まで、英語の勉強な」


「え～～～～～!?」


や～、もう、無理だよね～……。


やる気まったくないよね～……。


「ジョセフが心配してるんだよ。オマエが授業中あまりにもビクビクしてるから、かわいそうだって」


「ジョ……ジョセフ？」


「英語の先生！」


あ～、郁夜、呆れてる。


だって、だって先生の名前すら聞き取れないんだもん。


「はい、教科書。昨日と今日の部分を聞き取れるようになるまで、夕食作らねえからな」


「え～～～～!?」


まじで～～??


こんな仕打ちされるなんて、まるでのび太たみたい!!


「勘弁してよ～、ドラえも～～～ん……」


「はぁっ!?」


ヤバイ！　魔王の逆げき鱗りんに触れてしまった!!


それから、魔王のスパルタ英語教室が始まった。


でも……。郁夜の発音が、とっても綺麗で。


そもそも私なんて、発音の綺麗・汚い（？）がわかるレベルじゃないんだけど。


でも、流暢な英語がなんだか心地いい……。


あぁ～……。


懐かしの、ペ・ヨンジュン級の「あぁ～……」が出ちゃうくらい。


「……っておい!!　オマエ、聞いてるのか？」


おぉう!!


「すいません。　あっ！　アイムソーリ～」


「オマエ、完璧バカにしてるだろ……？」


あわわわ……。郁夜からまっ黒いオーラが……。


助けて、ペ……。


「い、郁夜、英語すごく綺麗だね!!」


「はぁ!?　ズルイ顔して言ってんじゃねぇよ」


あ、話題そらそうとしたのバレた……？


あはは。


「まぁ、イギリス生活が長かったからな。つーか、ばぁちゃんイギリス人だし」


「グランマー!?」


「……なんかムカツクな」


「じゃあ、郁夜はクオーターなの!?」


「そうだけど？」


そうなんだ……。


だから、そんなに薄くて綺麗な茶色の瞳なんだね。


どこか日本人離れした綺麗な顔立ち。


英国貴族のような気品とたたずまい。


郁夜のこと、一つわかっちゃった……。


「You are strange.　Well, although I like that.」


「え!?　なに？　なんて言ったの？　速すぎてわかんない！」


「ニヤニヤして気持ち悪いって言ったんだよ」


「ひどい！　英語わからないと思って～～！」


「悔しかったら聞き取れるようになれよ。今日から全部英語で話してやってもいいんだけど？」


きぃぃ～～～～～!!　ドＳ執事め～～～～!!!!





なんとか英語のレッスンが終わって、夕食にありつけた。


その後、お風呂から上がって、また髪を乾かしてもらってるんだけど……。


ヤバイ。ちょードキドキする!!


だって、昨日のキスを思い出しちゃって。


髪を触る郁夜の手が、私の顔をかすめるたび、ドキンッて胸がはじけそうになる。


鏡越しにチラッと郁夜を見たら、普通に仕事に専念してる感じ。


あら……？


「はい。終わり。明日もダンスのレッスンあるからな」


「あ、うん」


なぜか、目を合わせない郁夜。


なんで……？


じーっと郁夜を見てる自分に気づいて恥ずかしくなった。


だって、まるでキスの催促してるみたい！


バカバカ！　恥ずかしい！


キスなんて、もうされたくない！


「じゃあ、おやすみ」


「うん。　おやすみ」


…………パタン。


普通に出ていっちゃった。


いや、これが普通なの！


でも。キス、して欲しかった……。


なんて、ちょっとでも思っちゃってる自分に気づいた。


やだ……！　でも、なんで郁夜はキスしたんだろ？


たった一度っきり。


でも今日は顔すら見てくれないし……。


なんで？


キスなんてされたら、期待しちゃうよ……。


好きになっちゃうよ……。


郁夜がわかんない。


でも、自分の気持ちが一番わかんない。


いや、きっとこの気持ちは……。


もしかしたら、【恋】なのかもしれない……。
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双子の罠




朝起きたら、なぜかちょースッキリしてた！


私のいいトコロかもしれない。


悩んでも、１日寝たらたいてい忘れるんだよね。


えへへ。よ～し、今日も頑張る！


２時限目には飛鳥も来るって言ってたしね。


郁夜は今朝も執事モード全開。


もう気にしな～い。


ごちゃごちゃ考えるのやめて、頭から全部抜いちゃおう！


「おはよ～！　今日もよろしくね！」


「かしこまりました、ひなお嬢様」


郁夜は完璧に微笑んだ。





１時限目の生物が無事に終わった。


生物はけっこう好きだから、まぁまぁ楽しかったかな。


双子も、今日は朝からずっと大人しい。


飛鳥と結城くんからの注意が効いてるみたい。





２時限目は音楽。


私、音楽は大好きなんだ。


これから音楽室に移動するみたいだから、サロンで郁夜を待っていた。


「お待たせいたしました」


郁夜が授業道具を抱えて歩いてきた。


え……。


それ、バイオリン？


いや、待て。ヴァ、ヴァ、ヴァイオリン……？


ま～じ～で～～～？


弾けるわけないじゃん！　リコーダーにしようよ～！


そんな私のジタバタを聞いてくれるわけがなく。


「まいりましょう」


しぶしぶ郁夜と歩きだしたそのときだった。


──ドン!!!!　バシャ!!


……え!?　なに？


「うわぁあぁぁぁああ～～～～～！　郁夜様！　申し訳ございません！」


ティンカーベル事件を彷ほう彿ふつとさせるような物音に、驚いて振り向いたら。


双子の執事の佐伯さんが、郁夜に謝りながらあたふたと慌てているところだった。


郁夜は……、無表情で動かない。


どうやら佐伯さんが郁夜にぶつかって、紅茶をかけてしまったみたい。


佐伯さんが持っていた紅茶で、郁夜の執事服と楽譜、ヴァイオリンまでが濡ぬれていた。


「もももも申し訳ございません！　ヴァイオリンは弁償いたします！　ひとまず、当家のヴァイオリンをお貸しいたします。執事服もご用意いたします！」


「……じゃあ、今日のところはヴァイオリンを貸してもらおう。服は着替えがあるので無用だ」


「本当に申し訳ございませんでした！」


「ひな様……」


郁夜が私を見た。


「あ、大丈夫だよ！　音楽室でしょ？　先に行ってるから。ゆっくり着替えてきて～」


むふふふ。


郁夜が遅れて来れば、ヴァイオリンがないから弾かなくてすむし～～～。


むしろ佐伯さん、グッジョブ！くらいなんだけど～。


「郁夜様、ご心配なく。わたくしたちがひなさんをお連れしますから」


お嬢様五人組、さらにグッジョブ！


「では……。よろしくお願いいたします。すぐに用意してお持ちいたしますので」


内心ブチ切れなんだろうけど、一切顔に出さずに申し訳なさそうに微笑した。


さすが郁夜。みごとな二重人格っぷり！


ヨッ！　この腹黒執事！


お嬢様五人組は、そんな郁夜の微笑みにうっとり顔を赤らめてるし。


「じゃあ、先に行ってるね」


小１時間かかったっていいのよ～ん。


心の中で悪態をついて、お嬢様五人組とその執事さんたちと、サロンを出た。


わいわいと音楽室まで歩いていたら……。


あら……？　目の前に、光る物体！


地面に落ちてる光る物体に反応しちゃうあたり、私って庶民だな～。あはは～。


近づいてみると、IDカードだった。


「じんぐうじ……こうせい……？」


うわっ！　双子の片割れの!!


「まぁ！　大変。それがないと教室に入れませんのよ」


「煌星さん、具合悪いから保健室に行くっておっしゃってましたわよ」


「まぁ。さらにおかわいそう」


う～～～～～ん。


嫌な奴だけど、病人じゃあさすがに減らず口も叩かないだろうしなぁ……。


片割れだけだと、さらに威力半減だろうし。


むしろ、一人ずつだと仲良くなれるかも。


昨日の飛鳥の顔が浮かんだ。


飛鳥のためにも、仲良くなるいいチャンスかも！


よ～～し！


「私、届けてくるね。どうせ郁夜が来るまで授業に参加できないし。ヴァイオリンがないから～」


最後はちょっと声が弾んじゃいそうだったけど、頑張って抑えた。


みんなでゾロゾロ行ったら、このお嬢様たちも授業遅刻しちゃうしね。


私が行こうじゃないか～！


「そう……ですわね」


「ひなさんのヴァイオリンがないのもおかわいそうですし……」


「じゃあ、ひなさん、よろしくお願いします」


「任せといて！」


保健室の場所を聞いて、一人で歩きだした。


よし！　飛鳥のためにも、ここで恩を売っておくか～～！





保健室までの長い道のりを歩いていたら、遠くに飛鳥が見えた。


今登校してきたみたい。


「飛鳥～～～！」


大きく手を振った。見えるかな？


飛鳥は私に気づいて、小さく手を挙げる。


あらっ。私ったらはしたない？


「あとでね～」


ちょっと恥ずかしくなって、また保健室に向かって歩きだした。


角を曲がったら……。あった！


第５保健室。


ここだ～！


いや～、まるで迷路のような道のりだった！


そもそも、第５保健室って……。


この学園に保健室はいくつあるんだろう。


扉に手をかけ、ゆっくりと開ける。


「失礼しまーす」


小さく言いながら、中を覗いたら……。


予想はしていたけど、やっぱり普通の保健室じゃない。


病院の特別室のような個室。


保健室の先生いないのかなぁ？


IDカードだから、本人に直接渡さなきゃマズいよね……。


「神宮寺くん……？」


そ～っと中へ足を踏み入れた。


保健室の中は８畳くらいの病室だった。


大きくて豪華な長いソファーがあって、その奥に白いカーテンが引いてある。


カーテンの中にベッドがあるみたい。


寝てるかな。そ～っとカーテンを覗くと……。


いた。


双子の片割れがベッドで寝てる。


う～んと、どっちだっけ？


IDカード落としたの、煌星くんだっけ？


寝顔は、とても綺麗。


さすが飛鳥と従兄弟だけあるなぁ。


「神宮寺くん、大丈夫？　IDカードここに置いておくからね」


聞こえてるかわからないけど小さな声で囁いて、カードを枕元にそっと置いた。


よし！　無事、任務完了。


帰ろっと。


扉のほうを振り向いたら……。


「僕も神宮寺くんなんだけど？」


えっ!?　扉の前に、いつの間にかもう一人同じ顔が立っていた。


なんでこっちの片割れもいるの!?


音楽室に行ったんじゃないの!?


「ていうか、それ、僕のだし」


ニヤッと笑う。でも、いつものニヤニヤと違う。


直感的にヤバイって感じた。


ガシッ!!!!


「!?」


突然後ろから腕を摑まれた。


びっくりして振り返ったら、カーテンを開けて、さっきまで寝ていたほうが私の腕を摑んでいた。


「僕は凰星なんだけど～」


なっなに……？　また悪戯!?


「ひどいよね～。クラスメイトなのに、僕たちのこと見分けてくれないなんて」


扉の前にいた煌星が、ジリジリとこっちに来る。


逃げたいのに、後ろの凰星に腕を摑まれてて動けない！


「ちょ……ちょっと！　放してよ！」


「ダーメ」


凰星が、私のもう片方の腕も摑む。


まじで!?　これ、ヤバくない!?












絶体絶命！　大ピンチ!!




この状況、シャレになんなくない……？


ベッドの上の凰星が、後ろから私の両腕を摑んでいて全然動けない！


前からは煌星がジリジリと忍び寄ってきている。


「なんなの!?」


「罰ゲームだよ……」


凰星が耳元で囁いた。


ゾクッ!!として、身体が震えた。


「あれぇ～？　感じちゃった？」


チュッ……。


「やっ……！」


耳たぶにキスをされる。


思わず、身体がビクッと反応してしまった。


「ふーん。感度いいじゃん」


煌星が、目の前に立って私を見下ろしていた。


綺麗な顔。でも、いつもと違う。


男の顔……。


「やめてよ！　こんなこと、許されると思……んっ……」


私の唇は煌星の唇でふさがれ、言葉が途切れた。


やだ……！


郁夜のキスとは違う、荒いキス。


その唇は、首筋を這はい、舌で刺激を与える。


「んっ……いやぁ……」


抵抗するはずの声が、思うように出なくて羞しゅう恥ち心しんが込み上げてくる。


動こうとしても、凰星の力が強くて動けない。


助けて！　郁夜!!!!


「もしかして、ファーストキスだった？」


「いいなぁ煌星。ズルイよ」


「でもさぁ、この前のＢクラスの子のバージン、凰星に譲ったじゃん。　順番って約束でしょ？」


サイテ──!!　こいつら、いつもこんなことしてるの!?


思わず目の前の煌星を睨みつけた。


「それ、演技？　それとも、本気？　本気なら、マジでそそるんだけど……」


「ホント～。女の子ってさ～、最初はヤダって言うくせに、そのうち自分から股開いちゃうから、正直引くんだよね～」


「本気で嫌がってくれたらたまんないんだけど」


煌星が私の顔を両手で包んで、舌で私の唇をなぞった。


「んっ……」


同時に、後ろから凰星が私の首筋に唇を這わせる。


チュッと、わざと音を立てて私の羞恥心を煽あおった。


「あっ……。や……やめてよ！」


「そう言うわりには、けっこういい声出すじゃん」


やだ!!　郁夜!!!!　助けて!!!!


嫌なのに身動きがとれない。怖いよ。


「やめてよ！　なんでこんなこと……!?」


「こんなこと……？　いいじゃんキスくらい。舌入れてるわけじゃないんだし」


「そ～そ～。バードキスなんて、ただの挨拶だよ」


……え？


その瞬間、身体が冷たくなった。


ただの、挨拶……？


じゃあ、郁夜が私にしたあのキスも、ただの挨拶だったんだ。


こんな状況なのに、煌星にキスされたことよりもそれがショックだった。


凰星が私の胸元のリボンを外してるのを止める気力も湧かないくらい、コトンと音を立てて、私の中のなにかが倒れた。


「あ～、煌星、僕もう我慢できない」


「しょうがないな～。じゃあ先にいいよ」


「サンキュ……」


掠かすれたその声に、身体中が警報を発した。


「やだ!!　やめて!!!!」


ブンブンと頭を振って抵抗したものの、二人はまったく動じない。


「僕たち、あんたのこと気に入っちゃったんだよね」


熱い吐息が首元にかかる。


シュルシュルと音を立てて、胸元のリボンが引きぬかれた。


さっきと代わって、煌星が私の両腕を押さえて、ベッドの上に引き上げた。


ベッドの上で両腕を押さえられて、凰星が私の上に馬乗りになる。


抵抗も虚しく、ブチブチと音を立てて、ボタンが外された。


少しずつ、胸元があらわになっていく。


「やだ!　やめてよ!!」


「へぇ～～。かわいいブラつけてんじゃん。これＡ級執事の趣味？」


「でもここのより、僕たちのブランドのほうがずっといいのに。今度プレゼントしてあげるよ」


郁夜……!!


「ふ～ん。けっこうおっぱい大きいじゃん」


「ホントだ。肌も白くて綺麗だし」


「まだ男知らないでしょ？　僕たちが最初って、ラッキーだよ」


やだ……！　やだ…………!!!!


「やめて……」


ポロポロと、涙がこぼれた。


胸がチクチク痛む。怖いよ。


でも、郁夜のキスのわけがわかったショックが一番大きいなんて……。


色んな感情が溢れてきて、涙がポロポロ流れた。


「「……なんで？」」


二人の動きが止まった。


「なんで泣くの？」


「なにが悲しいの？」


二人が私を覗き込んだ。


どういうこと……？


「こんなことされて、嫌じゃない人なんていないよ……!!」


「だって、今まで女の子は最初は嫌がっても絶対途中で喜んでたのに」


「そんなの知らないわよ!!　こんな強引なこと、ホント、ひどい……」


双子はポカンとしている。


「最初だからじゃない？」


「そうだって！　あ～萎える!!　泣くのとか反則～～」


そして、ブラに手をかけた。


「いや～～～!!　郁夜ぁぁぁ～～～～～～～!!!!」


──ドン!!!!


大きな音と同時に、扉が開いた。


そこには……。


「ひな様から、離れなさい……」


そこには、ものすごく怖い顔をした、郁夜がいた。


「郁夜!!!!」


郁夜を見た瞬間、さらにポロッと涙が流れた。


胸がチクチクする。


郁夜は、私まで震えてきちゃうくらいの威圧感で、こっちに歩いてきた。


双子は動きを止めて、煌星は押さえている私の腕を放した。


「……あ～あ。佐伯、マジ使えな～い」


「ホント～。あともうちょっとだったのに～」


でも、悪びれる様子もなく、凰星はまだ私の上に乗っている。


「ご自分たちがなにをしているのか……わかっておいでですか……？」


郁夜は二人の前に立ちはだかった。


私は郁夜のほうへ、自由になった腕を伸ばした。


でも、凰星がどいてくれないから動けない。


「ひな様から離れなさいと言っているのです」


低い声。


二人も、さすがにたじろいだ。


「なっなに？　執事の分際で、僕たちになんか言えるわけ？」


「てゆ～かさ、あんたのお嬢様、けっこういい声で鳴いてたけど？」


グッと、郁夜のこぶしが握られた。


「殴れるもんなら、殴ってみたら？」


「オオゴトになったら恥かくの、あんたのお嬢様だけどねぇ～」


その瞬間、目の前を黒い影が横切った。


パァン!!　パァン!!


保健室に、乾いた音が２回響いた。


飛び込んできた影は、飛鳥だった！


飛鳥がものすごい勢いで双子を平手打ちした。


「お前たち、そこまで下げ衆すだったとは……」


今までの飛鳥とは別人で。


黒髪が逆立つかと思う程、怒りに満ちている。


「「飛鳥……」」


双子は固まって、言葉に詰まっている。


そこに、バタバタと佐伯さんが駆け込んできた。


佐伯さんは状況を把握していないようで、額に汗を浮かべながら保健室を凝視している。


でも、ベッドの上に寝かされて胸元があらわになった私の上に、ベルトを外しかけてる凰星。


その横に煌星。


そして怒りに満ち溢れている郁夜と飛鳥。


とたんに、佐伯さんの顔が蒼そう白はくになった。


「お、凰星様!?　煌星様!?　な……なにを……!?」


取り乱し始めた佐伯さんを見て、「ちぇっ……」と、めんどくさそうに凰星は私を解放した。


郁夜はすぐに私の身体を引き寄せ、自分のジャケットをかけてくれた。


そのまま素早く制服のボタンを留めて、リボンを結ぶ。


そして、私の涙をそっと拭ってくれた。


「今までのこと、見て見ぬふりをしていたけれど。……見損なったわ」


一言一言、重みを込めて飛鳥が言った。


それを双子は嘲あざ笑わらう。


「珍しいじゃん。そんなに怒るなんて」


「飛鳥にとって、この人がそんなに特別なんだ～」


ニヤニヤと、二人は笑っている。


「失うせろ!!」


「はいは～い」


「じゃ、佐伯、あとよろしく～」


そう言って、二人は部屋を出ていった。


でも……私は見てしまったんだ。


二人の、飛鳥を見る寂しくて苦しそうな瞳を……。













【下巻へ続く】













※この物語はフィクションです。実在の人物・団体等は一切関係ありません。
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